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序章







　白びやつ虎こを倒たおし、ヒツギとともに魔ま法ほう陣じんに入って光に包まれた俺おれたちは、気が付くとどこかの森の中にいた。やはり洞どう窟くつの中よりも、こうして光が差し込んでいる方が気持ちいいや。

「また森か。今度は変な木とか生えてないよな？」

「ここどこだろうねー？」

「見覚えとかないのか？」

「こんな周りに木しかない森の中で見覚えもなにもないでしょ」

「そりゃそうか。とりあえず適当に歩くか。どこかで人に会えるかもしれない」

「そうだね。人に会えなくてももしかしたら街かい道どうに出られるかもしれないし」

　人と街道を求めて俺たちは歩き出した。

　それから四、五十分くらい、まったく整備のされていない森の中を進んでいると、不自然に倒れた木々を見つけた。

「これってモンスターの仕し業わざなのか？　外のモンスターも随ずい分ぶん危ないんだな」

「普ふ通つうならこんなことはしないと思うけど、考えられるとしたら二つかな。町や村に向かって進軍しているか、誰だれかが追われているか。こんな風になぎ倒して進めるモンスターでこの幅はばって考えると誰かが追われている方だと思うよ」

「なら急いだ方がいいかもな。間に合うなら助け出していろいろと聞かないといけないし」

「私がいろいろ知ってるし、エルミーナ帝てい国こくに行けば伝つ手てもあるから大だい丈じよう夫ぶだって」

「念のためだよ」

　俺たちは何者かが通った跡あとをダッシュで進んでいった。




　　　◇◇◇◇




「はぁ、はぁ、はぁ、そんな、まだ追ってくるの？」

　私、レイユは冒ぼう険けん者しやだ。

　一月ほど前に同じ村の男の子二人と冒険者になって、先日ようやくランクＥになったばかり。ランクＥってのは下から三つ目。Ｆ、Ｅ－ときてＥになった。ここまで順調にとんとんと上がったことで調子に乗っていたんだろうな。今日、私はいつものパーティメンバーと離はなれて一人で狩かりに来ていた。標的は森の入口付近にもいるリトルフォックス。村から出てきてランクＦだった頃ころの私でも少し鍛きたえればすぐに倒せたモンスターだ。強くなった今の私が負けるはずもなく、順調に狩りをしていた。

　しかし、調子にのっていた私はいつもならこないような森の奥おくにまで足を踏ふみ入いれていた。そこでもリトルフォックスやスライム種、キャタピラーなんかのランクＦ～Ｅ－のモンスターばかりだったから安心して狩りができていて油断もあったんだろう。

　背せ負おったリュックに最低限の討とう伐ばつ証明だけを入れてさらに進んでいった先で、私は違ちがうモンスターを見つけた。いや、見つけてしまった。

　オーク。ランクは今の私より二つも上のＤ－。二ｍ以上でっぷりと太った体に似合わないスピードにすごいパワーを持つ。でも、私ならきちんとやることをやっていけばなんとか対処できると思っていた。その奥に十体のオークがいるのを見るまでは。

　オークたちはどうやら休きゆう憩けい中ちゆうらしく、座すわり込んでいてこちらに気づいた様子はなかった。運がいいと思いながら後ろに下がる。一体でもぎりぎりだと思うのにあんな数のオークを相手にできるわけがない。逃にげるしかないのだ。

　パキ。

　そこで私はどじを踏んだ。足元にあった木の枝に気づかず、後ろにさがる時に踏んでしまったのだ。まずいと思った時にはもう遅おそかった。音に気がついたオークたちが一いつ斉せいにこちらを見る。私は全速力で逃げ出した。なりふり構ってはいられない。とにかく全力で逃げないと死ぬ。オークたちは錆さびた剣けんや斧おのを手に、叫さけび声ごえを上げながら迫せまってくる。幸い、ある程度距きよ離りが離れていたから今はまだ逃げられているけど、私の体力的にもいつまでもつかわからない。オークたちは武器を振ふり回まわし、時には自身の体を使って木をなぎ倒しながら進んでくる。

　あと町までどれくらいだろうか。もう息をするのもつらくなってきている。このままひたすら逃げて、町まで逃げきれればこのオークたちはすぐに倒されるだろう。かなり前から街にはランクＣのパーティがいる。今朝も別口でランクＣの冒険者が来たという話を聞いた。その人たちならばこんなオークたちなんかあっさりと倒してしまうのだろう。もし倒せないとしてもこの町には騎き士し団だんがいる。彼かれらの隊長たちはそこらの冒険者よりもよっぽど強いという話だし、なんとかしてくれる。私はそんな期待をしながら町へ急いだ。

　必死に走り続けて、ようやく森の終わりが見えた。そこさえ抜ぬけてしまえば町の外がい壁へきが見えてくる。こちらから見えるということは向こうからも見えるということだ。誰かが気づいて対処してくれるかもしれない。

　だが、私はそこで気を抜いてしまった。

　私はオークたちだけに意識を集中していた。しかし、敵は本来オークたちだけではないのだ。私の右足にキャタピラーの糸が張り付いた。視界の端はしにいたキャタピラーが吐はいた物だ。普ふ段だんならば避よけるのは簡単で、もしくらってしまっても落ち着いて糸を切るなり焼くなりすればいい。でも今の私は平常心ではなかった。慌あわてて腰こしのポーチから短たん剣けんを取り出して糸を切ろうとするが、慌てていて短剣が震ふるえてぶれるせいでなかなか切れない。

「お願い！　切れて、切れてよぉ！　あとちょっとなのに！」

　そうしているうちにようやく糸が切れた。すぐさま駆かけ出そうと顔を上げた。すると、すぐ目の前にオークたちがいた。私が糸に苦戦している間に追いつかれたのだ。立ち上がろうにも腰が抜けて力が入らない。

「いや……いや……」

　私は尻しり餅もちをついたまま少しずつ後ずさる。股またの間からチョロチョロと暖かい液体が漏もれ出すが、そんなことも気にならないくらい私は「死」を感じていた。

（ここで私は死ぬんだ。まだやりたいことがたくさんあったのに……）

　オークたちの動きがスローモーションのように見える。一体が斧を振り上げた。私は目を閉じて最さい期ごの衝しよう撃げきを待つ。

　しかし、いつまで経たっても衝撃はやってこなかった。恐おそる恐る目を開けてみると、そこにはオークを殴なぐりつける男の人がいた。




　　　◇◇◇◇




　しばらくなぎ倒された木を辿たどって進んでいくと、遠目にモンスターが見えた。『鑑かん定てい』で見てみるとオークが十体。そのすぐ奥に女の人も見える。

「あの女の人を追いかけているみたいだな。ヒツギ、何体いける？」

「うーん、体は少し動かしたけど戦せん闘とうの勘かんは戻もどってないし二、三体くらいがいいな」

「了りよう解かい。なら左側にいる二体を頼たのむわ。後は俺がやるから。ちょっとやばそうだから先に行くぞ」

　俺は地面を強く蹴けって走り出した。ヒツギと話しているうちに女の人は横から飛んできた糸に当たってこけてしまった。本格的にまずいな。その間にオークが追いつき、錆びた斧を持つオークが武器を振り上げた。

　俺は『小規模ワープ』で一気に距離を縮め、射しや程てい圏けん内ないに入ったところで『不意打ち』で完全に距離をなくす。オークたちのすぐ後ろに跳とび、空中で体を捻ひねって蹴りを放つ。きっちりと左足がオークの体を捉とらえ、他の三体を巻き込んで吹ふき飛とぶ。

「『コンボ』、『鬼おにの一いち撃げき』」

　俺は『コンボ』スキルの力でスムーズに止まることなく次の攻こう撃げきに移る。蹴りによる回転の勢いはそのままに、さらに体を捻って斧を振り上げたオークの顔面をぶん殴って陥かん没ぼつさせる。その奥のオークたちも巻き込んで吹き飛び、突とつ然ぜんのことに怒おこった残りのオーク二体がそれぞれ剣で攻撃しようとしてきた。

「そうはさせないよ。あなたたちは私の相手だからね」

　動きが止まった俺に迫る剣をヒツギの棺かん桶おけが防いだ。洞窟で調べるときにこの棺桶は壊こわれないと言っていたのが本当らしく、まともに剣を受けても傷一つない。それどころか、攻撃してきた剣の方が折れてしまった。ヒツギは器用に鎖くさりを操あやつり、もう片方の棺桶をたたきつけてオークを潰つぶす。さらに二つの棺桶を鋏はさみのようにして残ったオークをミンチにした。なかなかえぐいな。

「大丈夫か？」

「彼かの女じよは私が見るから。メイはオークを」

「あいよ。『ダークランス』」

　呆ぼう然ぜんと俺を見つめる彼女を介かい抱ほうし始めたヒツギを横目に俺は起き上がったオークたちに黒の槍やりを放つ。槍はきっちりとオークたちの頭を射い抜ぬいて命を奪うばっていった。

「おしまい、と。じゃあ死体の始末をしてくるわ」

「私が倒したのは吸収するから置いといて」

「わかった」

　ヒツギの言葉通りに二体のオークたちは光の粒りゆう子しとなって棺桶に吸収されていく。ああやってモンスターを吸収して成長するのか。俺もさっさと喰くってしまおう。

『パラメータ：筋力上じよう昇しよう（小）を習得しました』

　八体全部を瞳ひとみで喰らったところでパラメータの上昇が告げられた。オーガより弱いからか上昇は少ないが、塵ちりも積もればなんとやらってな。しかしスキルはなしか……。

「さて、ヒツギ、彼女はどうだ？　怪我けがは？」

「あ、あの、その……」

「まあまあ。敵じゃないから落ち着いて大丈夫よ。少し話が聞きたいだけなの」

「た、助けてくれてありがとうございます」

「気にすんな。俺はメイで、こっちはヒツギ」

「ヒツギだよ。あなたは？」

「わ、私はレイユって言います。Ｅランクですが冒険者です」

「レイユさんね、よろしく。実は私たちエルミーナ帝国に行きたいんだけど、ここってどの辺りなのかわかる？」

「エ、エル……なんですか？」

「エルミーナ帝国。結構大きい国のはずなんだけど」

「エルミーナって、九百年前に滅ほろんだ国のはずですが……」

「え？」

　ヒツギが固まった。

「ご、ごめんねー。よく聞こえなかったよー。聞きき間ま違ちがいかな？　もう一回言ってくれる？」

「え、エルミーナ帝国は九百年くらい前に滅んだ国のはず……です。小さい頃に村長から教えてもらっただけですけど」

「ちょっと考えさせて」

　ヒツギは彼女の言葉を遮さえぎってなにやらぶつぶつと言い始め、三十秒ほど唸うなった後、彼女を見直して尋たずねた。

「今って何年？」

「二七六〇年です」

「……私が帝国でいろいろやってたのがたしか一八〇〇年くらいだから……今って九百年後？　というかあの時点で帝国ってもう末期だったっけ？　というか、嘘うそ？　私九百年も寝ねてたの？　じゃあ私の常識はもう通用しないの？　嘘よ……嘘と言ってよ……」

　ヒツギが完全に壊れてしまった。漏れてくるヒツギの早口言葉を聞いている限り、ヒツギが呼ばれたのは九百年も前。いまいち実感がわかないのだがたぶん事実なのだろう。ぶつぶつと唱え続けるのをやめないヒツギに代わって俺が尋ねた。

「すまんな。俺たちずっと森の奥おく地ちに住んでいてな。さっき変な転移魔法陣でここに飛ばされてきちまったばかりで何も知らないんだ。できれば近くの町まで案内してくれないか？　あと冒険者ギルドに登録もしたい」

「は、はい。私でよければ。ここはコロイドの町の近くですので」

「すまんな。それと、近くに水場ってないか？」

「大きなものでなければすぐ近くにありますけど……」

「ならズボンを洗ってから町に行こう。このままなのは嫌いやだろ？」

　俺の言葉に、「何のこと？」といった表情を浮うかべていたレイユだったが、俺の視線につられて視線を下げ、自分のズボンに目がいった瞬しゆん間かん顔を真っ赤にして水場に走り出した。

　走りだしたレイユを追う前に、俺は壊れたヒツギの頭にチョップを落とす。

「あいふぁ！」

「いつまでも壊れてないでいくぞ。おいていかれる」

「いや、だって九百年だよ？　そんなこと急に言われても……」

「じゃあ今ヒツギはおばあちゃんなん――」

「死ぬ？」

「ごめんごめんごめん。棺桶を下ろしてくださいお願いします」

「次はないからね」

「はいはい。でも、そういうことだ。気にする必要はないって」

「……メイ……」

「ほら、さっさと後を追うぞ。見失ったらまた面めん倒どうになるから」

「うん」

　そうして俺たちはレイユの後を追った。そして彼女がズボンを洗って、着き替かえ終わったのをヒツギに確かく認にんしてもらって合流した。俺はその間はプチ白虎で遊んでいた。癒いやしだね。レイユから「このことは絶対に内ない緒しよですからね！」と釘くぎをさされたが、別に言いふらすようなことでもないだろうに……。まあヒツギの目がまるで笑ってなかったし肝きもに銘めいじておこう。

　そして、俺たちはコロイドの町へと向かった。







第一章　コロイドの町







　レイユに連れられて俺たちはコロイドの町についた。

　コロイドの町は、周りを森と山と草原に囲まれており、王都からはそこそこ遠く、近くにはダンジョンがない小さな町だ。周囲を自然に囲まれているからモンスターは多く出てくるが、基本的には低ランクのモンスターばかりで今日のようにオークが群れていることなんかは非常に珍めずらしいことなんだとか。町の中央に町を治める領主がいるが、町民の印象はかなり悪く、関かかわらない方がいいとまで言い切られた。

　一応モンスターが多いということで武器屋とか防具屋はあるが、あまりいい物は期待しない方がいいとか。近くに鉱山もないし、鍛か冶じ師しがそもそもこの町にいないから、基本的に外から仕入れるしかないようだ。

　レイユから町の簡単な説明を受けながら、念のためにプチ白虎には俺の魔ま力りよくの中に消えてもらって、一番近い門まで歩いて行った。

「身分証明の提示をお願いします」

　門のところで衛兵らしき人に声をかけられる。身分証明なんかないんだがどうしよう。

「すいません、俺たち身分証明がないんです」

「でしたら町に入れるわけにはいきません」

「彼女からギルドカードが身分証になるって聞いて、今から冒険者ギルドで作成したいんですが、それでもだめですか？」

「うーむ……」

「あの、私、さっきこの人たちに命を救ってもらったんです。いい人たちってことは保証します。私がギルドまで同行しますので、それじゃだめですか？」

「私がここを離れるわけにもいかんしな。レイユさん、お願いしてもいいですか？」

「はい。任せてください」

「えー、では、お二方、冒険者ギルドにてカードの発行後、確認のためもう一度この門まで提示しに来てください。それまではレイユさんは二人のそばから離れないように」

「わかりました。あと、報告なんですが、森の奥でオークが十体いました」

「本当ですか？　町に来そうですか？」

「あ、いえ、私が襲おそわれたところをこの二人が倒してくれたんです」

「そうですか。ありがとうございます」

「いえ、たまたま見かけただけですし」

「だね」

　そうして町に入れた俺たちは冒険者ギルドに向かった。




「意外としっかりとした建物なんだな。もう少し小さいのを想像してた」

「ギルドは受付だけじゃなくて素材の買取所、事務所、倉庫とかいろいろ必要だから、必然的に大きくなるの。モンスターが多い町は特にね」

　俺がギルドの建物を見て少し驚おどろいていると、レイユが説明してくれた。まあ確かに依い頼らいを受注、報告するには受付がいるし、依頼以外でもモンスターを狩って、その素材を買い取る場所は必要だ。当然適当に置いておくわけにもいかないから倉庫も必要。その素材を違う町や商業ギルドに売ってギルドの利益となる。うん、よくできてると思うよ。

　そんなことを思いながらギルドの中に入る。そこには十数人の男たちがいた。小さいながら酒場も併へい設せつしているみたいで、数人で固まって酒を飲んでいる者や、酒こそないが話している者、依い頼らい掲けい示じ板ばんと書かれた壁かべの前で依頼を見ている者など様々だ。

「レイユ！　一人で狩りに行ったって大丈夫だったか!?　さっき森でオークを見かけたってやつが来て、心配してたんだぞ！」

「オークに襲われたんじゃないかって気が気でなかったよ。その様子だと大丈夫だったようだな」

「リク、タイシ！」

「さ、今日は宿に行って休もうぜ。明日からはもしかしたらオークに出会っちまうかもしれないからな。ただでさえ休みに狩りに行ってんだから、少しでも体を休めないと」

　そう言いながらレイユの手を取って引っ張っていくリクとタイシ。いや、困るんだが。

「ふ、二人とも待って！　今この人たちの案内しないといけないの」

「こいつ？」

「おい、お前レイユとどういう関係だ？」

　俺の方を睨にらんでくる二人。俺ばかりを見てくるのでヒツギには気づいていない模様。

「この人たちは私がオークに追われているところを助けてくれたのよ」

「なに？　どういうことだ！」

「オークに襲われたのか？　怪我は！」

「ちょっと森の奥の方でドジってね。今ギルドカードの発行のために一いつ緒しよにいるの。用事はそれが終わってからにして」

「そうだったか……。レイユを助けてくれて本当にありがとう。俺はリクだ」

「俺はタイシ。俺からも礼を言うよ。ありがとう」

「たまたま襲われているのを見かけてな。それより、彼女をしばらく借りるよ。用事がすんだらきちんと送るから」

「ああ。俺たちはミサの宿屋にいる。ほんとにありがとう」

「わかった。ヒツギ、さっさと済まそう」

「りょうかーい」

　そして出て行った二人をよそに俺たちは受付に向かった。




「すいません、俺とこいつの登録をお願いしたいんですが」

「はい。ではここに名前の記入をお願いします」

「「はい」」

　俺は文字は読めるけど書けないからヒツギに頼み、それぞれの名前を書いてもらった。

「ありがとうございます。ではこちらのカードに血を一滴てき垂らしてください。そうすることで個人の魔力を登録いたします。それによって個人の判別や偽ぎ造ぞうの防止にもなりますので」

「なるほど……」

　俺はその技術に感心しながら指先を軽く噛かんで血を垂らす。血がカードに落ちた瞬間、淡あわい光を発してカードがコーティングされた。

「はい。これで登録は終しゆう了りようです。お二人はランクＦからのスタートになりますね。例外はありますが、ランクＤ＋までは依頼を一定回数こなすことで上げることができます。また、それ以上になりますと試験が必要になりますが、試験の説明はその時にいたします。また、依頼にもランクが設定されていますので受ける際の参考にしてください」

「依頼はランクに関係なく受けられるんですか？　それとも自分のランクのものまでとか」

　俺は純じゆん粋すいな疑問を投げかけた。依頼のランクは難易度によって決められているだろうし、ランクが上がれば報ほう奨しよう金きんも増えるだろう。もし自分のランクまでとなったら今の俺たちではＦランクの依頼しか受けられない。報奨金は相当低いだろうし、それを何回も受けるのは面倒だ。

「いえ、そうではないですよ。自分よりもランクが上の依頼でも受けられます。ただ、護衛依頼等の一部の依頼ではそれは認められません。ランクＣ以上の護衛を頼んだのにＥランクの冒険者が来たらたまらないですし、ギルド側の責任問題にもなってしまいます。直接依い頼らい主ぬしの元に行く場合、よい印象を持たれないことも多いですね。以前、Ｅ＋ランクの冒険者が怪我を負いながらもなんとか依頼を達成したのですが、ランクが低いことで違い反はんだと報ほう酬しゆうを減らされてしまったことがあります」

「いや、それはおかしくないですか？」

「その依頼主が貴族の方で、通常よりも高額にする代わりにランクを守るという条件をつけていたのを、ギルド側のミスでその条件を書き忘れてしまいまして。その職員はすぐに処分を受けまして、全職員に指導が入りましたから最近はこの手のミスはありません」

「……依頼主に直接持っていく依頼はやめるべきかな。そういえば、モンスターを使し役えきする人っているんですか？」

「はい。魔物モンスター使い、もしくは従じゆう魔ま使いと呼ばれる方々ですね。モンスターを従えた場合、従魔としてギルドに登録していただきます。登録をしていなかったために野の良らモンスターと間違えられても文句は言えません。従えたばかりのモンスターを殺されてしまう新人魔物使いの方が時々おられますね。ただ、登録した従魔に対して過失なく攻撃をすることは犯罪となります。ひどい場合は冒険者ギルドから永久追放となることもありますのでご注意ください」

「なるほど。なら、こいつの登録もお願いします。来い、プチ白虎」

　俺は『眷けん属ぞく召しよう喚かん』で頭の上にプチ白虎を召しよう喚かんした。プチ白虎は安定のだらーん状態だ。
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「かう！」

「こ、この魔物は？」

「プチ白虎の……ヒメだ」

「ねえメイ、いつの間に名前を決めたの？」

「さっき。な、ヒメ」

「かぁう！」

　プチ白虎改めヒメは元気よく前足を上げる。名前は気に入ってくれたみたいだな。

「わ、わかりました。では、こちらの輪をはめてください。腕うででも首でも構いませんが、わかるところにお願いします。はめると肌はだに模様として描えがかれることになりまして、その模様が従魔の証あかしにもなります」

「ヒメ、腕でいいか？」

「かう」

　俺はヒメを一いつ旦たん床ゆかに降ろし、右前足に輪をはめた。あきらかに大きな輪だったが、すぐにきゅっとしまると模様となって消えてしまった。どういう原理なんだろう……。

「これで登録は終わりとなります」

「ねえメイ、そろそろ衛兵さんのところに行かない？　あんまり待たせても悪いし」

「そうだな。ありがとうございました。また後で依頼を受けに来ます。その時はお願いします」

「かしこまりました。お待ちしています」

　俺はヒメを頭に乗せなおし、ヒツギの羨うらやましそうな視線を浴びながらギルドを出て、衛兵さんの待つ門へと向かって行った。

　その後、門のところで確認は驚くほどあっさり終わった。さっきの衛兵さんにギルドカードを見せたらそれでおしまいだったしな。もう少し何かあると思ってたけどなんか拍ひよう子し抜ぬけだ。

　門で用事を済ませた俺たちはレイユをミサの宿屋に送った。また後でと言われたけど、俺らがあそこに泊とまると言った覚えはないんだが……。

　再びギルドに戻ると、先ほどとは違った騒さわがしさがあった。その中心は三人の男たち。たぶんパーティなのだろうが、全員が同じ模様の入った革かわ鎧よろいを着ていた。あ、防具も買わないといけないな。まあ別にいらないかもしれないけど。

「あんなごみども俺たちにかかれば瞬殺だったぜ！」

「そうそう、ちょっと切ってやったらあっさりと死にやがった」

「げははは。そりゃパーティランクＣの俺たちにかかればＤ－でしかねえオークなんかそこらのスライムとなんら変わりねえよ」

　どうやらオークを倒したことを自じ慢まんしているらしい。パーティランクって言うのは初耳だが、それなりにやる連中なのだろう。

　騒いでいるそいつらは無視して俺たちはさっきの受付に行った。依頼の受け方を聞くの忘れていたからな。

「すんません、依頼って受けるときどうすればいいんですか？」

「メイ様ですね。依頼を受ける際は、あちらの依頼掲けい示じ板ばんから依い頼らい書しよを持ってきてください。受注自体は受付で行えます」

「はい。それじゃあ見に行って――」

「おいおい！　お前みたいなガキが冒険者か？　悪いことは言わねえからやめときな！　冒険者ってのは俺たちみたいな強者がやるもんなんだよ！」

「はぁ。なんか用か？　俺たち依頼を見に行きたいんだが」

「お前みたいな雑魚ざこが冒険者なんかやるんじゃねえよ。お前みたいなやつが依頼を失敗するせいで俺たちみたいな強者の評判まで落ちちまうんだよ！」

「そうそう。お前らは帰ってママのミルクでも吸ってな」

「げははは。よく見りゃきれぇな姉ちゃん連れてんじゃねえか。おいそこの、俺たちがかわいがってやるよ。ついでに頭の上の珍しいモンスターももらってやるか」

「ありがたく思えよ！」

「「がはははは」」

　評判ってこういうバカのせいで下がってるんだろうな。

「いい依頼はとられちゃってるだろうけど、まだ残ってるかもしれないし行こ」

　ヒツギが完全に無視して俺に話しかける。やっぱりこういうのは無視が一番かな。

「だな。討とう伐ばつならすぐに終わるだろうし、さっさと行ってこよう」

「おい、無視してんじゃねえよ！」

　男が俺の肩かたにかけようとした手をさっとかわして掲示板の方に向かおうとすると、三人組が目の前に立ちはだかった。周りの人はなんだかわたわたしている。「謝あやまった方がいい」と後ろの方から聞こえてくるが、別に謝る理由は何もないしな。

「俺たちをギルド『赤の団』所属、パーティランクＣの『クロウ』と知ってのことか!?　あぁあ？」

「いや知らねえよ。愚ぐ鈍どんだか苦労だか知らんがそこ邪じや魔ま。どいてくんない？」

「お前、完全にケンカ売ってんだろ？」

「表へ出な！」

「なんでそんな面倒なことをしないといけないんだよ。さっさと依頼をやって、飯食って、ヒメをモフモフしたいんだよこっちは」

「いいから黙だまって俺たちの言うことに従えばいいんだよ！」

　そう言って俺を殴りつけた真ん中の男。名前知らないなそう言えば。

　全然痛くなかったが、空気を読んで後ろに跳んでおいた。そこらから悲鳴が上がる。別に痛くないのに……。というかランクＣでこれか。実はランクＣってまだまだ弱い？

「ふん、俺たちにたてつくからこうなるんだよ」

　得意げに言う真ん中の男。こういう時ギルドは何もしてくれないんだな。

「でも、これで正当防衛は成立っと。いいよ、外へ出ろ。三人まとめて相手してやるよ。その代わり、俺が勝ったらお前ら全員有り金全部置いていけよ？　お前らが勝ったらなんでも言うこと聞いてやるから」

「このガキ、なめてんのか？」

「まあまあ、いいじゃねえか。こんな冒険者になりたてのガキをボコボコにすればきれいな姉ちゃんに珍しいモンスター、さらに便利な雑用係まで手に入るんだぜ？」

「げはは。こういうのにはお仕置きしてやればいいんだって」

「それもそうだな。いいぜ、外へ来な」

　バカばっかりでラッキーだった。これで当分の宿代が手に入りそうだ。そんなことを考えながらヒツギにヒメを預けて外に出た。

　中にいたやつらの何人かと、外にいた通行人が見世物とばかりに俺たちの周りを遠巻きに囲み出した。自然とリングができてくれたな。一部の冒険者が「衛兵に連れん絡らくを」と言ってるのが聞こえてくる。いや、いらないから。

「俺様は『クロウ』のリーダー、ランクＣのガル様だ」

「俺はランクＣ－のギル」

「ランクＤ＋、グル」

「俺はメイだ。ランクＦ」

「勝負のルールは簡単だ。降参するか、気絶したらお前の負け。まあ降参を受け入れるかはわからんがな」

「それで俺が勝ったらお前らの有り金全部俺の物。お前らが勝ったら俺たちはお前らの言いなりになる。これでいいか？」

「俺たちが負けるなんて万が一にもありえないがな！」

「おい、周りのやつらも聞いたよな！」

　ガル、いやギルだっけな？　どっちかわからないけどそいつが大声を上げる。周りからは「聞いたぞー」とか、「やっちまえー」とか声が聞こえてくる。「手加減してやれよー」という声も聞こえてきた。手加減なんかするに決まってる。しなかったらさっきのオークよりも無残なことになりそうだ。こんなところで人殺しなんてごめんだね。

「へ、覚かく悟ごはいいかガキ」

「ま、いまさら謝ってももう遅いけどな」

「げははは。武器は使わないでおいてやるよ」

「あー、使っていいよ。魔ま法ほうも別にいいし。負けた時の言い訳にでもされたら嫌だし」

「っ！　後こう悔かいすんなよ！　ギル、グル、やるぞ！」

「俺おれもちとお仕置きがいると思ってたところだ！」

「『炎ほのおがその身をやきつくさん』」

　グルがフレアの呪じゆ文もんを唱え始めたことでバトルが始まった。ガルは両手剣を構えてこちらに向かってきて、ギルは短剣を持って回りこもうとしてきた。別にわざとくらってもいたくなさそうだな。

「使っていいって言ったが、こんな人が多いとこで巻き込むようなもん使うなよ」

　グルのところに『不意打ち』で移動して軽めに殴りつけた。『ブレイクショット』も『鬼の一撃』やスキルも使っていない普通の一撃だ。

「ぐふぅ」

　グルは白目をむいて気絶してしまった。あれ？　想像以上に弱い。

「グル！」

「てめえ、よくもグルを！　水平切り！」

　ガルが大剣を横に構えて切りかかってきた。でも……遅いな。

　俺は剣に拳こぶしをたたきつけて落とさせ、右足を蹴りつけた。簡単に骨が折れ、痛みで倒たおれこんでしまった。あと一人かな。

　俺は残ったギルの方を見た。「ひぃ」とおびえ始めたのを見てダッシュで距離を詰つめた。そして頭をつかんで軽く地面にたたきつける。こちらも一発であっさりと気絶した。

　俺は足の痛みにのたうち回っているガルに近づいた。

「俺の勝ちだな。降参するか？」

「こ、こんなのいかさまだ！　こんなことがあっていいはずないんだ！」

「いかさまって何があるってんだよ。さ、有り金全部出せって。もう片方も折られたいならいいけど」

　これ見よがしにまだ折れていない左足を見ると、ガルは「ひぃ」とおびえだした。なんだかギルそっくりだな。

「おい！　何をやっている！」

　冒ぼう険けん者しやが呼びに行った衛兵が来たのか、声が聞こえてすぐに周りの人々が道をあける。何人かはちらほらと逃にげて行った。

　衛兵は倒れている三人と俺を見て唖あ然ぜんとしていた。

「た、助けてくれ！　いきなりこいつが絡からんできて、俺たちは悪くねえ！」

　ガルが衛兵にすがりつく。嘘つくなよ。

「……おい、どういうことだ？」

　衛兵はガルでも俺でもなく、周りで見ていた連中に声をかける。まあ当事者よりは信しん頼らいできるか。

「が、ガルの旦だん那なの言う通りだ！　そいつがいきなり『クロウ』の三人に絡んで」

「おいおい、どう見たって絡んでたのはあの三人だったろうが」

「三対一で決けつ闘とうし始めたしな」

「しかも『クロウ』は武器あり魔法ありだろ？　それでも勝っちまったけど」

「ああ。ガルも叫んでいたもんな」

　周囲の人々の話を聞いてガルの顔がどんどん青くなっていく。そしてガルの言う通りだと最初に叫んだやつの顔も。

「と、言ってるが？」

「で、でたらめだ！　そうだ、こいつが俺たちをはめるために」

「俺は今日この町に来たばかりでギルドに登録したのもさっきだよ。門の衛兵に確認してもらってもいい。俺が勝てばそいつらの有り金全部俺の物。そいつらが勝てば俺と仲間がそいつらの言うことを聞くって条件になったんだ。最初に殴って来たのもそいつらだしな」

「そうか……とりあえずこいつらの身み柄がらはこちらで預からせてもらう。金は……」

　衛兵は気絶しているギルとグルの腰についた袋ふくろをとり、中身を見るとこちらに投げてよこした。

「それでしまいにしてくれ。悪いがこいつが持っている分は治ち療りよう代だいもかねて騎き士し団だんで回収させてもらう」

「まあいいや。あんまり俺たちに被ひ害がいがこないようにしてくれるとありがたい」

「それは状じよう況きよう次し第だいとしか言えない。それでは解散！」

　衛兵のその言葉で見物人たちは皆みな分かれていく。俺はガル達三人と、騒ぎ立てた一人を連れていく衛兵を見送りながらヒツギの元まで歩いて行った。




　ギルドの中に入ると、俺に気づいたヒツギも掲示板から目を離はなしてこちらを向いた。

「お疲つかれ様さま。どうだった？」

「想像以上に弱く感じたな。強さだけじゃないとは思うけど、あれならすぐにＣランクになれると思う」

　人間性とか家いえ柄がらとかこの世界における常識とかが試験項こう目もくとしてあったらもうおしまいだけど、ギルドへの貢こう献けん度ど的てきなものと強さだけでいいならば、依頼さえちゃんとやっていればすぐに上にいけそうだ。

「そういえばよさそうな依頼はあったのか？」

「うーん、Ｆランクはやっぱり雑用がほとんどだったよ。討伐や採集依頼はＥ－から。リトルフォックスとかスライムとかキャタピラーとか。それぞれ十体ずつ倒せばいいみたい」

「雑用はさっきみたいなやつらが下げたイメージの回復が主な理由だろうな。討とう伐ばつ依い頼らいを受けるときって討伐したあとの証明とかがいるのか？」

「いや、いらないみたいだよ。このカードに自動的に記録されるんだって。依頼を受けるときにそういう処置をしてくれるって書いてあったよ」

「なるほど」

　そのシステムは個人的にかなりありがたい。俺もヒツギも強化の関係でモンスターの死体は残らない。残すとしても爪つめや牙きばなんかの武器としても使える物だけになるだろうし、討伐して素材を提出するタイプはあまり受けない方がいいかもしれないな。

「まあそういう依頼を中心にやっていこうぜ。ヒツギはどれがいいと思う？」

「うーん……キャタピラーかな。さっきも見かけたし、すぐに見つかるでしょ」

「あの糸吐はいてたやつだよな？　でかいイモムシみたいな」

「そうそう。そんなに素す早ばやくはないし、いいかなって」

「あの体で素早く動くのがＥ－となると嫌だしな。じゃあそれにしよう」

　俺たちは依頼書を持って受付に行く。

『キャタピラーの討伐：

　コロイドの町周辺の森に生息するキャタピラー十体の討伐

　依い頼らい報ほう酬しゆう：銅貨五十枚』

「すみません、この依頼受けたいんですけど」

「はい。キャタピラーの討伐ですね。カードをお願いします」

「「はい」」

　俺たちはギルドカードを受うけ付つけ嬢じように渡わたし、登録をしてもらった。

「これで受注完かん了りようですね」

「ありがとうございます。そういえば、俺通貨のことあんまりわかんないんですが、教えてもらえませんか？」

「通貨ですか？」

「ええ。さっきちょっと手に入れたんですけど、多いのかどうかなんとも言えなくて……」

「通貨なら私わかるよ？」

「そのあきらかにさっきもらったのと違ちがう通貨をしまえ」

「ちょちょちょっと待ってください！　それってエルミーナ通貨ですか？　そんなに状態がいい物は見たことがないですよ！」

「ヒツギ、それもう出すな。いらん火種になりそうだ」

「うっ。わかった……」

「今のは忘れてください」

「あんな物しかるべきところにもっていけばいくらになることか……あ、すいません、少々意識が。私も研究していた時期がありまして。通貨ですよね、わかりました」

　冷静さを取とり戻もどした受付嬢の説明によると、このあたりで使われている、というかこの国で使われている通貨の名前は王都通貨。まあ金といっていいよね。その種類は上から白金貨、金貨、銀貨、銅貨の四種類。

　銅貨百枚＝銀貨一枚

　銀貨百枚＝金貨一枚

　金貨千枚＝白金貨一枚

　のように換かん金きんできるんだとか。さっきの袋に入っていたのは二つ合わせて銀貨五枚と銅貨二十五枚。依頼十回分以上だと考えると結構あったんだな。武器や防具を買ったら別なんだろうけど、しばらく飯には困らなさそうだ。

　説明を聞いた後、名前を聞いてみたらあっさりと教えてもらえた。ミナさんと言うらしい。できるだけこの人のところに来よう。他の人よりも色々と聞きやすそうだ。

「それじゃあ行ってきます」

「行ってきまーす」

「気をつけてくださいね」

　俺たちはさっき入ってきた門の方に歩き出した。




　門を出て、十分ほど歩いて森に入ると、すぐに一体目のキャタピラーがいた。地面を這はって進んでいて、俺はそいつめがけて躊躇ためらいなく『ファングショット』を放った。半はん透とう明めいな牙で噛みつかれて緑色の体液が飛び散る。キャタピラーはピクピクとしていたが、そのうち動かなくなった。

「一いち撃げきか。次ヒツギの番な。二人で一回ずつ受けたことになってたから二十体たおさないといけないし、すぐに次を探そう」

「次を探すって言っても、そこら中にいるみたいよ」

　ヒツギの言葉を聞いて周りを見み渡わたしてみると、木々の合間とか根本とか茂しげみの中とかあちこちにいた。こんなにいるもんなのか。

「なら順番はやめでいいな。それぞれ自由にやって、十体倒したら相手の方に行く。二人とも終わったら帰ろうか」

「わかった。反はん撃げきなんか受けないでね」

「こっちのセリフだよ。俺は遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきメインだから近づかねえし。ヒツギはかなり近づかないといけないんだから気をつけろよ」

「メイが私を心配してくれてる！　頑がん張ばらなくちゃ！」

「油断はするなよ」

　俺はやたらとやる気になったヒツギを横目にキャタピラーを喰くらい、防ぼう御ぎよ上じよう昇しよう（小）を手に入れて次のキャタピラーに狙ねらいをつけた。

　スキルで遠くから狙い撃うって、確実に仕留めたのを確認して、瞳ひとみで喰らう。そんな動作を八回繰くり返かえして、俺の狩かりは一いつ旦たん中断になった。糸に警けい戒かいしていたけど、その前に倒していたから吐いてくることはなかった。

「さて、ヒツギ、そっちはどうだ？」

　俺は何気なくヒツギの方を見た。周りには九か所に緑色の体液の跡あとがあったから、今戦っているので最後なのだろう。だが、そのキャタピラーはサイズがおかしかった。

　普ふ通つうのキャタピラーは大きさがだいたい七〇cmほどの芋いも虫むしだ。多少の大小はあるものの、大きいものでも一ｍを超こえるか超えないかというサイズだ。しかし、今ヒツギが戦っているキャタピラーはヒツギと比べて倍以上ある。高さだけでも三ｍ、長さは五、六ｍもあるだろう。あのサイズとなるともうこの森のボスじゃないの？　という思いがよぎった。上位種かとも思ったが、『鑑かん定てい』で調べると間ま違ちがいなくキャタピラーだと表示される。突とつ然ぜん変へん異いでも起きてるのかな。

　何かあったらすぐに助けに入れるように構えてはおくが、ヒツギはその巨きよ体たいを前にしても臆おくさず棺かん桶おけを叩たたき込んでいた。ヒツギの武器は腰こしについたメダルから伸のびた鎖くさりの先に棺桶が付いており、その鎖をつかんで遠心力を使って威い力りよくを高めてたたきつけるような戦い方をする。元々この戦い方なのか、能力が下がっているからこういう戦い方をしているのかはわからないが、相手を浮うかすほどの威力をほこる。

　そうしているうちに、ヒツギの棺桶がキャタピラーに突つき刺ささった。他のキャタピラーとは比べ物にならない量の体液が噴ふき出だす。それでも尚なおヒツギに襲おそい掛かかろうとするキャタピラーだったが、反対の棺桶がとどめとなって倒れた。倒したキャタピラーは光の粒つぶとなってヒツギの棺桶に吸収された。

「お疲れ様。最後のやけに大きかったな」

「私もびっくりした。周りにいたのを倒してたらあんなの出てきたんだもん」

「こんな森の入口に出てきていいようなサイズじゃない気がするんだが……」

「オークが通った跡をつけてきたとか？　ほら、餌えさを求めてとか」

「餌をって言っても、このあたりにキャタピラーがいすぎだろ。どう見ても餌が足りない」

　俺たちはあたりをぐるりと見渡した。森の奥おくの方から次々とキャタピラーが出てきている。さっきのやつを追っているように。

「この数だと多少危なくないか？」

「私もそうだけど一度に複数の相手と戦うのがそんなに得意じゃないときついかも。まあ戦い方を変えて、広さがあれば私もなんとかなると思うけど……」

「これってギルドに伝えるべき？」

「そう思う。でも、このまま放置したらこの辺り全部食べられちゃうよね」

　キャタピラーは基本的に草食と考えられているが、実際には人間だろうと何だろうと襲いかかる雑食だ。今この辺りにはたくさんの木という餌があるが、それでも続々と増えてきているキャタピラーを考えると心もとない。もしここに巣でも作ろうものなら確実に足りない。そうなると町にも被害が出てしまう可能性がある。

　モンスターの討伐依頼は、既すでに被害が出ているから出されているものばかりではない。今後被害が出る可能性があるなら倒す。それが基本となっている。脅きよう威いになるかもしれないと考えると人という生き物は他者を害するのに抵てい抗こうはなくなる。傲ごう慢まんだとわかってはいても、怖こわいものは仕方ないからな。獣じゆう人じんもいるこの世界でも人間至上主義という地域もあるらしいし、そうした考え方も関係してくるのかな。

「ともかく、ヒツギは一旦町に戻って、ギルドにこのことを伝えてきてくれるか？」

「メイは？」

「俺はしばらくこいつらを狩ってるよ。数を少しでも減らしてみる」

「危なくない？」

「そこはヒツギが早く戻ってきてくれるかどうかによるよ。ご褒ほう美びは用意――」

「今すぐ行くから宿でイチャイチャしようね！」

　ヒツギは最後まで聞くことなくダッシュで町に向かった。いやー、用意してないって言おうとしたんだけど大だい丈じよう夫ぶかな？

「さて、何体いるかはわからないけど、ここを抜ぬけられると思うなよ？」

　俺は向かってくるキャタピラーを見て、そうつぶやいた。

「んー、足止めか……まあキャタピラーくらいなら殲せん滅めつすればいいよな」

　足止めとつぶやいてすぐ、それに適したスキルが何かないか考えてみたが、俺はすぐに殲滅へと考え方を変えた。さっきの巨きよ大だいキャタピラーの大群ならばともかく、森の奥からやって来ているキャタピラーたちは平へい凡ぼんなサイズの物しかいない。それならばあっさりと殺すことはできるし、感覚的に『ダークランス』で複数体貫つらぬき殺すこともできそうだ。『ファイア』とか『バーストショット』でどーんとやるのが楽なんだろうが、その後森が火事でなくなりましたとかもう完全アウトだからやらないけど。

　そんなことを考えていたら急に頭の上に魔ま法ほう陣じんが現れた。

「かう！」

「ヒメ？」

　頭の上にポテンと乗っかったヒメは、きれいにジャンプして俺の隣となりに降り立った。

「戦えるの？」

「かぅう!?」

　ヒメは心外だとばかりに目を見開いて、俺の足を前足でペシペシ叩き始めた。

「ごめんごめん。それじゃあ左ひだり端はしにいるやつをお願いできるか？」

「かうかう！」

　ヒメは元気に吠ほえると、短い脚あしをちょこちょこと動かして指示したキャタピラーの方に向かって行った。ずっと見ていたい思いはあるが、それでキャタピラーを逃のがしてしまっては意味がない。

「ヒメのはじめての戦いなんだから見させろ！　『ダークランス』」

　俺は両手を前に突き出し、左右に割るように広げた。その手の通った跡には凹おう凸とつのある黒い線ができた。まあ正確には黒い球体がいくつも並んでいてそう見えるだけだ。

『ダークランス』の同時展開。魔ま力りよくはかなりもっていかれているが、それらから大量の黒い槍やりが飛び出す。その槍は迫せまりくるキャタピラーを次々と串くし刺ざしにし、その奥、さらに奥へと死をばらまいていく。

　そんな風に仲間が簡単に死んでいくような姿を見て動きを止めてくれるかとも思ったが、キャタピラーたちはまったく怯ひるまずに進行してきた。それでもかなりの数を殺して、少し余よ裕ゆうができたことでようやくヒメの方を見ることができた。

「かうかうかうかうかーう！」

　そこではヒメがキャタピラーたちを圧倒していた。向かってくるキャタピラーたちに対してファングショットを連続で使って次々とバラバラにする。物理的な攻こう撃げき力りよくははっきり言って皆かい無むに等しいのにファングショットは威い力りよく抜ばつ群ぐんだった。

　ヒメは次々と周りのキャタピラーをバラバラにしていく。でもあのペースだと……。

「かうぅ」

　ちょうど十体を倒したとき、ヒメの体がふらつきだした。魔力切れだ。

　俺は『ダークランス』を大量に展開してキャタピラーを倒しながら急いでヒメのところに行き、その体を抱だき上あげた。

「お疲れ様。ただ、考えなしにスキルを使いすぎだな。これから練習しような」

「かぁう」

　ヒメは俺の腕の中で弱弱しい声を上げて、一度俺の魔力に戻った。

「ヒメの活かつ躍やくは見られたし、ここから気合入れていくか」

『ダークランス』を大量に展開していく。今度は魔力を多めに込めて操あやつらずに撃ったこともあって木を貫き、その奥のキャタピラーたちにも直ちよく撃げきしていく。木を避さけるために上に向けて撃って雨のように降ふらしたり工く夫ふうを凝こらしてみるが、それでも途と切ぎれず向かってくるキャタピラーたちにイライラとしつつも俺は『ダークランス』を撃ち続けた。




　何体倒したかもわからないくらいキャタピラーの死体を量産していると、町に応おう援えんを呼びに行ったヒツギが戻って来た。
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「うわぁ、何体倒したのこれ？」

「わからん。『ダークランス』も『再生』もレベルが上がる程度には使ってるけどな」

　この足止め殲滅の最中、『再生』はレベル３になり、『ダークランス』も一発につき二十本もの槍を発射できるようになっていた。これのおかげでペースが上がったのは間違いなかったが、魔力を回復しすぎて『再生』がレベルアップってなんだか複雑だ。

「それより、そっちはどうだったんだ？　一人みたいだけど」

「門番さんに伝言を頼たのんできたよ。数が異常に多いって伝えたらすぐにギルドの方に伝令が行ってくれたから直に来ると思うよ」

「そうか、ありがとな。ただ……なんだか数が減ってるような気がするんだよなあ」

「そうなの？」

「ああ。こいつらはどうも何かに追われてこちらに向かってるみたいなんだが、さっきから初めから傷ついた個体とかがいる。そうなるともうそろそろ最さい後こう尾びが見えてくると思う」

「なら死体の処理とか始めた方がいいかな？　焼くわけにもいかないし、かと言って放置もできないでしょ？」

　ヒツギが死体の山を指さしながら言った。最初の方に倒したやつなんかは後続のキャタピラーたちに踏ふまれ続けてぺちゃんこになっているものもいる。俺もヒツギもモンスターを吸収する様子はあまり見られない方がいいだろうし、言う通りに処理を始めた方がいいかもしれないな。

「とりあえず人が来るまで少しずつ減らそうか」

「それまではどうするの？」

「十体だけ俺がもらう。後は棺桶に吸収させていいよ」

「なんで十体？」

「ヒメが倒した分なんだよ。その分は俺が喰らうけど、キャタピラーから得られるのって防ぼう御ぎよ上じよう昇しよう（小）だからそんなにいらないんだ」

「なら残りは私がもらうね。今晩のお楽しみに備えて体力を上げないといけないしね！」

　狂くるったことを言うヒツギを無視して俺は近くのキャタピラーを十体喰らった。話している最中にもキャタピラーはやってくるが、『ダークランス』で串刺しにしていく。

　その横でヒツギは棺桶にモンスターを吸収していく。少しなら離れててもいいようで、死体の山がどんどん光の粒に変化して棺桶に吸い込まれていく。ブラックホールみたいだ。

「あ、ポイントゲット。予定外だしこっちを上げといて……」

　ヒツギがなにやらブツブツつぶやいて棺桶の表面を指でなぞりだした。何やら能力を上げているらしいが、どういう風になっているんだろう。

「メイ、遠えん距きよ離り攻こう撃げきできるようになったから私も戦わせて」

「棺桶なのに？」

「うん。予定外にポイントが手に入ったから遠距離攻撃を組み込んだの」

「それどういうシステムなんだよ……」

「ゲームを考えてもらうとわかると思うよ。レベルが上がるごとに能力がランダムで上昇。その時にポイントがゲットできて、そのポイントを割わり振ふって特とく殊しゆ能力をあげられるの。モンスターからもすごい低確率でポイントがゲットできるんだけど、それで遠距離攻撃のレベルを１にしたの」

　ヒツギが棺桶を地面にどんと構えた。すると、蓋ふたが開いて中から十数本の針が飛び出した。それは放射状に放たれ、多くは外れたが、何本かがキャタピラーを貫いていた。外れた物も細い枝を折る程度の威力はあった。レベル１って言ってたしこれくらいか。




　そこからはヒツギと交代でキャタピラーに攻こう撃げきをしていたこともあり、ヒメの練習をどうしようかと考えるくらいの余裕ができた。それでも、途と中ちゆうでヒツギの魔力切れで俺が殲滅することになった。ヒツギはできる限り死体を回収する役だ。

　そして、それからすぐに奥から追加のキャタピラーがやってこなくなった。残すは視界に映る十体だけだ。

「『ダークランス』」

　俺はオーバーキルと分かりながらもそいつらに一発ずつ『ダークランス』を撃った。大量の黒い槍がキャタピラーたちに突き刺さり、最後の一体が倒れた。俺たちの勝ちだ。

「鳴めい……」

　そんなとき、後ろから声をかけられた。町から来てくれた冒険者だと気づき、後ろを振り返る。しかし、そこにいたのはよく知った顔だった。

「真ま那な!?」

　俺が谷に落ちたところで別れたっきりの俺の探し人、高こう坂さか真那がそこにいた。




　　　◇◇◇◇




　私が王都を抜け出してから早くも三か月が経たっていた。その間、鳴の噂うわさは何もない。

　このコロイドの町ならば何かしらの情報が得られるかもしれないと聞いてきたけど、この冒険者ギルドを見る限り情報が集まりそうな感じはないし、騎士団の方に行ってみた方がいいかな。

　私がここに来るときに受けていた護衛依い頼らいの達成報告をしていると『クロウ』というパーティが絡んできた。俺様の女になれだとか遊んでやるよとか失礼にも程があると思うけど、周りの声を聴きいている限りどうも彼かれらはこの町で最も高ランクであるＣランクパーティらしい。それで好き放題やっているってわけなのかな。

「大変だ！　キャタピラーの大群が町に向かってきてる！」

　面めん倒どうな『クロウ』の絡みを無視して依頼を見に行こうとした時、衛兵がギルドに飛び込んできた。

「はっはっは、衛兵はキャタピラーなんかに怯おびえてんのか？　そんなのこのパーティランクＣの俺たちにかかれば瞬殺だぜ！」

「そうだな。俺たちにかかればあっという間だ」

「げははは、所しよ詮せんはキャタピラーだろ？　二十や三十くらいなら俺の火魔法の餌え食じきだな」

『クロウ』が衛兵が弱いとみて騒さわいでいた。興味がなくて気づかなかったけど、彼らは『赤の団』の所属パーティだったようだ。

「二十や三十どころじゃない！　少なくとも百は超えてて、推定二百か三百だ！」

「「「は？」」」

　二百って……キャタピラー自体は弱いモンスターだけど、それだけ集まっているようなら小さな村なんかだと簡単に落ちる。ここはそれなりに大きいし外がい壁へきもしっかりしているから落ちることはないだろうけど、少なからず被害は出るだろう。

「それだけじゃない！　今二人組の冒険者の片方が足止めをしている。もう一人もそいつを助けに戻って行った。彼らが危ないんだ！　出れるやつはすぐに準備を！」

　場が沈ちん黙もくに包まれる。普通二百ものモンスターを一人、あるいは二人で足止めしていて、それの救きゆう援えんなんて考えられない。その二人には悪いけど切り捨てて町の入口で守りを固めるのが普通だ。しかし、今回に限って言えばその二人を切り捨てる必要はないだろう。この場にはランクＤ以上の冒険者が四人もいるんだから。キャタピラー程度なら、殲滅は無理でも二人を回収して町に戻り、他の冒険者とともに迎げい撃げきするのはできるだろう。

「私とそこのパーティで救援に行くわ。いいわね」

「あ、あぁん！　てめえ何仕切ってやがる！　俺様はランクＣの」

「そんなに自信があるならこんなところで言い争ってないでさっさと行くわよ。時は一刻を争あらそうの。せっかく命がけで頑張ってくれてる冒険者をみすみす見殺しにするの？」

「ま、まて、俺たちはまだ準備ができてないから」

「ならさっさとして。後どれくらい待てばいいの？　三十秒？　一分？」

「そんなに早くできるわけがないだろ！　最低でも三十分は」

「すでに防具もつけてて武器も持ってる。回復は……いざとなれば私の持ってる回復薬をあげるから問題ないわ。私自身回復魔法も使えるし。あとは何があるの？」

「えっと、えっと……そうだ、そうだ！　情報がな――」

「キャタピラーの大群が森の入口にまで迫っていて、二人の冒険者が必死に足止め中。敵の種類と現在の位置、それに味方の情報。これ以上何がいるの？」

「あとは……あ、俺たちこれから依頼を受けないと」

「あなたたちが持ってるそれキャタピラーの討伐依頼でしょ？　問題ないじゃない。むしろ依頼も達成できて人助けもできる。一石二鳥よね」

「う、うるさい！　あとは……あとは……」

　ここまで言って動こうとしない三人組を見ていてだんだんと腹が立ってきた。こうしている今も冒険者が命がけでモンスターの侵しん略りやくを食い止めている。それなのにこの場にいる最高ランクの冒険者が言い訳ばかりで動こうとしない。こうなったら私だけでも。

「もういいわ。あなたたちみたいな腰こし抜ぬけの臆おく病びよう者ものに頼たよろうとした私がばかだった。動ける人は念のために町の入口で警戒しておいてくれると嬉うれしいかな。足止めしきれなかった分とか別働隊がいないとも限らないから、その対処をお願い。衛兵さんは回復魔法が使える人を手配してもらえない？　二人を連れて帰ってきたらすぐに回復が必要になると思うから。じゃあ頼んだわよ！」

　私は返答も待たずに門へとかけだした。森の入口に近い門はここから近いし、スピードエンチャントの魔法をかけて全速力で森に急いだ。




　そして森にたどり着き、戦せん闘とうを続ける男女の冒険者を見た時、私は目を疑った。

「鳴……」

「真那!?」

　感動の再会は、大量のキャタピラーの体液で緑色に染まった森の中だった。




　　　◇◇◇◇




　声が聞こえて振り返ると、そこには俺の探し人である高坂真那がいた。え？　なんでここに真那がいるの？　ここって実は王都からすごい近くて、大げさに伝えたから王都から真那が召しよう喚かんされちゃったの？

　思考がまとまらない。なんて声をかければいいのかわからない。

「鳴！」

　そんなことを考えていると、真那が飛びついてきて押おし倒された。真那は倒れた状態でも腰をがっちりとホールドしており、全く動く気配はない。腰に伝わる湿しめり気けから泣いているのが伝わってきた。俺はそんな真那の頭にそっと手をやった。

「悪かったな、心配かけて。でも、俺はここに生きてるよ」

「鳴～。ほんとに、ほんとに心配したんだからね！　私もあの後すぐに王都から出て旅をして、冒険者になったりして、もう大変だったんだから！」

「ごめんごめん。俺も結構大変だったんだぞ？　ダンジョンを二つも攻こう略りやくして」

「……」

　真那が急に横を向いたと思ったら、その視線は完全に何かをロックオンしていた。

「……ダンジョンを攻略して、ついでに女の人も攻略したわけだ。私が、必死に、鳴を、探している、時に」

　真那の瞳からハイライトが消え、一言ごとに腰をつんつんとつつく。

「い、いや待て。あいつは姉さんだよ。柩ひつぎ姉さん」

「そうだねー、ひつ姉そっくりだよねー。鳴ってば、ひつ姉そっくりな人に姉を演じさせて喜ぶ姉萌もえだったんだねー。私知らなかったなー」

「いや、本人なんだってば。ヒツギからも何か」

「おもしろいことになったね！」

「いや、『なったね！』じゃないんだよ！　ちょっとずつ真那からあふれる魔力が多くなってきて怖いんだけど！」

「うーん、そろそろ助けてあげよう。真那ちゃん、久しぶり。覚えてくれてたのはほんとに嬉しいな。でも、そうやってこっそりと自分だけメイを堪たん能のうするのは見過ごせないかな」

「……本当にひつ姉なの？」

「うん。刈かり谷や柩本人だよ。この世界には九百年前に呼ばれたんだけどね」

「証しよう拠こは？」

「うーん、そうだなぁ……あれは私がまだ中学生の頃ころの話です。とある女の子は毎日のように幼おさな馴な染じみの男の子とその年の離れた姉と一いつ緒しよに遊んでいました。そんなある日、女の子は男の子の家に遊びに行きました。女の子は、男の子が台所に飲み物を取りに行っている隙すきに、彼の部屋のベッドにあった枕まくらに向かって」

「いいですいいです！　本物です！　だからそれ以上はやめてー！」

　真那はかなり慌あわてながらヒツギの口を閉じに行った。

「ここからがいいところなのにー。年ねん齢れいに比べて大人びた女の子が男の子のベッドで」

「そ、それより、なんで鳴がここにいるの？　いや、こうして会えたことはうれしいんだけど、私キャタピラーの大群を足止めしている冒険者がいるって話を聞いて来たんだけど」

「あー、今殲滅し終わったところだ。かなり多かったけどなんとかなったよ」

「え？　嘘うそ、二百か三百はいるって聞いてたんだけど」

「それくらいいたんじゃないか？　正確にはわかんないけど」

「鳴って、あの時はそんな力なかったよね？」

「たくさん喰って強くなった」

「ええぇぇえ!?」

　真那はいまいち納なつ得とくしてない様子だったけど、周りの状じよう況きようを冷静に眺ながめると納得したのか、今しないといけないことを思い出したのか、コホンと咳せき払ばらいをして仕切り直した。

「あー、問とい詰つめるのとかヤることは夜にやるとして、今はこの状態を町に伝えないと」

「まあ現状としては、キャタピラーの殲滅は完了。その後の脅威は調査しないとわからないといった感じだな」

「その後の脅威って、何かあるの？」

「キャタピラーは何かから逃げてた感じがしたんだよ。真那が知ってるかわからないけど、今日森でオークが群れてたし、たぶん他にも群れがあるんじゃないかな」

「それは確かなの？」

「群れてたのは事実だけど、逃げているってのは俺おれの感覚でしかないな」

「うーん、その見解もふまえて報告しましょ。行こう、鳴」

　真那はごく自然な動作で俺の腕うでをとった。肘ひじにヒツギでは感じることはおそらくないだろう柔やわらかさが――

「メイ？」

「ごめんなさい。今すぐ考えるのをやめます」

　危ない。あれ以上考えていたら物理的に記き憶おくがなくなるところだった。

「真那、とりあえず離してくれ。まだ死にたくない。あと、今は冒険者のメイでやってんだ」

「私はヒツギね」

「離す気はないよ？　久しぶりなんだから堪能しないと！　名前については了りよう解かい。私もマナでやってるからね。今はランクＣ－の冒ぼう険けん者しやだよ」

「ランク差がすごいな。俺らは今日登録したばっかでＦなのに」

「三か月もあったのに今日登録したの？」

「今日この森に転移してきて、それまではずっとダンジョンだったからな。つかそんなに時間が経ってるの？」

「うん。まあその辺の詳くわしい話は夜に聞くから。今はギルドに行くよ」

　俺は両りよう腕うでをとられながら町に向かった。




　直前で腕は解放され、門につくと、衛兵から事情を尋たずねられた。防衛戦が行われる想定で冒険者はギルドで待機しているらしく、既に殲滅したことを伝えると安心していた。あの数だと少なからず犠ぎ牲せいは出るだろうから、わからなくもないな。

　マナが軽く報告を済まし、報告を入れるために俺たちはギルドに急いだ。

　ギルドに戻って来た俺たちを迎むかえたのはいつでも出られるように準備を終えた冒険者たちだった。

　ある者はマナが帰ってきたことでいよいよかと気を引ひき締しめ、ある者は俺たちを見て助かったのか！　と、安あん堵どなのか驚きよう愕がくなのかわからないような表情になり、ある者はまだ死にたくないと震ふるえていた。そこにマナの声が響ひびく。

「モンスターはすでに倒たおしたわ！　足止めしていた冒険者たちも無事よ！」

　マナの声で一いつ瞬しゆんぽかんとなりながらも、歓かん喜きにわく冒険者たち。マナは続け様に叫さけんだ。

「静かにして！　今すぐ報告と、今後について会議を開きたいんだけど、ギルマスはいる？」

　まだわいわいと騒ぐ冒険者たちの中からギルドマスターではなく、パーティ『クロウ』の二人がやってきた。あれ？　グルがいないな。

「はっ、大量のモンスターが来たって言ってきた冒険者ってお前らかよ。お前らみたいなＦランクのやつらが言ってたんじゃ、ほんとは二十とか三十とかを大げさに騒いだだけじゃないのか？」

「きっとそうに決まってるぜ。そんくらいの数なら対応できるやつはごろごろいるぜ」

「だな。そんな些さ細さいなことをこんな大きな騒ぎにしやがって、どう謝罪すんだ！」

　ガルの言葉で、歓喜にわいていた冒ぼう険けん者しやたちの中に疑ぎ惑わくの声が生まれ始める。「あいつらＦランクだって」とか、「さっき登録してたらしいぞ」とか。俺と『クロウ』の戦いを見ていたやつらは何にも言っていないが、「数はあっていたのか？」と言いたそうだ。

　そんな中、さっきガルの言葉に乗って嘘を堂々と言っていた冒険者が声を上げる。

「謝あやまれよ！　たかだか三十体くらいのキャタピラーに囲まれたランクＦの新人ルーキーのせいで、俺たちはいらない準備をする羽目になったんだぞ！」

「そうだ。今日はもう休む予定だったのに……」

「いらん苦労をかけやがって……謝れ！」

　つられて他の冒険者たちも声を上げ始める。次し第だいにそれは全体に広がっていき、「謝れ」というコールへと変わっていった。

「謝れ！」「謝れ！」「謝れよ！」

　だんだんと苛いら立だってきた。これはもうヤルシカナイヨナ？




「黙だまれよ」




　俺は『威い圧あつ』を全開で放ちながらギルド全体に低い声で語りかけるように呟つぶやく。俺を中心にして空気がはりつめる感覚がわかる。それまで謝れと連呼していた連中が一いつ斉せいに静かになる。

　俺は静かになったギルド内をゆっくりと歩いて受付に行った。そしてミナさんにギルドカードを提示して言った。

「すいません、依頼を受けるときに登録してもらったから討とう伐ばつ数が記録されてると思うんですが、これってオーバーした分も記録されるんですか？」

「は、はい。依い頼らい達成でこちらで処理をしなければずっと増えますけど……」

「それはよかった。キャタピラーの討伐数見てもらえますか？　俺じゃ見えなくて」

「ギルド職員でなければ見えない仕様になっていますから仕方ないかと」

　ミナさんはギルドカードを手にして、何やら空中をタップしている。空間投とう影えいディスプレイ的なものがあるんだろうな。

「え？」

　何かを操作して、記録を見たミナさんが固まった。それを不思議に思った他の受付の人が来て、その人たちも固まる。

「えっと、メイさんの討伐数なんですが」

　ようやく固まっていたミナさんが戻り、そう言葉を紡つむいだとたん、どこかから唾つばをごくりと飲み込む音が聞こえた。

「五」

「はっ五十体かよ！　ま、たしかに大おお騒さわぎする数だわな、Ｆランクにとっては」

「そうに違ちがいねえ」

「「「あはははははは」」」

　一部の連中が途中で騒ぎ出す。最後まで話を聞けよ。

「五七四体です」

「「「え？」」」

「で、ですから、メイさんのキャタピラーの討伐数は五七四体です」

　場に沈黙が訪おとずれた。さっきまで騒いでいた連中も完全に黙り込んでしまっている。ここはダメ押しをするべきだな。

「さて、すまんね。俺は新人だから多いのかどうかわからないんだが……五百体同時に相手取って、無傷で殲滅できるやつがいたら名乗り出てくれよ。騒ぎ立てたことを心から謝るから」

　結局その後に名乗り出るやつはいなかった。そして、その沈黙はギルドマスターが二階から降りてくるまで続いた。

「会議を開きたいという者はどいつだ？」

　降りてきたギルドマスターは一目でいい服だとわかるような格好だった。

「私です」

「女か。俺は忙いそがしいんだ。会議を開く余裕はない」

「大量のモンスターが攻せめてくる可能性があるんですよ？」

「知らん。俺の仕事ではない。そういうのは衛兵の仕事のはずだ。俺は関かかわる必要はない」

「そんなことを言っている場合ですか！　ギルドには町に脅威が迫っている時、一定以上のランクの冒険者を率いて対処に当たらなければならない決まりがあるはずです！」

「ならばお前がやれ。ギルドマスターとして命じる」

　こいつ何様のつもり……ああ、ギルドマスターか。

「何なんですかそれは！」

　マナの抗こう議ぎもむなしく、ギルドマスターは何も言わずに二階に戻もどっていった。

「ああもう！　メイ、ヒツギ、衛兵の詰め所に行くわよ！」

「「あ、はい」」

　つい敬語になってしまった。それから俺たちは衛兵の詰め所に向かった。
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第二章　町を襲うもの







「なるほどな……やっぱあの野や郎ろうは何もしねーのか。こっちで斥せつ候こうを出すしかねえな。レン部隊、二人一組で東西南北全方向に人をやってくれ」

「はっ！」

　ギルドを出て、衛兵の詰め所で事情を説明すると、団長であるヘレンさんが速そつ攻こうで対応してくれた。何この違い。

「あ、あのー」

「どうした？」

「こう言っちゃなんですけど、こんな情報だけで動いていいんですか？」

「問題ねえ。むしろ情報もらって助かってんだ。やつらは他のとこに情報を回したりしねえからな。町の近くでオークが出たってのは事実だし、どちらにせよ調べる必要はあった。調査の必要性が上がっただけだな。領主もギルドも何もしねえから俺たちが動かなければ住民が死ぬ。それを防ぐためには徹てつ底てい的てきに不安要素を消すしかねえんだ」

「ギルドは思いっきり規定違い反はんな気がするんだけど、上から何か言われたりはないの？」

「嬢じようちゃんよ、それはありえねえ」

「なんでですか？」

「あの野郎は領主の息子むすこだからな。そっちの権力で潰つぶされる以上何も言われねえ。あいつらは親子揃そろって腐くさってやがるからな。あ、これ内ない緒しよな」

　領主が自分の身内にギルドのことを任せるって大丈夫なんだろうか？

「その顔は大丈夫なのか？　って言いたい顔だな。大丈夫じゃねえに決まってるだろ？　じゃなきゃ俺たちみたいな町の騎き士し団だんがあちこち駆かけずり回まわる理由がねえ」

　ヘレンさんの言葉で騎士団の全員が遠い目になってしまった。苦労してんだなぁ。

「あいつ自身は金に物言わせてランクＡ－まで上がってるからな。いい装備を買かい漁あさって、コネで上にいく。少し前からは無む理り矢や理り罪を着せた冒険者から奪うばった武器を使ってやがる。そのせいでその方は休業中だよ」

　その方って言っているからにはかなり高ランクの人なんだろうか。

「しかもあの野郎、気に入った冒険者のことは差別でもなんでもありだからな。大手ギルドへの媚こび売りも忘れないときた。話にならん」

　愚ぐ痴ちを言い始めたヘレンさん。周りの人たちはいつものが始まったと部屋から出て行った。なにそれ、俺たちも出たい。

「だいたい、なんでもかんでも俺のところに持ってくるんじゃねえよ。ただの町の衛兵たちのトップってだけだったのになんで騎士団長なんて肩かた書がきになってんだよ。他の町の問題解決なんか仕事じゃねえだろうが。ギルド内での問題もうちが対処する羽目になるし、問題起こしたバカを逮たい捕ほして、輸送中に領主権限で釈しやく放ほうとか意味わかんねえよ。釈放後に即そく問題起こしやがるし。『赤の団』の上層部に連れん絡らく入れたらなんとか対処してくんねえかなぁ……」

　それからヘレンさんの愚痴は二十分以上続いた。




　その日の夜、俺たちは詰め所の側にあった、ねこねこ亭ていという宿に泊とまることにした。

「いらっしゃいませー」

「ねこねこ亭へようこそにゃ」

　中に入ると、すぐに猫ねこ耳みみと尻尾しつぽの生えた女性が二人でてきた。

「ここは猫ねこ獣じゆう人じんの経営する宿なんだね。名前の通り」

「そうにゃ。私たちの家族だけでやってる小さい宿だけどにゃ。私が姉のマーニャ」

「妹のミーニャでーす。お姉とは語ご尾びと背せ丈たけで判断してね」

「三人なんだけど一泊ぱくできる？」

「大丈夫にゃ。部屋割りはどうするにゃ？」

「そりゃ二人と一人「三人部屋で」……マナ？」

「三人部屋でお願いします。ベッドは……一つでいいです」

　マナとヒツギがまくしたてる。マーニャさんが困ってるぞ。

「いや、二人とも何言って」

「わかりましたー。わーい、修しゆ羅ら場ばだ。あ、お部屋はこちらですよー」

　マーニャさんに代わってミーニャさんが対応しだした。いやいやおかしいおかしい。

「お、おい」

「さーて、しっかり聞かせてもらうからね、メイ」

「今夜はネカサナイゾ」

「いや、ヒツギがそれやるとなんか歳としを感じて」




　俺は気づいたら部屋で寝ねていた。

「あれ？　ここは？」

「あ、起きたね。さ、話を聞かせてもらうよ。ヒツギに会ってからの話はもう聞いたから、その前のことね」

「私もそこは知らないから話しようがないしね」

「……なあ、俺ってなんでここで寝てたんだ？」

「ナニモナカッタヨ」

「ソウソウ。ナニモナカッタ」

　二人は俺の目を見ないで話す。何かあったのは確実だな。でもなぜだろうか……聞こうとすると頭の中の何かが全力で拒きよ否ひし始める。

「まあいいや。どう話せばいいのか……」

「先にメイの話を聞いておかないと後が困るしね」

「後って？」

「それは……ね、ヒツギ」

「そうだよね、マナ」

　俺が寝ている間に何か約束でもしたのかな。

「んー、面白おもしろい話なんかないぞ？」

「それでもメイの話は聞いておかないとダメなの。ヒツギから軽く聞いたけど、なんかかなりランクの高いモンスターとか倒したんでしょ？」

「あー、プラチナコングのことか？　魔ま法ほうを撃うったらあんまり効かなかったから、近づいて『鬼おにの一いち撃げき』で攻撃したら倒せたよ」

「なにそれ。そんなに簡単に倒せたの？」

「いや、苦戦はしたぞ。危なかったもの」

「そうは言うけど、なんかあっさりしてるよね」

「そりゃ、そのあとで白びやつ虎こと戦ってるからな。プラチナコングがかわいく見えたよ」

　白虎戦では何度も死にかけたからな。白虎が万ばん全ぜんの状態なら余裕で蹴け散ちらされただろうし、今はかわいいヒメもいずれああなってしまうのかと思うとなんだかなぁ……。

「そういえば、なんで谷に落ちたはずのメイがダンジョンなんかにいたの？　まさか誰だれかがダンジョンまで運び込んだとか？」

「いや、騎き士しのおっさんに突つき落おとされた後、谷底でスライムと悪あく魔まを喰くらって、そこから谷底を当てもなく歩いていたら」

「ちょっと待って。何か聞き捨てならないことがあったんだけど」

「ん？　悪魔を喰らったってとこか？　何か説明をしに来たって言う悪魔に目を抉えぐられそうになって、それで喰らってたんだよ。あの時の痛みは忘れようがない」

「そこじゃなくて、突き落とされたって言った？」

「言ったけど？」

「誰に？」

「騎士のおっさん。なんか国のためには俺はいらないんだとよ。辛かろうじてつかんでた手を橋からはがされて」

「……今すぐ王都を燃やし尽つくそう」

「私も手伝うよ。証拠の隠いん滅めつは任せて」

「二人とも落ち着け。何物ぶつ騒そうなことを言ってんだ」

「でも！」

「その件のおかげで、俺は今死んだ扱あつかいになってんだろ？　どうなんだ？」

「……うん。勇者は二人って宣言していたし」

「間ま違ちがいなく俺はいないことになってるな。なら俺は自由なわけだ」

「私は知らないんだけど、三人呼ばれてるんだよね？　もう一人はどうなの？」

「自分が正義だって感じの男だね。私たちは勇者なんだからーって色々言ってきてね。考えてみると、さっきの私、あいつに近かったかも」

「変なことはされなかったか？」

「うん。別に大だい丈じよう夫ぶだよ。でも、考えてみれば私を追ってあいつのパーティが来る可能性はあるかも。ちょっと嫌いやだけど」

「パーティ？」

「うん。なんか王様が選よりすぐりのメンバーを選んだって言ってたよ。でも、正直今のメイの方が強いと思う」

「それならそんなに心配しなくていいかな？　そいつらって全員貴族とか？」

「いや、貴族もいたけど、奴ど隷れいもいたよ」

「奴隷って……俺が想像してる通りの奴隷であってるか？」

「んー、奴隷は性別とか買う人によってかなり待たい遇ぐう差とかがあるからね。基本的には絶対服従で人権を剥はく奪だつされた人たちって考えが一番正確かな」

「それはまた……」

「ここと地球だと考え方そのものがだいぶ違うから、慣れるまでは大変かも」

「私も初めて見た時はびっくりしたもん。奴隷について話を聞いてみて、さらにびっくりしたよ」

「どういうこと？」

「男の奴隷は労働力か壁かべで買われることが多いみたい。貴族が子供に経験を積ませるために、奴隷にモンスターを抑おさえさせて、奴隷ごと魔法で攻撃するために買ったりもするらしいの。女の奴隷は慰なぐさみ者ものか、お店の従業員が多いみたい。従業員として買われたら幸せな方なんだって」

「辛つらいところだな……」

「奴隷の話はこれくらいにしよっか。なんか悲しくなってきちゃった」

「そうだな。買うかもわからないし」

「え？　買う可能性があるの？」

「ヒツギに会えたってことで地球に戻れる可能性がかなり低くなったからな。九百年も前から召喚があるのに、帰す技術がないなんて普ふ通つうありえないだろ？　研究すらされてない可能性も高いし、こっちで生活することも考えないといけなくなってくるから、まあ家の護衛とか家事をお願いするとかで買うこともありえるのかなって」

「そっかー、メイはそんなに女の子の奴隷を買いたいんだね」

　あれ？　いつの間にか奴隷の前に『女の子の』って言葉がついているような。

「別に女じゃなくても」

「男同士なんてだめだよメイ！」

「待てマナ。俺にそんな趣しゆ味みはない」

「これは私たちが女の良さを教えてあげないといけないねー」

「ヒツギ、まじで怖こわい。マナも迫せまってこないで」

　ヒツギとマナはゆらゆらと揺ゆれながら近づいてくる。まじでこえぇええ！

「すいません！　放っていた斥候がかえ……っ……て……」

　そんな時、唐とう突とつに扉とびらが開かれた。さっき詰め所にいた衛兵だ。助かった！

「……お取込み中失礼しました」

「帰るなぁあああああああああああ！」

　苦笑いを浮うかべながら、邪じや魔ましてすいませんでしたとばかりに部屋の扉を閉めようとする衛兵を必死になって止める。衛兵はすごいビクゥ！　ってなっていたが今あなたに出ていかれたらピンチなんです！

　俺の声でなんとか踏ふみとどまってくれた衛兵は深呼吸をして、しっかりとした顔つきになって言った。

「あ、改めまして、出していた斥候が戻りまして、情報源であるお三方にも聞いていただこうと思いまして」

「わかりました。そういうことだから行くぞ二人とも」

　俺たちは衛兵の後について詰め所に急いだ。
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　詰め所についた俺たちは、会議室に通された。

「ヘレン隊長！　お三方をお連れしました！」

「夜よる遅おそくご苦労だったな。下がっていいぞ」

「はっ！」

　衛兵さんは背筋を伸のばして敬礼をすると、詰め所から出て行った。

　会議室には、大きな机が中心に置かれ、それを囲うようにおそらく隊長格と思われる、腕わん章しようをつけた人が六人、それから軽装備で身軽そうな人たちが八人座すわっていた。あと三つ席が空いているから、俺たちはそこに座ればいいのだろう。

「さて、早さつ速そくだが始めるぞ。お前ら、そこの三人は情報提供者だ。とりあえずはそれでおしまいな。聞くんじゃねえぞ」

「大丈夫すよ隊長。その辺はわきまえてまさぁ」

「ですね。私たち全員集まるなんてただ事ではない証拠ですから」

「前の時は何だっけ？」

「反乱軍の鎮ちん圧あつだな。三つ隣となりの町の」

「なんで私たちがそんなとこまで行くことになったんでしたっけ……」

「お前ら、それはあいつに直接言ってやれ。今は戻ってこい。レン、説明を」

「はい。昼ひる頃ごろ、彼らからもたらされた情報を基に斥候を放ったところ、最悪の事態でした。まずはこちらをご覧ください」

　レンさんは壁に立てかけていた大きな紙を机の上に広げた。その内容はこの周辺の簡易的な地図だった。真ん中に町、周りには草原、森。そして紙の端はしに東西南北と方角が書かれている。その中でも南を除いた三方向の森にバツ印が書かれていた。

「私自身は北に行きまして、他の二方向の物は部下からの報告ですが、この印のある三方向、この奥おくの森に二百から三百体クラスのオークの群れがいます。少しずつこちらに向かっているものと思われます」

「「「っ！」」」

　その言葉に全員が驚愕の表情を浮かべた。

「……そいつは確かな情報なのか？　お前らを疑うわけじゃないが、これは冗じよう談だんじゃすまねえぞ？」

「三方向に同時って……ただでさえそのクラスのオークの群れってこと自体やばいのに」

「ああ。一か所だけなら全兵力でそこをたたけば終わる。ただ、相手はオークだ。兵に犠牲は出るだろうがな。でも、三か所同時なんか論外だ。一か所ずつ順に潰すにしても、確実に町は終わる。かといって三方向に兵をわけても全部同時に崩くずされかねん。やるとしてもうちで二か所、ギルドに一か所任せるしかなくなる」

「ギルドが一か所なんですか？」

　俺はそう聞いてみた。冒険者たちは、言ってみれば対モンスターのプロたちとも言える魔法を使える人たちもそれなりに多いだろうし、二か所でもいけるんじゃないか？

「トップがあれだぞ？　あいつは情報を掴つかんだら、まず間違いなく逃にげる。トップが真っ先に逃げてるんだ。仮にも高ランク冒険者であるやつがな。そんなことになれば他のやつらも怯おびえて逃げてしまいかねん。お前さんたちのことを言うつもりはないが、俺たちみたいな町の騎士団と違って、冒険者からすればこの町で仕事をする必要はない。冒険者ギルドがあるのは別にここだけじゃないからな。留とどまって、死ぬかもしれない防衛戦に参加する理由はないんだよ。つまるところ、冒険者ギルドはあてにならねえってことだな」

「なら高ランクの人に依い頼らいすればいいんじゃないですか？　強い人が何人かいれば、言い方はあれですが、所しよ詮せんオークなんだから殲せん滅めつできると思うんですが」

「それはこの町に高ランクの冒険者が何人もいて、初めて成り立つことだな」

「……いませんよね。そういえばトップは『クロウ』でしたっけ」

「この町は周辺にダンジョンがない。さらに言えば、素材的にもうまいモンスターもいない。儲もうけの少ないこの町に長く留まってくれるようなやつは少ないんだ。それこそ、森を抜ぬけられるだけの実力がないやつか、ガルたちのようなやつらだけだ。ギルマスも領主もあいつらによくしてれば『赤の団』から何かあるかもしれないってことで自由にさせてるしな」

「そういえば俺に負けて、連れて行かれた後にすぐにマナと口論してたんだっけ」

「そうだよ。二人の救きゆう援えんに行くって言ったらなんか言い訳しだしてね」

「やっぱりあいつらが絡からんでたのはお前たちか。連行中に釈放命令が来てたんだ。迷めい惑わくをかけた。さて、お前らは何か案はあるか？」

　ヘレンさんがそれぞれの隊長たちに聞いていく。しかし、なかなかアイデアはでなかった。

「こりゃ真ま面じ目めに住民を南から避ひ難なんさせることを考えないとな……」

　俺の近くにいた一人がそう呟いた。俺はそこに何か違い和わ感かんを感じた。

「……ヘレンさん、北に戦力を集めることって可能ですか？」

「ん？　集めることはできるが、そうなると他の方角から攻め込まれるから無理だと最初に話しただろう」

「東と西は俺とマナで食い止めます」

「無理だ」

　俺の言葉にヘレンさんは即そく答とうした。そして険しい表情で怒おこったように言う。

「キャタピラーを五百匹ぴき相手にできたからといって勘かん違ちがいするなよ。キャタピラーとオークでは根本的に強さが違うんだ」

「八体程度なら余よ裕ゆうでしたし、俺の魔法は一対一よりも対複数の物が多いんです」

「それでも魔ま力りよくがもたないだろう。すぐに魔力がつきる」

「自動回復系のスキルも持ってます。撃って、回復するまで待って、すぐにまた撃てばなんとかなります。仮に殲滅できなくても、足止めをして時間稼かせぎくらいはなんとかなりますから」

「……お前はいいとして、そっちの嬢ちゃんはどうなる」

「私はクエイクも使えますし、足止めは大得意です」

「クエイクって俺の記憶じゃそこまで高い物は作れないと思うんだが、どうなんだ？」

「今から用意すればなんとかなると思いますけど……私規格外ですし」

　マナはヘレンさんに笑って見せた。たしかフレアを使った時はめちゃくちゃ大きくなっていたけど、クエイクはどうなるんだろう。

「……一度どうなるか見せてくれ。それで判断する」

「わかりました！　じゃあ東に行きましょう。あっちは森の手前に草原がありますし」

「いいんですか、隊長？」

「今は他に方法がねえ。自分で規格外だって言い張るくらいだ。相当なものだと思いたいね。もちろんお前さんの魔法も見せてもらうからな」

「了解」

　俺にもきた。まあ十連くらいでいいかな？　そして俺たちはその場にいた人たちとともに東の門の外に向かった。




　門の外の草原に出てきた。そして早速マナが魔法を見せることになった。

「じゃあ離はなれててくださいね。『大地よ、その力をもって我を護まもり給たまえ』クエイク！」

　マナはあえて詠えい唱しようしながら魔法を使う。

　ゴゴゴゴゴゴ。

　マナが手をつくと、その前に巨きよ大だいな壁が出来上がった。高さは五ｍ、横よこ幅はばが一五〇ｍくらいだろうか。あの巨大なフレアを見た俺でも驚おどろきを隠かくせなかった。周りも唖あ然ぜんとしている。

「少しやりすぎちゃったかな？　隊長さん、これでもだめ？」

「……はっ、これはあといくつ出来る？　それと……戻せるのか？」

「今だと十個くらいが限界ですね。回復するまで待てばいくらでも。戻すのは簡単ですよ」

　マナは質問に答えながら壁に手をついた。

「アンチクエイク」

　壁はゆっくりと地面に沈しずんでいき、元の地面に戻った。

「つ、次はお前さんも魔法を見せてくれ。これを見た後だからな。よっぽど驚かん」

「じゃあよっぽどをお見せしますよ」

　とは言ったものの、本当にできるかどうか聞かれたら微び妙みようだ。たかだか十連じゃあ驚いてもらえない可能性もあるからな。もっと増やしておこう。

　俺はどんどん魔力を込め、『ダークランス』を発動する。

「『暗き影かげよ、闇やみの力よ、わが敵を葬ほうむらん』」

　俺は即そつ興きようで考えた適当な呪じゆ文もんを唱えながら、発射のタイミングをいじって同時になるように調整しながら数を増やす。腕の前に展開していた『ダークランス』の黒い球体が少しずつ大きくなってきた。そろそろか。

「発射！」

　俺は上空に向けてダークランスを発射した。十五連、三百本にもなる黒い槍やりが一斉に夜空へ飛んでいく。

「ほー、それで終わりか？　たしかに多くの敵を相手にするにはよさそうだが、広こう範はん囲いに広がる敵には効果が薄うすそうだな」

「いや、まだ終わりじゃないですよ。むしろここから」

　俺は上空を見上げる。今日は雲も少なく、星がきれいに見える。

「普通に星があるだけじゃあ」

　そう一人が呟いた瞬しゆん間かん、星の輝かがやきの中に黒い点が表れ始めた。それはどんどん数を増やし、次第に星の光を埋うめ尽くしていく。俺は草原に背を向けてヘレンさんたちの方を向いた。

「これが俺の広こう範はん囲い殲せん滅めつ魔ま法ほう、『黒槍の雨』です」

　俺が両腕を広げて宣言すると、草原を無数の槍が蹂じゆう躙りんした。そして三百発すべてが地面を抉り切った後、ヘレンさんたちは口が開いたまま、閉まらなかった。

『新種の魔法を確かく認にんしました。

　スキル：黒槍の雨Lv１を習得しました』

　なんだか適当に言ったことが本当になってしまった。こんな形で新しいスキルを手に入れることもあるのか……。そういえばあのキャタピラー殲滅でいくらかレベルアップしてたし、そこで手に入れたスキルのことをすっかり忘れてたなぁ……。

「これで俺おれもいいですか？」

「あ、ああ。二人とも頼たのんだ。おそらく明日の昼頃にはやってくると思う。朝に迎えに行かせるから準備しておいてくれ」

「わかりました。じゃあマナ、頑がん張ばってくれよ」

「え？　え？　え？　メイが残って応おう援えんしてくれるんじゃないの？」

「ちょっとやらないといけないことを思い出したんだ。作戦も練らないといけないし」

「そんなぁー」

　うなだれるマナと、その応援をするというヒツギを残して、俺は宿に戻った。




『刈かり谷や鳴めい　職業

　冒ぼう険けん者しやLv41

　格かく闘とう家かLv41

　狙そ撃げき手しゆLv34

　盗とう賊ぞくLv32

　剣けん士しLv31

　武ぶ闘とう家かLv26

　戦士Lv26

　魔ま法ほう使つかいLv32

　薬やく剤ざい師しLv32

　鬼き人じんLv６

　？？？？の勇者Lv７

　×狙そ撃げき主しゆLv１

　×獣じゆう人じんLv１　』

　宿に戻り、俺は自分の現在の状態を確認していた。気づけば十三個にもなっていた職業だが、最後の狙撃主と獣人にはバツ印がついており、レベルは上がっていなかった。

『選せん択たく可能職業が既すでに十種選択されています。外す職業を選んでください』

　バツ印に触ふれると、そんな文字が流れた。選せん択たく肢しの中に？？？？の勇者はなく、それは固定なのだとして、それ以外の十個は自由に選択、解除、並ならび替かえができた。そこで各職業の最大レベルも表示するようにしてみた。格闘家なんかは最大が50で、うまくいけばオークの群れを倒して最大になるかもしれない。冒険者が最大99なのに対して、鬼人や獣人は最大が20と低く、？？？？の勇者に限っては最大が不明ときた。

　十三種の職業と比べて、スキルはその数倍の量があった。『黒槍の雨』のように突とつ然ぜん増えることもあるとわかったわけだが、基本は使って熟練度的なものがたまった場合か、職業レベルが上がることでスキルは増えていた。『剣けん術じゆつLv６』『コンボ３』『剣けん閃せん』『アクアLv１』『調薬成功率上じよう昇しよう40％』の五つだ。この森に来る前に手に入れていた大量のスキルもまだわからないものもあることを思うと、自分のことながら管理できるとは到とう底てい思えなかった。

　一つ一つゆっくりと調べる時間もないし、俺は今使えている物でオークたちを殲滅するための作戦を練ることにした。




　次の日の朝、詰つめ所しよ前の広場には騎士団のほぼ全員が集まっていた。騎士と呼ばれるのが嫌で、あくまでも衛兵だと名乗っているみたいだが、全身武装の衛兵およそ百人がまったく乱れず列になっているのはなかなかに壮そう観かんだ。騎士と名乗ってもおかしくないと思う。

「改めて今日の作戦について説明する。相手は大量のオーク。俺たちは北の群れを殲滅する。一匹たりとも町中に入れるな！　第一、第二、第九部隊はここからまっすぐに北に向かい、門から約五十ｍの位置に陣じんを組む。他の隊は住民の避難を急がせろ。町の中央区から南に避難させる。ただし南門は第十部隊が閉へい鎖さしろ。オークがはぐれて回りこまないとも限らない。絶対に住民を外に出すな。住民へ避難経路の指示と避難通告は出してあるな？」

「二時間前から既に始めております。住民も協力的です」

「よし。リュウ、ハツ、物資の方は」

　ヘレンさんが各部隊に指示と最終確認をしていく。まだモンスターが群れているかもしれないという情報が伝わってから丸一日も経たっていないというのに、すべての部隊が完かん璧ぺきに準備を終えていた。ここの騎士団はやはり本当に優ゆう秀しゆうなのだろう。

「よし、行くぞお前ら！　町を狙ねらう愚おろか者どもを、一匹残らず殲滅しろ！」

「「「うぉぉおおおおおおおおおお！」」」

　耳を塞ふさぎたくなるほどの大声が上がる。騎士団は素す早ばやい足取りで北へ向かって走り出した。俺たちもそれを見て各門へと走り出した。




　　　◇◇◇◇




　私は一人で自分の作った壁の上に座り、オークたちの出現を待っていた。既に一時間くらい待っているけど、ちょっとずつ森から鳥が飛び立つ様子が見えてきた。オークが近づいてきている証しよう拠こだね。今いるこの東の門の外は、草原が広がっており、そのさらに奥に森がある。私の作った壁は森の木々よりも高いから木が倒たおれる様子とかがよく見える。

　そして、強い風が吹ふいた次の瞬間、激しい地鳴りとともに、森からオークたちが続々と飛び出してきた。

「さて、魔法でメイに負けるわけにはいかないからね。頑張らないと！」

　私がクエイクで作った土の壁は、町側を底にみたてたお椀わんのような形をしている。その直径はなんと一kmもある。頑張ったよ私！

　オークたちは、私の座っている底の部分を目指して一いつ斉せいに向かってきていた。門の位置自体は変わらないし、ここを抜けるのが町に一番近いと知っているようだ。正直、オークたちが壁を回りこんで避よけようと考えないでくれて助かった。そうなると一体ずつ対処するはめになって面めん倒どうだったからね。

　私はすっと立ち上がり、すーはーすーはーと二度深呼吸をして緊きん張ちようをほぐす。以前訪れたダンジョンで考案した精神統一だ。あの時は破は裂れつしたスライムの目が私の顔に……ああ、思い出したくない。

　今の私は大体の魔法は詠唱無しで使うことができる。召しよう喚かんされたことで手に入れた『力』の一部だ。昨晩クエイクを使った時はいろんな人がいたからあえて詠唱していたけど、高ランクの人なら無詠唱は普通にいると思うし、今後もっとランクが上がっていけばもっと自由にやっても何も言われなくなるのかな？

「まずはさっそく使わせてもらおうかな。黒槍の雨」

　お椀の中ほどまで来ていたオークを中心にして四十本の黒い槍が降り注ぐ。それらは真下にいたオークたちを確実に貫つらぬき、その先の地面までも抉っていく。メイが試ためし撃ちで使って凸でこ凹ぼこになった地面をさらに深く抉る。

「うーん、メイのこと見すぎて何発同時に撃ってたのかわかんなかったけど、まだうまく調整できない魔法は弱体化してるみたいだね。もう少し細かく調整できそうかな」

　少しだけ戦力を削けずれて満足した私は、すぐに次の魔法の準備をする。見た魔法を即そく座ざに使うことはできるけど、まだ連続では魔法を使えないんだよね。レベルが足りないのか、経験が足りないのか。メイはあっさりとやってたけど、やっぱりおかしいよね。

「魔力が十分なうちに大きく削っておこうかな。今でもぎりぎりまで使っちゃうかもしれないけど、クエイクが崩されるまでは時間がかかるだろうし、その間に回復できるよね」

　私は呪文の詠唱を始めた。

「『すべての業を受けし火の鳥よ、いかなる傷をも癒いやす炎ほのおの鳥よ、死して尚なお灰より出いでし焔ほのおの鳥よ、今ここに顕けん現げんせよ！』サモン・フェニクス！」

　私が詠唱無しでは使えない魔法の一つである、火属性超ちよう級きゆう魔ま法ほう、サモン・フェニックス。自分の魔力量で消費する魔力、そして威い力りよくが大きく変わる魔法。亡なくなったマツヤナさんの家にあった古い本に書かれていた魔法で、マツヤナさんは御お伽とぎ噺ばなしの魔法だと言っていた。でも、私は一目見た瞬間、それが使えると直感していた。何でかと言われたら、なんとなくとしか言いようがないけど、それでも使えたのだ。

　私の目の前に全長二ｍほどの火の鳥が現れた。近くにいるだけでかなり暑いと感じる程の熱を放つそれは、オークの方に向かって低空飛行を始めた。すべてのオークを巻き込むべく翼つばさをより大きく広げ、地面すれすれを、通った跡あとに焦こげを残しながら飛んでいく。

　オークたちはそれの異常さがわかってか、迎むかえ撃とうなどという考えは一いつ切さい起こさずに一心不乱に皆みな逃にげようとした。しかし、かなり密集していたオークたちはお互たがいにぶつかりあうばかりでまるで後ろへと下がれていなかった。

　逃げようとして逃げられるような魔法ではなく、火の鳥は瞬またたく間まにオークたちをのみこんだ。そして、最後の一体を焼き尽くした火の鳥は、上空へとその方向を変え、やがて消えていった。

　魔法を撃ち終わった私は、杖つえを支えにしながらその場に座り込んだ。

「うー、やっぱり魔力は空っぽになっちゃった。アクア一発も撃てないや。いつか使いこなせる日が来るのかなあ」
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　オークたちをなんとか全ぜん滅めつできたからこそこう愚痴をこぼしていられるが、本来はまだ戦せん闘とう中ちゆうなのだ。まあこの魔法を防ぎきるような相手とは戦いたくないけど。

　私は、他のところはまだかかるんだろうなーなどと考えながら、魔力の回復のための休きゆう憩けいもかねて煙けむりが空に昇のぼっていく様子をのんびりと眺ながめていた。




　　　◇◇◇◇




　俺が西の門の外に出てから一時間くらいが経った。森の中からちょいちょいと鳥が飛び立つのが見えていて、その音や数が増えてきていることからも近づいてきていることがわかった。というか、『鷹たかの目』を使ってよく見てみると、森の奥の方に偵てい察さつなのか、数体のオークが既に見えていた。少しずつ見えるオークの数が増えているが、まだ攻せめてくる様子は見られなかった。

　それから十分が経ち、『鷹の目』を使わなくてもオークたちは見えるようになっていた。そして、風が強くなったかと思うと、地鳴りとともに木々をなぎ倒しながらオークたちが森から飛び出してきた。

　森から次々と飛び出してくるオークたち。視界を覆おおいつくすほどのオークたちが一斉に俺の少し後ろにある門を目指して走ってくるのはなんかシュールだ。

　そもそも、なぜオークたちは門めがけて走ってくるのか。それは門が壊こわすのが楽だからだ。町を囲っている外がい壁へきはかなりの強度をほこる。今はもう失われてしまった技術で作られたものらしいが、それは壁がある町であればすべて同じだ。しかし、門は町によってかなり変わる。素材を見ても、木、石、金属とバラバラで、その強度も違ちがう。この町であれば、周りに森が多いことも関係するのか扉は木を加工して作られている。オークの腕わん力りよくをもってすれば簡単に砕くだけるだろう。モンスターからすれば狙いやすいことこの上ないだろう。

「さーて、まずはさっそく新しい魔法を試さないとな。せっかく覚えたんだから」

　俺は向かってくるオークたちの先頭にむかって魔法を放つ。

「大きく削ってくれよ。『黒槍の雨』」

　手を空に向けると、オークたちの上空に黒い球体が生まれる。そして、そこから黒い槍が降り注ぐ。二十本だけ。

「なんか少ねえ？」

　上空から放たれたその槍はきっちりとオークを貫いて仕留めていくが、それは三百近い数のオークからしたら誤差くらいの数でしかない。まったく速度が落ちずに走ってくる。

『黒槍の雨：敵の上空より闇属性の槍を降ふらす。威力は『ダークランス』のレベルによって変わり、本数はこのスキルのレベルによる』

『鑑かん定てい』で調べてみると、想像よりもかなり弱い性能でしかなかった。しっかりと確認しなかった昨日の自分を恨うらみつつ、冷静に考えてみたらレベル１であの量の槍を降らせることができるというのはありえないよな、と自分に言い聞かせる。おそらくレベルがマックスになった時にあの威力になるのだろう。

　とりあえず、今回の殲滅戦で主武器メインウエポンとして使う予定だったスキルが役に立たないことが確定してしまったことで、考えていた作戦が破は綻たんしてしまった。そこで作戦なしのスキル連発による殲滅に切り替えた。

　目の前に『ダークランス』をいくつも展開して、即座に発射する。オークは、頭を貫くことができれば確実に殺すことはできるが、数ばかりを優先して撃った『ダークランス』では、正確に狙うことなんてできない。オークはとにかく数がいるから、まったく当たらないということはないが、貫いても腹や腕うでだったために仕留めていないということがよくあった。

　自分の前を進むオークを貫きながら自分にも飛んでくる『ダークランス』を危険視したのか、オークたちは次し第だいに横に広がるようになっていた。それでも、オークという種がそもそも巨きよ体たいであり、かなり密集していたこともあって、あまり意味をなしていなかった。そのことに気づいたのか、中には持っていた棍こん棒ぼうや錆さびた剣けんなどを投げつけてくる個体まで現れ始めた。そういうのは全部『全方位結界』で防ぐが、そうしたオークたちの真似まねをするように次々と武器を投げ始める。そもそも剣や斧おの、棍棒は投げるのに適したものではないし、当たりそうもない場所に飛んでいくものも多い。散らばると後から回収するのが面倒だからやめてほしいな。

「んー、『ダークランス』だけでも終わりそうなんだけど」

　俺は一いつ旦たん視線をオークから外し、『鷹の目』で他のところを見てみる。『鷹の目』はただただ少し遠くが見えるというだけのスキルだ。鷹のように上空から離れたところを見ることができるようなスキルではない。言うなれば双そう眼がん鏡きようだ。

　それでも、外壁よりも上で起きていることはわかる。北の方では矢が飛び、東では煙が上がっている。町中からは上がっていないから侵しん入にゆうはされてないみたいだ。

　視線を外していたのはほんの数秒ではあるが、その間にオークたちはかなり近づいてきていた。さっきよりも横に広がって向かってきているようだが、俺は左右の端に近いやつの上に『黒槍の雨』を撃つ。そこからも横に抜けようとするやつを優先的に殺していく。回収するのが面倒ということもあるが、下手に横に広がったことで仕留め損そこない、そいつが町に入ろうものなら一いつ般ぱん人じんには恐きよう怖ふの対象でしかない。

　向かってくるオークたちを散々殺していたため、だんだんと終わりも見えてきた。森の奥から追加が来なくなったのだ。オークの薄うす汚ぎたない緑の隙すき間まから自然の素す晴ばらしい緑が見えてくる。終わる目め途どが立つって素晴らしいな！

「数がこれだけ減ればスキルの試し撃うちでも取りこぼさないな」

　俺はアイテムボックスから剣を取り出した。ヘレンさんと交こう渉しようして、備品の中から一本だけもらっておいたものだ。いろいろあって結局武器も防具も買えなかったからな。

　俺は剣を水平に構える。『ダークランス』を撃つのをやめたことで、オークたちは武器を振ふり上あげて勢いが増した。もう撃てなくなったと思ったのか？

「『剣閃』」

　剣を横に振るった。剣の軌き道どうに沿った斬撃がオークたちに飛んでいく。よくわからないままに使ったこともあり、想像以上に弱い威力しかでなかった。前の方を進んでいたオークに軽く切り込みを入れ、体を半分ほど切ったところで消えてしまった。それによって一体は倒れたが、オークたちは気にせず突っ込んでくる。

「『コンボ２』『剣閃』」

　振るった剣を返すように剣を振るう。今度はさっきよりも強い斬撃が飛んでいく。向かってくる数体を切り裂さき、そこで消えた。

『剣閃』はしっかりと使いこなせていない今、『一刀両断』と同じように使用後に硬こう直ちよくが生じてしまうスキルだ。しかし、それを補うためのスキルもある。『コンボ』だ。

『コンボ』は魔ま法ほう系スキル以外のスキルの後に次のスキルを使うことで硬直をなくし、さらに威力を上昇させて使うことができるというスキルだ。『コンボ』は重ねるたびに威力を増す。そして今使えるのは『コンボ３』まで。つまりあと一発繋つなげられるのだ。

「『コンボ３』『剣閃』」

　最後の『剣閃』を放つ。一発目は体半分、二発目は数体、そして三発目。

「……殲滅ミツシヨン完了コンプリート」

　残るすべてのオークを切り裂いた。俺は斬撃によってその場で崩れ落ちていくオークたちを見て、何気なく南の空を見上げた。そこでは、煙が上がっていた。
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　私、カテーネ・モスカはコロイドの町の領主、つまり貴族である。

　コロイドの町は言わば私の物である。下々の者共が日々私のために働き、私のために供く物もつをささげる。なんと素晴らしいことだろうか。

　私の仕事は外とのつながりをより強く、より広くすることだ。町のことなどという些さ事じはあのヘレンとかいう騎き士しに任せておけば問題はない。元下級貴族の末っ子と聞いているが、アクトベルト家などという、領地も官かん吏りとしての職もないような下級貴族だ。気にする必要はない。

　そもそも、私はこんなところで終わっていい人間ではない。先祖代々この町を治めてきた一族だからと言って、私がこんな辺境で終わっていい理由にはならない。私はいずれ王都で大貴族として権力を握にぎる人間だ。私はなんでもできるのだ……と、愛する息子むすこのクダラからの連れん絡らくだ。何々……どうやらまたあの三人組が不当に捕つかまったらしい。何度不当な逮たい捕ほを繰くり返かえす気なのだ。彼かれらは四大ギルドが一つ、『赤の団』のメンバー。やつらに恩を売っておけば息子はいずれ『赤の団』から声をかけられるだろう。そうすれば私も息子もさらに上にいける！

　そもそも、冒険者ギルド、商業ギルドはともに権力による介かい入にゆうを受け入れないと言っているが、それがそもそもおかしな話だ。私の町ではそんなことは関係ない。愛する息子、クダラをギルドマスターに据すえ、商業ギルドにも私の手の者を送り込んである。言うことを聞かない者がいれば、またいなくなってもらえばいいしな。

「おい、伝令」

「は。いかがいたしましたか？」

「例の三人組がまた捕まったらしい。釈しやく放ほうせよと連絡を入れておけ」

「かしこまりました」

　そばに控ひかえさせていた者に連絡を入れさせる。この男は有能だ。私の言うことを聞き、時にそれ以上の結果をもって私にささげる。王都に行くときには何らかの役職を与あたえてやろう。それにしても、騎士連中も面倒なことをしてくれる。いっそのこと、彼らを捕まえないように命令を……ダメだな。あいつは恐おそらくその命令を聞きはしないだろう。どうせ無視してしまう。それであの男を罰ばつしてしまうには惜おしい。騎士にしては戦闘能力が高いし、近衛として連れて行くにはちょうどいい。平民ではないという点もここではプラスになる。

　さて、私は部屋で新しく仕入れたモノのチェックでもしようか。今度のモノもいいものを仕入れてきたと言っていたな。楽しみだ。ふふふふふ……。

　そして、その日の夜、寝しん室しつで寝ねる前のリラックスタイムを楽しんでいたところ、現近衛の一人が青い顔でやってきて、側仕えの者に報告を入れた。そいつは一通り話し終えると、私に敬礼をして下がった。

「領主様、邪魔をして大変申し訳ありませんが、お耳にいれていただきたいことが」

「今の者を戻もどせ。直接聞く」

「かしこまりました」

　側近は急いで先ほどの者を連れ戻しに行く。近衛も側近も魔法を使える者はいないし、従じゆう魔まをもっている者もいないからな……。やはり魔法使いを数人囲っておくべきか。たしか息子からの報告で気は強いがなかなか使えそうな魔法使いの女が来たと言うのがあったな。明日にでも使いを出させよう。

　そう考えているうちに、側近が先ほどの近衛を連れて戻って来た。

「し、失礼します！」

「さっさと申せ。急を要することなのだろう？」

「まだ確認が取れていない情報でして、領主様にお伝えするべきかどうか……」

「いい。私の命令に背そむく気か？」

「そんなめっそうな！　実は、先ほど騎士の詰め所の様子がおかしく、少し話を聞いていたのですが、どうもモンスターの群れが攻めてくるとのことでした」

「この町にか？」

「はい。北、東、西の三方向からかなりの規模の群れが同時に攻めてきそうということで、東西を冒険者が、北を騎士がという話になっていました」

「ふむ……私の荷物をまとめさせろ。その話が事実であれば皆みなを連れてここを発たつ」

「は！」

「話は以上か？」

「い、いえ、まだありまして」

「なんだ？」

「モンスターが群れていることは連絡がいっているみたいなのですが、攻めてくるということをギルドマスターであるクダラ様はご存じないようでして……」

「なにぃ！　すぐにあいつにも荷物をまとめておくように連絡を入れろ！」

「は！」

「お前、名をなんと言う？」

「は、近この衛え兵へい第二部隊所属、モカ・ニトーと申します！」

「ニトー家の者か？」

「は、はい。末まつ端たんではありますが……」

「ニトー殿どのには私からうまく伝えておこう。息子が危険にさらされるかもしれないのを伝えてくれた礼だ」

「あ、ありがたき幸せ！」

「では下がれ。お前も荷物をまとめておくといい。そうだ、近衛兵の隊長二人と副隊長四人に話を伝えておけ。その六名とお前、あと側近も連れていく」

「は！　では失礼します！」

　ふむ……魔物モンスターの群れか。本当にそんなものが来るのか？　まあこの町がなくなったらなくなったで王都に行く格好の理由にもなる。私の留守中に起こることだ。私に責任はない。伝つ手てならばいくらでもあるのだ。どうということはないな。

　そして私は眠ねむりについた。




　次の日の朝、館やかたで目を覚ました私は、荷物の準備が終わっていることを確認していた。やはりあの側近は有能だ。必要な物はすべて集めてある。

「領主様、騎士が北に向かっておりました。同時に南に住民の避難が始まっています。このままでは混乱した人が道を埋め尽つくし、避難に支障をきたす恐れがあります」

「ではすぐに出る、愛する息子にも話は伝わっているのだろうな」

「現在大おお慌あわてで準備をしているそうです。情報は伝わっていたのですが、それを信じておられなかったようで」

「なんということだ……。近衛は私につく者を除いて全員息子につけ。たとえ町に侵入されたとしても息子には傷一つ負わせるな。その時は全員首が飛ぶと思え」

「すぐに行かせます」

　館にいた兵士たちが続々と冒険者ギルドへ向かう。私自身もここを出るために急いだ。

　私の館は町の中心にあり、門まではかなり時間がかかる。騎士がかけるガチャガチャとした音が聞こえてきて、モンスターが来たことを改めて感じさせる。そういえば、東西は冒険者が担当すると聞いたはずだが、なぜ息子は信じていないのだ？　もしや騎士が直接声をかけた数人で対処するとでも言う気か？　……まずい。この町にろくな冒険者がいないことは私でもよーく知っている。そんなのが数人いただけで対処できるものではない。愛する息子の命は大切だが、自分の命も大切だ。やむを得ん。

「とりあえず私たちは先に隣となりの町へ行く。息子には後から合流してもらう」

「わかりました。馬車を出します」

　ガタゴトと馬車が揺ゆれ始める。この揺れは何度乗っても慣れない。魔道具の高級馬車ならばこんな揺れもないのだろうが、今はないのだから仕方ない。

　今この馬車に乗っているのは本妻と愛人が数名、そして近衛隊長の男だ。残りの者は二十人乗りの大きな馬車で来ている。もう一人の近衛隊長と副隊長が六人も乗っているのだ。多少のことならばどうとでもなるだろう。

　馬車が南の門に近づくにつれ、人の数も増えていた。ええい、邪じや魔まだ！　私に金を持ってくるためにいる平民どもは、自然と道の真ん中は避けて私が通れるようにしている。しかし、ところどころにいる、馬車を持つ商人たちはなかなかすぐにはどかない者が多い。名前を出せばすぐにどくのだがな。

　そうしているうちに、かなり時間がかかってしまったが南の門まで到とう達たつした。そこには多くの人がおり、数名の騎士が指示を出して門の方にいかないように騒さわいでいるのが聞こえてくる。小窓を開けて外を見てみると、門の前では数台の馬車が列を作って騒いでいた。

「おい、どうなっている？」

「見たところ、門を閉鎖しているようですね。閉鎖と言っても、門を閉めて騎士数名が長槍を組んで止めているだけのようですが」

「まずはこの邪魔な馬車をどけさせろ」

「は！」

　近衛隊長が馬車を降りて馬車の持ち主を呼び、すぐに道を空けさせる。完全に道が空き、馬車を門の前まで進ませた。そこに騎士たちが立ち塞がった。

「どけ、この馬車にお乗りになられているのは領主様なるぞ！」

「今外は大変危険な状態にあります。モンスターを抑おさえ込めてはいますが、それが流れてこちらに来ていないという保証はありません。領主様と言えどここを通すわけには」

「私に逆らうというのか？」

「そ、そのようなことは。ですが、安全のためですので」

　小窓から声をかけてやると構えが少し緩ゆるむ。それでも騎士はどこうとしなかった。

「もういい。コロイドの町の領主として命ずる、そこをどけ。私は隣となり町まちに用があるのだ」

　領主として命ずると、騎士たちは悔くやしそうに顔をゆがめながら門を開く。最初からそうしていればいいのだ。まったく、これだから平民は困る。

　私たちは悠ゆう々ゆうと門を抜ぬける。南側は、門から出て百ｍほどですぐに森が広がっていた。

「私にはお前たち近衛兵がいる。モンスターなど恐れるに足り――んわ」

　森への道を進み、あと少しで森に入るというところで、私の前を下半身と馬車の下半分が過ぎていく。

　む？　いったい……どう……な……て……。

　そして、馬車に乗っていた私たちの生しよう涯がいは幕を閉じた。




　　　◇◇◇◇




　私は今、メイの頼みで南の門の上で待機していた。北、東、西と同規模のモンスターの群れが来ているのに、南からはモンスターが来ていないという点で少し怪あやしいよね。もしかしたら囮おとりなんじゃないかという気はしていたけど、改めて本隊が隠れて南から来ている可能性が十分にあるから待機しておいてくれって。不安はあるけど、メイから期待してるよって言われたからには頑張るしかないよね！

　門の上で座すわっていると目立つと思ったから、急きゆう遽きよ棺かん桶おけのステルス機能にポイントを割り振って使えるようにしたけど、レベル１でも案外気づかれないもんだね。

　そのすぐ下でなんだか領主たちが騒いでいるみたいだけど、この状じよう況きようで隣町に向かうのはもうフラグでしかない気がするよね。あんなに大きな馬車ってことは自分の周りの人をみんな連れてきているのかな。全部金目の物って可能性もあるけど。

　領主の馬車が森に差さし掛かかり、すぐに馬車が崩くずれた。それを見た瞬間に一気に緊張の糸を張はり巡めぐらせた。無残な姿になった馬車から赤い血がどくどくと流れていく。門を閉め始めていたから、それを見たのは私を含ふくめて数人だっただろう。その数人も騎士がほとんどだけど、門を出ようとしていた商人たちも含まれていた。普ふ段だん厳しい訓練を積んでいる騎士はともかく、そこらの商人程度が騒がずにいられるわけがなかった。そして、一人の商人の叫さけびによって、周囲の人たちにその騒ぎが広がってしまった。

「も、モンスターが森の入口に！　領主様が！」

　それはそんなに大きな叫びではなかった。それでも、周りには十分聞こえてしまった。

「「「うわぁあああああ」」」

　その悲鳴で騒ぎはさらに拡大した。

「いやだ、死にたくない！」

「逃にげなきゃ！」

「町の真ん中へ！　急げ！」

「うわぁん。ママぁどこー？」

「どけよ！　邪魔だ！」

「てめえがどけよ！」

　全員が全員町の中央へ向けて走り出す。騎士たちがなんとか落ち着かせようとするけど、そんなことで落ち着くはずもなく、騒ぎはさらに騒ぎを呼び、周りはどんどん収しゆう拾しゆうがつかなくなる。私はそんな町の様子を眺める存在を見つけた。身みの丈たけの三倍にもなる巨きよ大だいな剣を持つ狼おおかみ獣じゆう人じんの男。ここからだと何を言っているのかはわからないけど、何かを言った後、領主たちの血のついたその巨大な剣を水平に構えた。魔ま力りよくが剣に集まるのがわかる。

　私はステルスを解いて門の外側に降り立った。そして地面に重ねた棺桶を突つき刺さす。男が剣を振るうと、魔力の斬撃が飛んできた。棺桶の後ろに隠かくれて受け止めて門を護まもる。何とか受け切ったけど、受けた衝しよう撃げきで地面から土つち煙けむりが巻き起こる。ケホケホ。

「ああ？　どうなってんだ？　壊れてねえじゃねえか」

　男が近づいてきたみたい。声が聞こえてきた。私は棺桶を開いて煙を吸収し始める。

「これくらいじゃあ私のこれは壊せないよ。というか、何をやっても壊れないんだけどね」

　棺桶が煙を吸収する中で残っていた魔力も一いつ緒しよに吸収する。あんまり疲つかれているようには見えないけど、かなりの魔力を込めていたみたいで、吸収した魔力でレベルが上がった。さらに、レベルアップで得たポイントにより、自動回復のスキルも獲かく得とくした。

「……棺桶？」

「メイの言っていた通りだったね。さすが私のメイ。まあこれくらいなら誰だれでも考えられると言えばそうなんだけど。まあ、でもここに私を配置したメイのお手て柄がらよね」

「おい女！　貴様何者だ？」

「人に何かを尋たずねるときは自分からじゃない？　魔族さん」

　私の目の前の狼獣人は目に見えて動どう揺ようした。九百年前の最後の方の、何をやってあんなところで寝ていたのか記き憶おくはないけど、それでもかつての仲間とともに魔族と戦ったという記憶は残っていた。その記憶にある魔族とは別のやつだけど、その時の私の記憶がなんとなくこいつが魔族だと言っている気がした。
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「ふ、気づいたか。俺は魔ま王おう様直ちよつ轄かつの魔将が一人、暴食グラトニーのガルアだ」

「そう。魔王の手の者なのね。そういえば今って魔王がいるんだっけ。メイとマナが呼ばれた理由でもある存在だよね……。私はヒツギ。メイを愛するだけのただの冒険者よ」

「ただの冒険者が俺の一いち撃げきをあっさり防ぐのかよ。おもしれえ！」

　門が完全にしまり、誰も見ていない中、私の九百年ぶりの魔族との戦いが始まった。




　最初に動いたのはガルアだった。私との間をつめようと、長すぎる剣の先で地面を削りながら走り出す。私も鎖くさりをつかんで自分の横で棺桶を回転させながら、少し遅おくれて前に出る。

　ガルアは向かってくる勢いを緩めずに、巨大な剣をまっすぐに構えて突き出してきた。ガルアの巨剣の長さはだいたい六ｍくらい。剣の長さはそのまま攻こう撃げきできる距きよ離りとも言える。私は向かってくる剣を棺桶で殴なぐりつけて軌道をそらす。そのまま反対の棺桶を振り回し、ガルアを直接狙う。ガルアは私が横にそらした剣をさらに下にずらし、地面に突き刺して勢いを止めた。そして後ろに跳とんで私の棺桶をかわした。

　私たちは再び間合いを測る。今度は私の方から動き出した。鎖を捻ひねって右手の棺桶をガルアに向かって飛ばした。私の棺桶は腰こし元もとと鎖でつながっているから、ガルアは私が間合いを誤ったかと思ったのか、口元にかすかに笑えみを浮うかべて剣を上段に構える。攻撃を失敗したところで大きな攻撃をぶつけてやろうと考えているのだろう。

　しかし、私はそれを見て笑みがこぼれた。剣に魔力を込めるガルアに棺桶が迫せまる。鎖がピンと張っても、棺桶は止まらなかった。私のこの武器は、鎖がある程度の長さまで自由に伸のびる。あんまり長いと邪魔になるから普段は短くしているだけなのだ。予想外の動きに対して、上段に構えていたせいで対応の遅れたガルアの腹に棺桶がめり込む。

「がっ！」

　ガルアは後方に吹っ飛んだ。剣は離はなしてくれなかったが、込めていた魔力は霧む散さんしたようだ。私は追い打ちに前に出た。右手で棺桶を引き戻し、それで薙なぐように横から振るった。痛む腹を押おさえながらも上に飛んでかわしたガルアに反対の棺桶を叩たたきつける。しかし、それは剣で防がれてしまった。そして、それをはじき返す勢いを利用して距離をとる。

「ちっ、なかなかやるじゃねえか」

「嘘うそ。そんなに効いてないでしょ？　今の私じゃ大きなダメージは無理だろうし」

「ばれたか。まあびっくりはしたぜ。お前のそれ、何でできてんだ？」

「さあ？」

「さあって……」

「わからないものはわからないんだから仕方ないじゃない。それよりさ、あんた、なんでここを攻めてきたわけ？」

「あ？」

「ここはダンジョンもないし、有名な冒ぼう険けん者しやも、貴族も、商人もいない。ほんとに何もないと思うんだけど」

「下準備も何もせずに来たとでも思ってんのか？　そんなものはわかりきってるっての。ここには結構強い騎き士し団だんはいるが、数は多くない。しかもそれ以外はごみばっかりだ。壁かべこそあるが、門は簡単に壊せる木の扉とびら。これほど攻めるのが簡単なとこはねえだろ？」

「確かに、それだけ聞けばそうなるかな？　でも、それだけじゃないよね？」

「鋭するどいねえ。ま、別にこれって理由はないけどな。周囲が森ばっかりで隠れやすいんだよ」

「へえ。私はてっきりそれなりに人数が多いから進化前のモンスターを連れてきて進化させることが目的かと思ってた」

　私の言葉に、初めて動揺ではなく、驚きよう愕がくといった表情を浮かべた。

「……なぜわかった？」

「人間を襲おそって、それでモンスターのレベルを上げて、進化させるのが目的でしょ？　以前魔族と戦った時にそういう戦法を使おうとしていたのがいたからね。今回もそれかと考えて言ってみただけ」

「……あー、つまり、俺おれはハメられたってわけだな。はぁ。なかなか予定通りにはいかねえもんだな」

「まあたぶん無理だろうけどね。私の仲間と、それにこの町の騎士団を舐なめない方がいいよ」

「舐めちゃいねーよ。俺たちにも協力者はいるんだ。そいつらからの情報じゃ、この町は上が完全に腐くさってる。ギルドマスターも、領主もな。それでもあいつらはこの町の住民を守り続けてんだ。優秀でなきゃ何だってんだ。知ってるか？　あいつら三つ四つ離れた町なら平然と派は遣けんされるそうだぞ？　どれだけ頑がん張ばるんだか」

「そこなんだよね。なんで派遣してる時に襲わなかったの？　その時なら間ま違ちがいなく町は即そく負け。モンスターもそれなりに進化したはずでしょ？」

「まあ俺たちにもいろいろあるわけだが……それを言う必要があるか？」

「……ないね」

「まあどっちにしろオーク共に生き残りはなしだから関係ないがな」

「ほえ？　二人はともかく騎士団はもう少し時間がかかると思ってたんだけどな」

「戦い自体はまだやってんじゃねーの？　決していいものではないが全員分の武器まで手配してやって、これだけ時間がかかってんのに町から煙一本上がってない時点でもうおしまいだよ。のうのうと俺の前に現れやがったらその場で切り殺す」

「仲間に対して随ずい分ぶん厳しいんだね」

「ただの下げ僕ぼくだ。まあ大飯ぐらいの役立たずが七、八百いなくなるだけだ。別にここが必ず要いるってわけでもねーし、魔王様も大目に見てくれんだろ」

「そんな数を失って、成果なしだなんて散々ね」

「そういうわけだから、成果として何やら色々知ってそうなお前をもらうぜ」

　ガルアが駆かけ出すのと同時に私も動き出した。お互いの武器が確実に当たりあう距離で武器を振るいあう。剣が振り下ろされ、それを棺桶で弾はじき、反対の棺桶で襲うも戻してきた剣で防がれて次の攻撃が放たれる。私も鎖と棺桶でしのぎつつ攻撃を繰り出すけど、悉ことごとく防がれてしまう。

　ガルアは攻撃の中に魔法を混ぜ始めた。両手で使っていた剣を片手で持ち、時々持つ手を変えながら空いている手で魔法を撃ってくる。私はそれに対たい抗こうするために、剣のない方の棺桶を防ぼう御ぎよのみに専念させた。完全には防ぎきれていなくて余波を受けるけど、ガルアは闇やみ魔ま法ほうしか使ってこないからまだ平気だった。これが火魔法なら暑かっただろうし、氷魔法なら寒かっただろうから幸運と言えば幸運かな。

　それでも、片方を完全に防御に専念させてしまったことで、手数は半分になってしまった。相手の剣と打ち合っているだけで攻め手がないのだ。完全に後手に回っていた。

「おいおいどうしたよ！　さっきから攻めてこねえじゃねえか！」

　ガルアが笑みを浮かべながら叫ぶ。「攻めたくても攻められないの！」と叫び返したいところだけど、さすがに口には出せず、黙だまって防御し続ける。ガルアは両手で使うような武器を片手で扱あつかっているからか、攻撃が大きくなることがある。その隙すきをついて攻撃を入れてはみるけど、うまく決まっているとはとてもじゃないけど言えない。わずかに体勢を崩すのが精せい一いつ杯ぱいだ。その時も詠えい唱しようの短い魔法を牽けん制せいにして隙を埋うめてくる。

　一分か二分かわからないけど、しばらく攻こう防ぼうを続ける中、思わぬことが起こった。

「『炎がその身を焼き尽くさん』フレア」

　ガルアの攻撃に集中していた私の背中に後ろから飛んできた炎が当たった。そのせいでバランスの崩れた私は、ガルアのダークボールを防ぎきれずに吹ふき飛んだ。地面を滑すべって痛む体を少しずつ回復させながら上半身を起こした。

「誰？」

　そこには三人の人間がいた。

「ガルア様！　邪じや魔ま者ものをぶっ飛ばしましたぜ！」

「ま、俺たちにかかればこれくらい簡単ですよ」

「げははは。こいつあの時のやつか、愚おろかな女だな。後で俺たちが可愛かわいがってやろう」

　それぞれが武器を持って町から歩いてきた。棺桶に手をついて立ち上がって改めて見てみると、その三人は見覚えがあった。ランクＣパーティ『クロウ』の三人だ。

「ガルア様、まだオークたち一匹ぴきも町に入ってないみたいすけど、どうなってんすか？」

「……」

『クロウ』の三人は、武器をしまいながらこちらに見向きもせずにガルアの方に近づいていった。ここを乗り切ったらレベルを上げて探たん索さく系けいのスキルか、気配察知系のスキルにポイントを割り振ると誓ちかった。

「もういい」

「「「へ？」」」

　ガルアが無造作に振るった剣が三人を上半身と下半身に分けた。呆あつ気けない最さい期ごを迎むかえた三人。同情なんかしないけどね。乙女おとめの背中に魔法を撃つとか最悪。

「俺は情報を伝えろとは言ったが、俺が戦っている相手に後ろから魔法をぶつけろなんてことは言ってねえだろうが。こんな風に人間側を裏切ったのを見てるんだ。今みたいに一対一で戦っている時に後ろから攻撃されちゃたまらねえ。お前らのような屑くずはいらねえよ」

　ガルアの瞳ひとみは完全に冷め切っており、今自分が殺した三人を明らかに見下していた。

「さて、第二ラウンドといきたいところだが……」

　ガルアが言いい淀よどむ中、そのすぐ後ろに黒い渦うずのような物が現れた。そしてそこから女性が一人出てくる。ローブで顔はよく見えないけど、その胸むな元もとがこれでもかと存在を主張しているから性別は特定できた。なんでだろう……負けた気がする。

「あなたの負けですよ、ガルア。帰りましょう」

「状況は？」

「生存一。貴方あなただけです」

「手間が省けたか」

「捕ほ虜りよなし、奪うばった物資もなし。大損ですね」

「まあ大飯ぐらいがたくさんいなくなってよかったじゃねえか」

「よくはありませんよ。後でお仕置きだそうです」

「まじかー。てことで悪いな、女、また今度な」

「逃がすと思ってるの？　って言いたいけど、今は無理ね。勝てない」

「これだけ俺の攻撃を防ぎ続けてよく言うよ。じゃあな」

　そう言い残して、ガルアは女と渦に消えていった。

　残された私は、特に何かできるわけでもなく、ひとまず棺桶の中で疲れが取れるまで眠ることにした。




　しばらく寝ていると、外で何やら話し声が聞こえてきた。疲れもとれてきたし、外に出る。話していたのはヘレンさんたち隊長格の方たちだった。

「これはどういう状況だ？」

「お疲れ様です。どういうというと？」

「俺たちは北のオークを撃げき退たいし終えて、南の方角から煙けむりが上がっているのが見えたから急いで来たんだ。そしたら棺桶が一つポツンと立っていたところだな」

「あ、すいません。えっと、領主さんのことは聞いてますか？」

「ああ。見ていたやつからきいた。すでに馬車と遺体は撤てつ去きよ済みだ。領主の暴走は何度も見てきたが、それで死んだら意味がねえだろうが……」

「そうですか。ならその後のことを。今回のことを仕組んだ相手と戦っていました」

「あのオークたちを仕向けた相手ということか？」

「はい。相手は魔族です」

「魔族だと？」

「ええ。領主さんたちが馬車ごと切られて、すぐに門を壊こわそうとしているのに気づいたので何とかその攻撃を防ぎまして、そこから少し話ができたので情報が得られないかと思って色々聞いてみました」

「その魔族はなんと？」

「オークたちに人をたくさん殺させて、そいつらの進化を促うながすためにこの町を襲わせたそうです。それを裏で操あやつっていたのがその魔族だということでした」

「そいつはどうしたんだ？」

「ほんとなら捕まえるか殺したかったんですけど……今の私ではなんとか耐たえるので精一杯でした。オークたちが全ぜん滅めつしたということでもう一人別の魔族がやってきて、そいつを連れて帰っていきました」

「魔族相手にもちこたえていただけでも十分だと思うがな。何か言っていなかったか？」

「たしか、魔王軍って言っていましたね。あと、協力者がいると」

「協力者というのは情報を与えている裏切り者がいるということか？」

「その魔族に殺されてしまいましたが、『クロウ』の三人がそうでした」

「あいつらが？」

「確かく認にんできたのはその三人ですね。戦ってる最中に後ろから攻撃されまして、その後で魔族が用済みだと」

「処分したわけか……」

「ええ。ちょっと驚おどろきました」

「そうか……まあよくやってくれた。そういえば、オークたちが全滅したってのはその、もう一人の魔族が言っていたということでいいのか？」

「はい。そいつはローブを羽織っていて、どんな人かわからなかったんですけど、渦を使ってワープしてきたんです」

「渦を使ったワープ？　聞いたことがないな。そいつの独自の魔法かもしれん」

「多分そうだと思います。そういえば、メイたちは一緒じゃないんですか？」

「そうだ、慌あわてていてあいつらの無事の確認を忘れてた！　一緒に行くか？」

「はい。早く会いたいですし」

　そうして、私たちは念のために数人を残し、まずはマナのいる西の門に向かった。




　西の門の外の草原は、すでにクエイクによって作られた壁はなくなっており、そのかわりに扇おうぎ状じように焦こげた草原が広がっていた。一部がまだ熱をもっているのか赤くなっているのが見てわかる。ヘレンさんも気づいたようで、部下に近づかないように看板を作れと指示を出していた。

「あ、ヒツギ、どうだった？　怪我けがはない？」

「それはこっちのセリフだよ。マナも怪我はない？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。疲れはしたけどね」

　そう話していると、指示を出し終えたヘレンさんがやってきた。

「マナ、聞きづらいんだが、オークはどうした？　武器はそこら辺に落ちているけど、死体が一体も見えないんだが」

「あー、魔法で蒸発させちゃいました。だめでしたか？」

「じょう……はつ？　ま、まあ、死体の処理をしてくれたならこちらとしても助かる。これからメイのところに向かうが来るか？」

　蒸発という、およそ液体以外で聞くことがない言葉を聞いてぽかんとするヘレンさんだけど、マナは気づいていない様子だった。一つ言うならば、オークは分類的には固体に分類されるだろうし、昇しよう華かの方が正しいと思う。

「私も行きます。メイにご褒ほう美びもらうんだ」

　マナの顔がこれでもかというくらい笑え顔がおになる。でも、待って。私ご褒美があるなんて聞いてないんだけど！




　東の門の外でも、すでにオークの死体は一体も残っていなかった。昨日見せたあの魔法は使わなかったのか、地面はほとんどえぐれておらず、少し離れたところに錆さびた斧おのや剣けん、棍こん棒ぼうなどの武器の山ができていた。そこでは、メイがいい笑顔で武器の山から折れていないものをアイテムボックスにしまっていた。普ふ通つうのアイテムボックスはあんなにたくさん入らないと思うんだけど……。

　そもそも、オークの大半は本来棍棒しかもっていない。しかし、今回はガルアがある程度用意したと言っていたから斧や剣を持っている個体が多かった。メイはかなり力が強く、おそらく棍棒は使い捨てになることも多いのだろう。私と会った時点では素す手でで戦っていたしね。だから、錆びていて切るという点では使い物にならない物でも、鈍どん器きになら使えると考えているのかもしれない。私が眠りにつく前ならば、使わなくて国に預けていたものの中に不ふ壊え属性がついた武器はあったけど、国が滅ほろんでいるならそれももうなくなっているだろうからなぁ。

「ん？　あ、マナとヒツギも来たのか。お疲れ様。ヘレンさんも無事で何よりです」

「なんとかな。何人かは犠ぎ牲せいになってしまったが……」

「数が数でしたしね。しっかり弔とむらって」

「もちろんだ。彼らは命を賭として町を守ったんだ。その頑張りに報むくいないで何が騎士か。幸い、オークの死体は大量にある。それを売ればそれなりの金にはなる。まあ保管場所の兼かね合あいもあるから全部ってわけにはいかないけどな。今回の戦いで怪我をしたやつもたくさんいるし、できる限りのことはしてやるつもりだ」

「部下を大切にしているんですね」

「ああ。恩人もな。今回の件で三人にはほんとに世話になった。何か欲ほしいものがあれば用意するが、何かあるか？」

「ちょっと待ってください。マナ、ヒツギ」

　メイは私たちを手招きしてヘレンさんから離れた。そして、三分くらいで何をお願いするかの相談を済まし、ヘレンさんのところに戻る。

「俺たちがお願いしたいのは三つです。一つ目は武器と防具が欲しいってことですね」

「騎士団所有の物はあんまりいいものはないぞ？　それに在庫もなかったはずだから今誰かがつけているやつになってしまうぞ」

「さすがにそれはちょっと……。なら、この町で武器と防具を一通りそろえるとして、その代金を払はらってもらえませんか？　あまり高級なものを買うつもりはないので」

「この町の店でそんなまともな物がある保証はないぞ？」

「次の町に行って、金を稼かせぐまで使うだけですから、そこそこでいいんですよ」

「ほんとなら命に関かかわることだからちゃんとした物を使え、と言いたいが、ないものは仕方ないしなぁ……。いくらでも、とはいかんが、できるだけ出す。他は？」

「今回のことで俺たちの名前を伏ふせておいてほしいんです。個人名は出さずに、冒険者の協力でって形にしてくれれば」

「なんでだ？　名前も売れるし、場合によっては王都の貴族なんかからスカウトが来る可能性もあるぞ。場合によっては名めい誉よ貴族として受け入れられることもあるかもしれん」

「それが困るんです。三つ目にも関係するんですが、あんまり俺たちの名前が王都に知られてほしくないんですよね」

「何か訳ありということか」

「詮せん索さくはしないでくれるとありがたいです」

「そんな野や暮ぼなことはしないさ。それで、三つ目は？」

「王都から来たやつ、特に、勇者って名乗っているようなやつに知らせないでください」

「わかった。さすがに力ずくでも、ってなったら隠し切れないだろうが、できる限り隠し通そう。そういえば、武器と防具はいつ頃ごろ買いに行く予定だ？　次の町に行く前提なら、コロイドを出る直前とかでいいと思うが」

「明日の昼前には」

「随分急だな。もう少しゆっくりしてもいいんじゃないか？」

「午後には町を出ようと思っているので。一度ギルドマスターにたてついてますからね。今回のことで絡からんでこないとも限らないですし」

「それは……悪いが俺にはどうしようもできないな。ギルドには介かい入にゆうできないってことになってるし。一応三つとも要求はのむつもりだが、少し書類をいじる必要がありそうだな。そういうわけだから失礼してもいいか？」

「ええ。お願いします」

　ヘレンさんは町の方にかけて行った。




　　　◇◇◇◇




　なんとかヒツギとマナの猛もう攻こうを頭を撫なでたり甘あまい言葉をかけてしのぎながら一夜を越こした俺たちは、町に一軒けんだけある防具屋に来ていた。

　ここは騎き士しの詰つめ所しよから少し町の中心の方の通りにあり、決して大きい店とは言えないが、結構な数の防具がある程度、種類ごとに棚たなに展示してあった。

「へいらっしゃい！　何のようだい！」

　中に入って少し待つと、奥おくから元気な小こ柄がらのおっさん……もといドワーフのおっさんが元気よく出てきた。

「防具を一式買いに来たんだ。安めのでいいから見み繕つくろってくれないか？」

「お安い御ご用ようで！　あんちゃんにはこれなんかどうでい！」

　そう言いながら、ドワーフは奥から箱に入ったままの黒い革かわ鎧よろいを持ってきた。マナとヒツギはそれぞれ自分に合うものを探して棚の方を物色し始めていた。

「これはいい物なのか？」

　俺は手に取ってみようと手を伸ばす。

「こいつはある貴族様が持ってきた、一度付けたら二度と脱ぬげねえ、戦う相手の攻撃を倍にして自分の防御を半分にする鎧だぜい！」

「なんてもの出してきやがる！」

　俺は慌てて手を戻もどす。呪のろわれた装備かよ！

「お気きに召めさねえか？　ならこっちはどうでい？」

　今度は箱に入った靴くつを持ってきた。これは真っ赤な色で、明らかに嫌いやな感じがする。

「こいつは一度履はいたら半径二km以内の生物をすべて蹴けり殺さないと脱げない靴だ！　同じ貴族様が持ってきたものだぜい！」

「だから呪われたものをもってくんな！」

「おいおい、もういいのかい？　まだまだ呪い装備お宝はいっぱいあるぜ？」

「誰が好き好んで呪いなんか受けるか」

　こうなったら『鑑かん定てい』をフル稼か働どうしてめちゃくちゃいいものをゲットしてやる。

　店内を見み渡わたしてみると、他とは明らかに並べ方が違ちがう棚があった。同じものが一つもなく、全身につける装備が置いてあった。

『呪いの靴』

『呪いの兜かぶと』

『呪いの鎧』

『呪いのローブ＋98』

『呪いの手て袋ぶくろ』

『呪いの手てつ甲こう』

「やばいものばっかじゃねえか！」

　思わずそう叫んでしまった俺を誰が責められるだろうか。だいたい、呪いのローブはなんでプラス値なんかついてんだよ。絶対やばいじゃねえか。

「メイ、この辺りは呪われてないよ」

　マナの声につられてそちらを見た。その棚には見た感じ呪われたものはなかった。しかもさっきの呪いのローブのようにプラスが付いているものもあった。正直このプラスの有う無むがどんな影えい響きようがあるかわからないけど、どうせならプラス付きがいいな。

　俺たちが呪われていない防具を物色し始めると、ドワーフのおっさんは目に見えてテンションが下がった状態で俺たちを見守りだした。

　各自で気になった物を手に持って合わせてみる。ゲームのように鎧が自動的に装着者の体に合わせてくれるような素す敵てき仕様は魔ま装そう具ぐ以外ではないそうなので、自分に合った物を選ぶ必要がある。金はかかるが、多少は手直しをしてもらえるけど、あきらかに合わないようなものは無理だし、今回はそんな手直しをお願いしている時間もない。

　それから数分後、自分の物を選び終わった俺は参考にといろいろと見て回っていた。俺が選んだものは革かわ製せいの鎧と手袋と靴の三つ。どれもプラス値が高い物を選んだ。鉄鎧も考えたが、『再生』がある以上、そこまで頑がん丈じようにならなくてもいいかなと革製にしておいた。

「ねえねえメイ、このゴーグルなんだけど」

　そうしていると、マナが見た目は普通のゴーグルを持ってきた。しかし、『鑑定』してみると普通なのは見た目だけだった。

『？？？？のゴーグル』

『鑑定』にはレベルはないはずなのだが、何のゴーグルなのかは見られなかった。職業にある勇者と何か関係があるんだろうか？

「おお！　お嬢じようさん、お目が高い！　そいつも俺のおすすめですぜい！　どれだけ解かい析せきしても、どれだけつけてみても何もわからない。だけど少なくともなんらかの呪いがかかっているということだけはわかるという不思議ゴーグルだ！」

「結局呪われてんのかよ」

「まあまあ、あんちゃんも試ためしにつけてみなよ。こいつはつけても特に問題は起きてないから。呪われた装備なのに付けられるってんで一部で人気の商品だぜい？　買ってくやつはいないけど」

「あ、俺頭には装備できないんで」

「そう言うのはいいから。つけてみるだけならタダだから」

　俺の手からするりとゴーグルを奪ったおっさんは、俺の制止も気にせずに俺の頭にゴーグルをつけた。後頭部にゴムひもをひっかけてつけるタイプのもので、これまで何人も装着した人がいたのか、ゴムは伸びきっており、若じやつ干かん無む理り矢や理り装着されたゴーグルは、すぐに俺の瞳に喰くらわれた。

「ゴーグルが消えた？」

　目の前でゴーグルが消えたおっさんは困こん惑わくといった表情で言った。

「だから装備できないって言っただろ？　そういう『力呪い』なんだ」

『？？？？のゴーグルを喰らいました。条件の達成を確認しました。

　頭部装備を一部許可します。

　呪い吸収が解放されました。

　生きている者を喰らえなくなりました』

『？？？？のゴーグルを再装備します』

　なにやら条件とやらを達成したことによって頭部装備が許可された。そして消えたゴーグルがピッタリサイズで俺の頭に戻って来た。頭部装備の許可ってこのゴーグルだけじゃないよな？

「うお、戻って来た」

「……あー、なんか俺の呪いを打ち破って戻って来たみたいだ。これいくらだ？」

「銅貨一枚だけど、買ってくれるのかい？」

「呪いがあっても装備できるってのは魅み力りよく的てきだからな。実験させてもらえるなら買うよ」

「実験って？」

「一つ呪われた装備を使っていいか？」

「いくらでもあるから構わないぜい」

　俺は近くにあった『呪いの鎧』に手を伸ばし、手に入れた『呪い吸収』の効果を使う。

『パラメータ：筋力上じよう昇しよう（大）を習得しました。

　防ぼう御ぎよ力りよく減少（大）を習得しました』

『呪い吸収』によって、鎧はまったく別の鎧になってしまった。そして吸収した呪いは俺のパラメータとして生まれ変わった。

「解析って使える？」

「この手の商売には必ひつ須すだから使えるぜい」

「これの解析をしてくれ」

「『万ばん物ぶつを見通す瞳』解析」

　おっさんが元呪いの鎧を解析した。俺も合わせて『鑑定』で調べる。

『攻防の鎧：防御力を少し下げる代わりに攻こう撃げき力りよくを少し上げる』

　防御が下がった俺が使ったらまずそうなものになった。防ぼう御ぎよ力りよく上じよう昇しようを手に入れられるモンスターを探す必要があるな。

「あんた、神官だったのか？」

「そういうわけじゃないんだが、このゴーグルと俺の呪いが組み合わさった結果かな」

「おお！　ついでにもう二、三個解いてやってくれねえかい？」

「それを解いたら三人分の防具全部タダにしてくれるか？」

「それくらいお安い御用でい！　おやっさんに聞くまでもねい！」

　こいつ店長じゃなかったんだな。

「交こう渉しよう成立だ。ただ、確実にってわけじゃないからな」

「それは承知してるぜい。三回試してくれればそれでいい。高位の神官でも失敗することがあるって聞いたことがあるから気にしないぜい」

　俺は三つの防具に対して『呪い吸収』を使った。魔ま法ほう禁止の呪いのついたローブ、武器を持てなくなる手袋、さっきおっさんが説明していた靴の三つだ。

『スキル：魔力操作Lv１を習得しました。

　パラメータ：器用さ上昇（大）を習得しました。

　職業：狂きよう人じんになりました』

　狂人が職業なのかは若干疑問が残るが、三つとも呪いを吸収出来た。
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「ありがとよい！　じゃあ好きな物もっていってくんな！」

　そういわれたので、俺はさっき選んだ三点と呪いを解いて生まれ変わった魔力を回復させてくれる効果になったローブをもらった。マナとヒツギもそれぞれ防具を見繕った。

　そして、くれぐれもこのことは他言無用だと脅……告げて、俺たちは店を出た。

　それから武器屋にも行ったが、プラス付きの物もなく、これと言っていい物もなく、呪いの武器もなかったから何も買わずに店を出た。一応剣はあったけど、刃はがかけている物を銀貨十枚で売っているほどだ。俺たちの中で唯ゆい一いつ他の町を見ているマナが、さすがにひどすぎると言っていた。ある程度たまるまではオーク殲せん滅めつに使っていた剣とたくさんある棍棒でがんばろう。剣はあと何回スキルの反動がもつかというレベルでガタがきているし、棍棒を使い捨てることになるだろうなぁ……。

　騎士団の詰め所を訪ねたものの、結局、武器も防具も金がかからなかったことを伝えると、ヘレンさんに昼食と三日分の保存食の代金をおごってもらった。報ほう酬しゆうが安くてすまないと謝あやまられたが、名前を出すななんて無む茶ちやを言っているからな。

　そして、俺たちは町を出て、イリアスの町に向かって森の中の道を歩き出した。
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間章一　ある日のコロイドの会議室







　町の防衛戦があってから数日後、後処理もようやく落ち着いてきたところで俺ヘレンと第二から第四部隊までの隊長、そして冒険者ギルド側からギルドマスターのクダラ・モスカと幹部が三名、計八名が、今回の戦いで死んだカテーネ・モスカの館やかたに集まっていた。

「全員集まったようだし、さっそく本題に入るが、全員今日の趣しゆ旨しは分かっているな？」

　クダラ・モスカが当然のように仕切りだす。その程度のことならばこの場にいるやつらなら全員わかっていた。次の領主をどうするか、だ。

　もともと、外の貴族との会合以外の仕事は俺たち騎士団と一部の文官が分担してやっていたし、仕事の引ひき継つぎはそれほど面めん倒どうにはならない。やつがやっていたのは賄わい賂ろとごますりパーティである貴族との会合と、報告書の内容を問題なしに変へん更こうする作業だけだ。税金のピンはねがなくなるだけでも、これまでやれなかった道の修しゆう繕ぜんなどができるようになるな。

　王都に提出する報告書には領主の印いん鑑かんがなければいけないからどうしようもなかったが、何度問題点を指し摘てきして怒ど鳴なられたことか……。

「仕事は現状なんとか回しているが、このまま領主なしってのは問題だな。何が起こるかわからない」

「私が、私が亡なき父の跡あとを継つぐ」

　考えられる中で最悪の言葉を言いやがった。

「却きやつ下かだ」

「たしかに、私は長い間この町を離はなれていたこともある。しかし、しかしだ！　私も、父も、町のために力を尽つくしてきた」

「いつそんなことをしたよ。やつがやらないから管理をやらされてた俺たちの記き憶おくじゃ、次の年に回す分はすべて自分の私腹を肥やすために使って、既すでに用よう途とが決められたものだろうと関係なくピンはねしてただけじゃねえか」

「自分たちの不正を死人のせいにするつもりか？」

「ぁあ？」

「父はいつも言っていた。貴様らが、民たみのための資金を自分たちのために防衛費として搾さく取しゆするからいろんな事業ができないでいるとな！」

「おいメグ、今すぐ予算管理の帳ちよう簿ぼ持ってこさせろ」

「ここにあるわよ」

　メグは魔ま法ほう袋ぶくろから帳簿を取り出してクダラに突つき付つける。

「こんな嘘うそっぱちを信じるとでも思ったか！」

「嘘じゃねえよ。だいたい、お前が領主を継いだら、ギルドはどうなる？」

「私が務める」

「ギルドマスターと領主を兼けん任にんするつもりか？」

「それしかないだろう？　外から来た人間にこの町のギルドは任せられない」

「お前は言っていることが何を示すかわかっているのか？」

　領主とギルドマスターの兼任。それが示すことは一つだ。領主という権力がギルドに、また、ギルドが領主という権力に介入するということだ。この町では腐りきっていたからそれがなあなあでまかり通ってきたが、本来ギルドは冒ぼう険けん者しやギルドも商業ギルドも独立組織だ。それは王国どころか、世界単位の法で決められている。あらゆる権力への不ふ介かい入にゆう、逆もまた然しかりだ。

「私が両方やるしかないだろう？　少なくとも、ここにいるギルドの幹部たちは皆みな納なつ得とくしている。残してきた幹部クラスの職員も全員だ」

　幹部たちは笑えみを浮うかべてうなずいた。甘い汁しるを吸わせる約束でもしているのだろう。

「たとえそれが通ったとしても、ギルドと領主は完全に別のものとして動いてもらうからな。前みたいにギルドで問題を起こしたやつを領主権限で解放させたりな」

「問題を起こしたやつらなどいなかったではないか。自分たちが権利を悪用していただけのくせに偉えらそうなことをぬかすな！」

「町中で乱らん闘とう騒さわぎを起こすのが問題じゃないとでも思ってんのか？」

「彼かれらはルールにのっとって決けつ闘とうをしていただけじゃないか。と、今はそんなことはどうでもいいだろう。とにかく、私がこの町の領主を――」

「それはないです」

　バカが宣言をしようとした途と端たん、部屋の扉とびらが開いて三人の男が入ってきた。一人は全身を白銀の鎧で包み、背中には身みの丈たけほどもある、刀身の赤い剣を背せ負おっている。他二人は比ひ較かく的てき軽装だが、片方は黄色い手甲をはめて、頭には何本も鉢はち巻まきを巻いていた。そしてもう片方は巨きよ大だいなハリセンを持っている。正直見た目はすごく異様なパーティだ。

「誰だれだ！　今は会議中だぞ！」

　クダラが叫ぶ。うるさいとは思うが、今は武器を持って会議に乱入してきた側に問題があるわけだしな。まあ彼らを知らないというのはギルドマスターとしてどうかとも思うが。

「我々は王都より派は遣けんされた冒険者です。伝言役とでも思っていただければ」

「町の防衛は成功。死者は騎士数名と領主、そしてその周囲が数名。町への被ひ害がいはなかったと言えるが、しばらくの間は警けい戒かいは必要。そう報告を上げたはずだが」

「あー、そこは大丈夫です。ちゃんと報告は来ています。被害はなかったとのことですが、領主が亡くなるなど、問題もあるということで、今年はもう上納は必要ないとのことを伝えることも任務の一つです」

「それはありがたい」

「先に任務に入ってしまっていますけど改めまして、王都より派遣されてきました、王都専属パーティ『レーザー』です。私はリーダーのラムダ。Ｓ－ランクです。今回は王都の指示とともに、冒険者ギルド総ギルドマスターからの通達役としても来ました」

「同じく『レーザー』のＡ＋シャーナルフィアですー。よろしくどうぞー」

「我は『レーザー』Ａ＋ランク、広こう兼けんだ。失礼だがさっそく本題に入らせてもらう。この町の領主は国が定めることが決定した」

「それには及およばん。私が父の跡を継ぐ」

「それだけは絶対にないですよー。天地がひっくり返ろうとないですー。そもそも、今回の用件が五つあるんですがー、その中の半分以上あなた、クダラさん関係ですよー」

「私の？」

「まず、一つ目。現時点を持ってクダラ・モスカをコロイドの町冒険者ギルド、ギルドマスターから解任する。これは決定事じ項こうである」

「なぜ私が！」

「親が領主なのをいいことに、その権限を利用してかなり色々やっていましたよね？　調べはついています。ギルドはそもそも独立組織。権力の介入を認めないというのは創立からずっと続いているものです。それを破ったあなたの罪は重いですよ。ギルドマスターの解任だけではなくＦランクへの降格も決められています。ああ、そういえば今回のことでも冒険者ギルドとしては対処に動いていないことも報告がありましたね」

「総ギルドマスターからの通達はそれだけですねー。じゃあ二つ目にいきますがー、あなたの実家、モスカ家の爵しやく位いの剥はく奪だつですー」

「なんだと！」

「税金の不正利用、不正な搾取、仕事の放ほう棄き、権力の悪用、殺人、書類の改かい竄ざんなどなど、数えきれないくらい埃ほこりが出てきましたよ。さらに、今回のことでもまともに対応せず、騎き士し団だんが独自に対処しており、自分はありもしない用事で町の外に出て、その際に多くの者が亡くなっています。中には貴族もいたみたいですね。一部の家からいろいろと来ていますよ」

「そん……な……」

「あなた自身も捕ほ縛ばくします。あなたの家がでっち上げた罪で奪った武器を返してもらわないといけませんからね」

「な、何を言っている！　そんなものはありはしない！」

「元Ｓランク冒険者、ユウカ・コトブキ様の刀ですよ。あなたが持っていることはわかっています。それに、ありもしない罪だったということも。ちなみに、今の彼かの女じよはあなたよりも上の地位についています」

「王都の騎士訓練所の所長なんですよー。たかが一貴族が何かできるような方ではありませんよー。あ、もう貴族ですらないんですよねー。失礼しましたー」

「私はそんなこと認めない！」

　クダラは『レーザー』の三人に向かって走り出した。その手には忍しのばせておいたのだろう短たん剣けんが握にぎられていた。武器の持ち込みは禁止されているはずだろうが！

「なめないでもらえますかー？」

　次の瞬しゆん間かん、ハリセンが振ふりぬかれ、クダラが崩くずれ落おちた。体は痙けい攣れんし、ブクブクと泡あわを吹ふいている。

「いやー、私たちはーこれでもＳ－やＡ＋の冒険者ですよー？　あなたみたいにー、人の武器と金で上がった連中と一いつ緒しよにしないでもらえますかー？」

「広兼」

「うむ。『汝なんじ、其を縛しばれ』」

　手甲をした男の魔法で、鉢巻が頭から離れてクダラを縛りあげていく。

「これで大半は終わりましたね。残る二つは主にあなたです。ヘレン・アクトベルト殿どの」

「俺おれか？」

「はい。王国はあなたをこの町の領主として任命するそうです。これまで政務はあなた方騎士団でやっていたということですし、実際にやることはこれまでと変わりないと思います。領主の印鑑をあなたの管理に変更するくらいでしょうか。外の貴族とのやり取りはしばらくは大丈夫だと思います。あちこちが手を引いていますし」

「手を引く？」

「まあいつまた襲おそわれるかわからないですからね。そんなところをほしいという方はいませんよ。それに、あなた方のこれまでの頑がん張ばりも要因として挙げられます」

「騎士団としてあちこちで活動していたみたいですねー。いやー、よくやりますよねー」

「近きん隣りんの町からは手を出すどころか無む償しようで援えん助じよをという声も上がっている」

「一方で、この町に派遣されていた貴族の中にはご子息を戻すという話が多くありますね。あ、こちらリストになっています。ご確認ください」

　俺はいくつもの名前の載のったリストを受け取った。文官として派遣されたやつがほとんどだが、一部騎士団所属の者もいるようだ。

「最後なんですがー、今回の件で冒険者が協力していますよねー？　誰ですかー？」

「たまたま町に来ていた冒険者だ。あまり貴族にいい感情はもっていないようで、彼らの願いでもあるから個人名までは伝えられない。どちらかと言えば自由に生きていたいとな」

「登録はしていたみたいですよ」

「登録しているならいいんですよー。ギルドとして一応確保したとも言えますしー。それに、あんまり自分の名を誇こ示じしないのもいいですよねー。誇示するような人は一部の例外はいますが上の方には登れませんもんねー」

「地位に固こ執しつするような者では、いずれくる壁かべを越えられぬ。我もまたその一人ではあるが」

「あなたが固執してるのは地位じゃなくて小さい子でしょーがー。このロリコンめー」

「小さき者の何が悪い！　あの愛らしさを護まもるためであれば、我は修しゆ羅らにでもなろう！」

「そこまでにしなさい。シャーナルフィアも変わらないでしょうが。では用件は以上になります。新しいギルドマスターは一月以内に来ます。二人とも、刀を回収しに行きますよ」

　二人が先に部屋を出る。そして、リーダーの男は出る前に俺の耳元でぼそっと告げた。

「私たちの知り合いにもここの出身者がいます。本当に無事でよかったと心配していましたよ。ここの町のことをよろしくお願いします」

　言うだけ言って、男も部屋を出て行った。残されたギルド幹部たちは皆みな呆ぼう然ぜんとしているし、リュウたちは俺の方を見ていた。しめないとだめか。

「とりあえず、俺が新しく領主となる。反論はあるか？」

　誰も何も言わなかった。

「よし、じゃあ明日の朝には正式に町中に発表する。仕事に関しては基本は今まで通りだ。ただ、一部の文官も実家の方に戻ることになる。人が足りなくなって厳しいと思うが気を引ひき締しめていくぞ。ギルドの方は、俺は介入しない。お前らは完全な独立組織なんだからな。ただ、お前らが中心となって、ちゃんとしたギルド経営をしろ。王都への報告書には、問題点は嘘うそ偽いつわりなく書いていくからな。その辺は頭に入れておけ。では解散！」

　最後の方は脅おどしのようになってしまったが、ここまで言って適当なことをやったならその時は処しよ罰ばつする理由になりえる。魔族のことでも動かないといけないのに、これから忙しくなるな。




　そして、コロイドの町は新しく生まれ変わっていくのだった。







第三章　イリアスの町







　コロイドの町を出て数時間、俺たちは森の中を歩いていた。既に日は暮れかかっていて、木々の間から見える空の色はオレンジ色に変わっている。

「今日はもう野宿だな」

「そうだね。なら少し道から外れて場所探さないとね」

「私は昔何度もしたけど、二人は野宿の経験は？」

「私はあるよ。三か月も冒険者やってるからね」

「俺はないな。大体結界はってごろ寝ねだったから」

「不用心だね。でも、今日はテントで寝れるよ」

「お前な、この人数で寝れるテントじゃないだろ？　それに、あったとしても俺は離れて寝るから」

「提案は却下されましたー。二人分のスペースくらいしかないけど、つめれば三人寝られるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「最悪二人横になれれば私かマナが上に乗るから問題ないね」

「それ俺が寝づらいんじゃ」

「そうだよね。ならさっそく準備しないと」

　俺は最後まで口をはさむことができずに準備に取とり掛かかることになった。なんとか結界を駆く使しして離れて寝よう。じゃないと危ない気がする。だって捕ほ食しよく者しやの目をしてたもの。

　そして、しばらくして夜営の準備が終わった。と言っても、テントを立てて、集めてきた木に弱めの『ファイア』で火をつけるだけ。木はここ数日雨も降ふってなかったみたいだから乾いていてそこら辺にあるのでよかったからすぐに集まり、ついでにマナが晩飯まで確保してきた。近くの茂しげみに隠かくれていたラフラビットを狩かってきたのだ。なんでも隠れながらもりもりと草を食べていたせいでお尻しりが出ていたそうだ。ちょっと見たかったな……。

　薪まきをくべた火を囲みながら、ヒツギの棺かん桶おけを椅い子す代わりにして晩飯を食べ、明日からのことについて話していると、あたりも完全に暗くなった。

「さ、まずはメイが寝てね。それから私たちが寝る場所をじゃんけんで決めるから」

「まてまてまてまて、だから、俺は離れて外で寝るって」

「えー、そんなのつまんな……寂さびしいじゃんか。一緒に旅してる仲間なんだよ？」

「そうだよメイ。その調子で、これからも自分だけ離れて寝るつもり？」

「うっ、それを言われると……」

　男女であるという点を無視して言えば、このまま一人だけ離れて寝るというのは仲間という観点で見て壁を作っているようにも見える。今回は野宿だからお金はかからないけど、町の宿に泊とまるとなると話は違ってくる。前回のコロイドの町では押おし通されて一緒の部屋に泊まった……というか気が付いたら一緒の部屋になっていたが、俺の意識がはっきりしてれば多分別の部屋をとっただろう。俺は一人で寝るのが寂しいとかそう言うのはないが、お金はより多くかかる。現状、俺とヒツギはほぼ無一文のようなものだから、昨日の宿代もマナが払っている。いつまでもこれじゃ申し訳ない。そうだ。

「そういえば夜営ともなると見張りがいるよな。俺が最初にやるから二人は寝ててくれ。交代でやれば狭せまくもないから二人きりで寝れるだろ？　な？」

　俺としてはなかなかいい案だと思ったが、それを聞いた二人はさっと集まってひそひそと話し合いを始めた。二人きりという言葉が効いているようで、賛成する流れになっているのが聞こえてくる。よしよし。

「決まりでいいか？　なら早く寝た寝た。交代するときは起こすからな」

「私が先に変わるからね。……メイと二人きり」

「じゃあお願いね。……邪じや魔まの入らない密室」

　物ぶつ騒そうなことが聞こえてきたが気のせいだな。そう思わないとやっていけない。

「おやすみー」

　俺はテントに二人を押し入れて入り口を閉じる。そして、棺桶に腰こしかけながら手元の木の枝をぽいっと火の中に投げ入れる。ぱちぱちと音を立てて燃え盛る火が暖かくて眠ねむ気けを誘さそうが、我が慢まんしないとな。そして数分がたち、俺は自分のステータスを確かく認にんし始めた。

　オークの殲滅、もといコロイドの町の防衛戦では、三百体近いオークを倒たおした。マナのところも同じくらいいたらしいが、これだけ倒すとやっぱりレベルは大きく上がっていた。しかし、狙ねらい通りとはいかなかった。格かく闘とう家かのレベルがマックスまでいかなかったのだ。獣じゆう人じんを有効化したかったのにこれではできないじゃないか。ヒメと会話できるようになれるかもしれないと思ってたのに。

　だが、スキルの方はかなり豊作だった。『ライトLv１』『体術Lv２』『分ぶん裂れつ弾だんLv２』『ためるLv２』『エアロLv３』『鬼おに切きり』『ＭＰ自動回復Lv１』と、既き存そんの物のレベルが上がったのが大半で、新規の物は二つしかなかった。だが、新しくスキルの習得方法も見つかった。

『条件：スキル『防ぼう御ぎよ』『硬こう化か』　職業『戦士Lv30』を達成しました。

　二つのスキルを統合します。

　スキル　堅硬防御Lv１を習得しました』

　戦せん闘とう後に俺の中に流れたアナウンスだ。一定の条件を満たしたことで二つのスキルが統合されたわけだが、これはめちゃくちゃ嬉うれしかった。意味の分からなかった『防御』スキルが、統合されたことで意味を持ってくれたのだ。『堅硬防御』は防御力を常時五％上じよう昇しようさせるスキルだった。そもそもパラメータは大とか小とかだから正確なものはわからないが、まだレベルが上がれば％はさらに上がるだろうし、今後防御力はモンスターを喰らってさらに上がると考えるとわくわくするな。ただでさえ呪いを吸収して大きく下がったところだから、嬉しいことこの上ない。

　とりあえず、いろいろと考えてみて今後の目標はいくつか定まった。

・防御力の不安を解消すべく、防御上昇になるモンスターを喰らう。

・デメリットもあるけどメリットもあるから呪い装備を探す。

・ヒツギの棺桶の強化も含ふくめた戦力強化。

・いつまでも棍こん棒ぼうは嫌だから武器の確保。

・たくさんモンスターがいるらしいし、ダンジョンの攻こう略りやく。金策にもなりそうだし。

・地球に帰る方法を探す。ただし、望みは極きわめて薄うすい。

・ヒメをモフる。ヒメはかわいい。

　こうして、俺はステータスとスキルを見ながら朝になるまでいろいろと考えていた。




　コロイドの町を出て二日、時刻は既に夕方に差し掛かっていたが、急いだこともあって、俺たちは次の町に到とう着ちやくした。

　昨日の夜営の際に「なぜ起こさなかった！」と怒おこられはしたが、起きなかったんだからシカタナイヨネー。

　この町はコロイドの町から見ると北側にあり、オークたちの影響なのか、モンスターの襲しゆう撃げきは一度もなかった。途と中ちゆうで一度だけラフラビットが草をもりもり食べている光景を目にしたけどかわいかったなぁ。あとおいしかった。

「イリアスの町へようこそ。身分証の提示を」

　この町もコロイドの町と同じように壁に囲まれており、東西南北の門からしか入ることはできない。ここは西門だが、そこにも当然門番がおり、身分証が必要だった。

「三人とも冒険者だ。これでいいか？」

　俺たちはギルドカードを取り出して門番に渡わたす。彼は一枚一枚確認すると、俺たちに返す。

「よし、通っていいぞ。若いのにＣ－ランクもいるとは驚おどろいたな。ダンジョン目当てか？」

「ああ。コロイドではダンジョンはなかったからちょっと楽しみにしてる」

「この門に来るってことはそうかなとは思っていたが、やっぱコロイドから来たのか。最近オークに襲われたと聞いたが大丈夫だったのか？　騎き士しに数人死人が出たという話は聞いたが、コロイドから来たのはお前さんたちが初めてでな」

「一部逃にげようとして町から出た人と騎士団の数人が死んでしまったみたいですけど、一いつ般ぱん市民の方には死人は出なかったみたいですよ」

「そうか。俺も知り合いがいるが、連れん絡らくがつかなくてな。心配してたんだ。でも、無事なら手紙でも送るかな」

「それがいいと思いますよ」

　マナが笑え顔がおで受け答えしているうちに俺はヒメを召しよう喚かんする。ヒメは出てすぐに俺の体を駆かけ上あがり、頭の上定位置でだらーんと落ち着いた。まあ足は見えるからいいかな。

「あ、コロイドでいいと言われたんだが、ここでもこいつはいいか？」

「なんだ、従魔使いか？　ちゃんと模様もあるな。すべての町で通用するから毎回確認はしなくてもいいと思うぞ。わかっているだろうが、暴れさせないでくれよ」

「ヒメはそんなことしないさ。襲われた場合は確約できないが」

「ここは冒険者が多いから、その辺は気をつけてとしか言えないなあ。できるならさっきみたいに隠しておくと騒さわぎにならないと思うぞ」

「そうするか。あと、冒険者ギルドってどこにあるんだ？」

「入ってまっすぐ行ったところだな。ここからだと比較的近いぞ。明日になるだろうが、門から出入りするときには身分証の提示がいるからな」

「わかった。ありがとう」

　俺たちは門番に礼を言ってイリアスの町に入って行った。




　町に入ってすぐにギルドに行こうかとも思ったが、まずは宿をとることにした。時間も時間だし、これからダンジョンに行ってもすぐに帰ってくることになりそうだしな。

「それにしても、飲食店ならともかく、この時間でもまだお店はやってるんだな」

　俺は道沿いに並ぶ店を見ながらそう呟つぶやいた。外から何の店かわかるところが大半で、どこの店もまだ明かりがついていた。武器屋とか夕飯前にはしまっててもおかしくないと思うんだけどな。

「これくらいの時間はダンジョンから帰ってくるような人が多いからね。明日に備えて武器の整備だったり、使っちゃった道具の買い足しとか、結構稼かせぎ時だったりするんだよ」

「なるほど。なら二人は先に買い物に行くか？　宿なら俺がとってくるけど」

「メイお金もってないじゃない。ヒツギも使えないお金だけだし、しばらくは私が払はらわないとダメでしょ？」

「ごめんね、マナ」

「ほんとにすまん」

「いいって。二人はずっとダンジョンにいて、お金を稼ぐ余よ裕ゆうなんてなかったんだし」

「オーガたちがお宝を集めてればなあ」

「谷底にあるようなダンジョンでどうやってお宝を集めるのよ。ほら、宿が見えてきたよ」

　途中でギルドの前を通り過ぎてさらに中央の方に進むと、一軒けんの宿屋があった。その名もいぬいぬ亭てい。ねこねこ亭と似た感じかな？

「すいません、宿しゆく泊はくしたいんですが空いてますか？」

「はいはい、何名様ですか？」

　俺が声をかけると、カウンターの奥おくから犬獣人の男性が出てきた。

「三人です。部屋はふた――」

「一つでお願いします」

「……三人部屋で」

　無む駄だな抵てい抗こうはしない。財さい布ふを握っているのはマナなのだ。

「現在三人部屋は空いておりませんので、一部屋となりますと四人部屋になってしまい、値段が少々高くなってしまうのですがいかがなさいますか？　二人部屋と一人部屋のほうがお安くなりますが」

「なら二部屋でお願いします。安いならそっちの方がいいよな？」

「うーん、そういうことなら仕方ないかな。五日分でいくらですか？」

「一人部屋が一泊ぱく銅貨十枚、二人部屋は二十枚ですので、五日分ですと銅貨百五十枚になります」

　よく考えてみたらねこねこ亭の時は気絶してたから高いのかどうかわかんないな。

「朝食とかはついてますか？　あとお湯もほしいんですが」

「朝は六時から八時、夜は十八時から二十時までは奥の食堂でとることができます。それ以外の時間ですと有料になりますのでご注意ください。お湯は大中小と大きさがございますが、桶おけ一いつ杯ぱいでそれぞれ銅貨十枚、五枚、三枚でございます。いかがなさいますか？」

「これってどうなんだ？」

「安い方だと思うよ。中をもらえますか？　五日分と合わせて銀貨で」

「ありがとうございます。では……銅貨三十五枚のお返しですね。ご確認ください。お部屋まではこの二人に案内させます」

「「ではこちらです（ワン）」」

　やってきた二人の小さいほうがワンと言ったのを聞いて受付の人があちゃーと頭に手をやる。まあ聞かなかったことにしよう。

「あ、メイ、部屋確認したら私たちの部屋に来てね。明日のこととか確認したいし」

「了りよう解かい」

　俺たちはそれぞれの部屋に案内され、俺はすぐに二人部屋の方に向かった。

　マナたちの部屋では、明日買いに行くものを話し合って、マナに生活魔法を少し教わった。教わったと言ってもマナが実際に使って、それを喰くらうという変わった方法ではあるが、『アイス』『ホット』『ウォーター』『クリーン』となかなか便利なスキルを習得できた。中でも『ホット』なんかはうまくやれば戦闘にも応用できそうだ。実際に加減を間ま違ちがえて手を火傷やけどしてしまい、マナにめちゃくちゃ怒られた。あの迫はく力りよくには逆らえない。

　次の日の朝、目を覚ますと一糸纏まとわぬ二人の姿が……なんてことはなく、普ふ通つうに一人で起きた。ぐっと背せ伸のびをして着き替かえを済ましてのんびりしていると、扉がノックされてマナたちが入ってきた。向こうも準備が終わって朝食に呼びに来たそうだ。

　俺の部屋は二階なので、二人と下の食堂に降りていくと、席はそれなりに埋うまっていた。やはりというか、商人よりは冒険者といった感じの人が多く、中には昨日ギルドの前を通り過ぎた時に見た人もいた。

　この宿の朝食は宿しゆく泊はく客きやく限定のバイキングのような形式で、自分で好きに選べるようになっていた。夜は一般にも開放しているから違ちがうらしいが、夜も量が多く、冒険者にはかなり人気なんだとか。

　三十分ほどおいしい料理を堪たん能のうした俺たちが宿を出るころには他の冒険者たちはもう誰も残っていなかった。起きてきたのがそもそも遅おそく、時間内ではあるがぎりぎりだったようだ。

　午前中には全部そろえたかったこともあってさっそく店に行った俺たちは特に何事もなく買い物を進めて行った。呪のろわれた防具を勧めてくるドワーフとかもいなかったしな。桶おけとかタオルとか、マナはすでにいくつか持っているみたいだったから俺とヒツギの二人分だが、服や皿などはそれなりにたくさん買った。もともとそのつもりで予算をある程度多目に考えていたから別によかったのだが、予定外の物も買ってしまったから結局予算オーバーしてしまった。だが、その予定外の物が個人的にはかなり重要だ。四人用の大きなテント。これで仮に一緒に寝ることになってもくっつかずに寝られるし、場合によっては二人にはこの大きいもので寝てもらって、俺は以前のもので寝ればいい。言葉巧たくみに何とか説得した成果だ。その分今日は頑張らないといけないな。

　個人の物は各おの々おののアイテムボックスにしまい、桶や皿なんかの共有する物は俺のアイテムボックスにしまった。一番余裕があったしな。そのため、宿に荷物を置きに行く必要もなく、お昼を食べた後、俺たちはギルドに向かった。




　イリアスの町のギルドは、コロイドの町よりも規模は大きいが、中はほとんど変わらない。受付があり、奥に酒場がついていて、壁かべ際ぎわには依い頼らい掲けい示じ板ばんがある。とりあえずは受付でダンジョンの話を聞かないとな。

「依頼の受付ですか？　でしたら掲示板から紙をとってきてくださいね」

「いえ、ここの近くにあるダンジョンについて聞きたいのですが」

「あ、失礼しました。でも、今はあんまり大きな儲もうけは期待できないかもしれませんよ」

「どういうことですか？」

「つい先日になりますが、王都にて召喚された勇者様一行がここのダンジョン『アントホーム』のボス、キングアントの討とう伐ばつに成功したんです！」

　受うけ付つけ嬢じようさんは若じやつ干かん興奮気味に答えた。顔が心なしか赤くなっているようにも見える。

　そのままのテンションで捲まくし立たてながら説明を続けていった。正直天てん上じよう院いんに興味はないし、話に若干の違い和わ感かんを感じる場面もあるが、そこに触ふれていたらおそらく長くなりそうだからやめておいた。

　結局、話をまとめてみると、ほんとについ先日、勇者一行の六人がイリアスの町にやってきた。その日のうちにここでダンジョンの話を聞き、ダンジョンに向かおうとしたが、酔よった冒険者に絡からまれて、よくわからないが受付嬢さんを賭かけて戦うことになったらしい。天上院はあっさりとその冒険者を下し、ダンジョンに向かった。

　その日には六人とも戻もどってこず、何かあったのではないかと騒ぎになったが、その次の日には全員揃そろって町に帰ってきた。ギルドで売るためにアイテムボックスから物価が若干下落しかねないほどの数のアント系の素材を取りだしていくと、始めはポーンアントなどの上層で出てくるものだったが、次し第だいに下層で出てくる上位種アントの素材が多くなり、最後に出された物がすごかったらしい。なんと、ここにダンジョンができてから今まで確認自体はされていたが、ずっと討伐されずに最下層の十五層でボスとして君臨し続けていたモンスター、キングアントの物だったのだ。素材として甲こう殻かくなどの一部は極ごく稀まれに宝箱から出てくることもあるそうだが、天上院が持ってきたのはバラバラにして持ってきたキングアントの死体そのもの。今のここのギルドマスターもそのキングアントに挑いどんで命からがら逃げ帰った経験のある人で、その人が確認したから間違いないみたいだ。

　そんな風に一夜中、徹てつ夜やでダンジョン攻略をしていた天上院たちは、疲ひ労ろうもあってコアの回収をせずに帰って来たらしい。そもそもコアってなんだろうか。

　その後、すべての素材を売って彼らは町をあとにしたそうだ。最初に言っていた今は儲けられないという話も、そこで売られた素材がまだ市場でさばき切れておらず、今は買取の額が少し落ちているからなんだそうだ。ちなみに、まだダンジョンそのものの話は聞いていないが、すでに一時間が過ぎていた。ここからダンジョンの話を聞くと、狩りに行く時間がなくなりそうだ。

「ついこの間もオークの群れにコロイドの町が襲われて撃げき退たいしたって言うし、それもきっと勇者様がやってくれたのよ！」

　ついにピークに達したのか、ギルド中に響ひびく声で高らかに叫ぶ。時間的に無理だとか、撃退したのは騎士団と俺たちだしとか突っ込みどころはあるがやめておこう。よく見てみると似たような雰囲気の人がちらほらといるし、触らぬ神になんとやらだ。

「あのー、そろそろダンジョンの話を聞かせてもらっていいですか？　勇者の話はもう、いいので」

　そう話を切り出したのはマナだった。「もう」の後に一いつ瞬しゆんの間があったのはおそらく「どうでもいい」と言おうとしたのだろうが、そこまでは言えなかったようだ。

「仕方ありませんね。まだ一割も語り切れてないのですが」

　まだ一割とかほんとやばい。さすがにあと九時間は聞きたくないぞ。というか、天上院がこのギルドとかかわったのって最初と最後だけじゃないの？　それなのにあと九時間も何を語るというのか……。

「えっと、ダンジョンについてはどこまでご存じで？」

「冒険者になったのは最近なので最初からお願いします」

「かしこまりました。ダンジョンの成り立ちとかそういう話もありますが、冒険者の方は興味ないでしょうし割愛しますね。まず、ダンジョンはこの世界のあちこちにあるのですが、現在確認されているダンジョンのほとんどは周辺の国によってある程度管理されており、ここ、イリアスのように迷宮ダンジヨン都市として存在しています。ダンジョン自体は最下層に設置されているダンジョンコアによって管理されており、それが取り外されると、ダンジョン自体がなくなるわけではありませんが、そのダンジョンからは新たにモンスターも宝箱も生まれなくなります」

「それなら迷宮都市なんてすぐになくなるんじゃあ」

「はい。ダンジョンが各地に生まれ始めた頃ころはそうだったみたいですね。ですが、二代目の勇者様のパーティメンバーの賢者様と呼ばれる魔ま法ほう使つかいによってダンジョンコアを操作する魔法が確立されていますので、一度回収したダンジョンコアを、各国王都にある研究所で処置して元の場所に戻されます。一度処置をしてしまえば、ダンジョンにもよりますがモンスターの種類などを操作によって限定しますので、あまりに危険なモンスターなんかは出なくなるように調整する場所もあるそうです。クリムゾンタートルの群れなんか対処できないですからね」

「クリムゾンタートルがどんなのかは知りませんが、ここのダンジョンも既すでに攻こう略りやくが？」

「いえ、まだなんですよ。ですが、ボスであるキングアントは一度討伐されましたし、勇者様がその素材を丸々持って帰ってくださいましたから、それで作られたより性能のいい武器、防具が出回るはずです。そうなればまた別のボスも討伐されるでしょうし、その時こそはダンジョンコアも回収されるでしょう」

　そうそううまくいかないと思うのは俺が変なのかな？　よくわからないけど、キングアントの素材を持ち帰ったことでよりよい装備ができるというのは間違いないのだろう。しかし、その装備というのはかなりの額になるだろう。それを買うための金を用意できる冒ぼう険けん者しやがどれだけいるのかはわからない。今は素材の買取金額が下がっているし、ここで稼げないから他でという冒険者はそれなりの数がいそうだ。変な貴族が屋敷に飾るためとかで買い占めるとかしなければいいが。

「ダンジョンによって階層数は違いますが、『アントホーム』では十五層が最下層です。ダンジョンでは、次の層に通じる扉とびらや階段があり、そこを通って奥に進んでいくことになります。中には各階層にワープするための転てん移い陣じんや装置が設置されているものもありますが、『アントホーム』では五層、十層、十五層と、五層ずつしかありませんので、保存食や水なんかは多めに持っていってください。『アントホーム』のモンスターはアント種ばかりで食べられるものはいませんから」

「食べ物というと、ダンジョンってモンスターが出ない場所とかもあるんですか？　夜営するとしても、あるのとないのとではかなり違いそうですが」

「はい。どんなダンジョンでも各層一か所ずつあると言われています。安息所と呼ばれていますが、なぜそのようなスペースが存在しているのかはわかっていません。よろしければ地図を購入なさいますか？　『アントホーム』では滅多に改変は起きませんし、ギルドでは十五層までの地図が作成されています。安息所の場所も記載されていますよ」

「いくらですか？　今あまり手持ちがないので」

「銀貨十五枚になります」

「一層につき銀貨一枚ですか？」

「いえ、低い階層ではそこまで高くありません。一層などは銅貨三十枚ですし、階層が進むほど高額になります」

「五層までだといくらですか？」

「銀貨二枚と銅貨五十枚です」

「それくらいなら払えますね。銀貨三枚で」

「はい。銅貨五十枚のお返しですね。こちらが地図になります」

　受付嬢さんは銀貨を受け取り、カウンターの下から地図と銅貨を取り出した。

「そういえば、皆みなさんは三名のようですし大丈夫そうですが、ダンジョンでは七人までしか同時にボスに挑むことはできません。注意してください」

「従じゆう魔まも含まれるんですか？」

「従魔に関しては若干曖昧なところがあります。コピービートルみたいな群体で存在するモンスターなら大丈夫という話があったり、ボスが出現してからならば召喚できるという話があったりしますし、出たとこ勝負という感じは否めないですね。試ためしてみて、だめでしたとなった場合が悲惨なことになりかねませんから、おすすめはしません」

「まあ基本この三人ですし、七人以上なんてことにはならないと思いますんで大丈夫です」

「そうですか。他には何かありますか？」

「ダンジョンってどの門から出ればいいですか？」

「南門を出てすぐのところですよ。それではご武運をお祈りします」

　俺たちは礼を言ってギルドをあとにした。そして予定よりもだいぶ遅くなってしまったが、ダンジョンに挑むために南門に向かった。




　南門まで来て、門から出ようとしたら門番に止められた。

「あんたたち、ダンジョンに行くならここに記入をしといてくれ」

　いきなり渡されたのはたくさんの名前の書かれた紙だった。

「町の意向で、一応人数の確認だけやっているんだ。初回だけだし、名前の記入は任意だから、冒険者とだけ書いていくやつも多い。そもそも文字が書けないやつも多いしな」

　そう言われてよく見ると、半分以上が冒険者と書かれていた。俺たちも同じでいいな。

「……よし、もういいぞ。命は大切にな」

　あっさりと用事は終わり、ダンジョンに向かった。ダンジョンまでの道は一本道で、きちんと整備されており、途中に獣道はあっても分岐はない。道に沿ってまっすぐに進んでいき、五分足らずで目的のダンジョンにたどり着いた。




　迷宮都市イリアスのダンジョン『アントホーム』。名前の通り、アント系モンスターの巣そう窟くつになっており、ダンジョンコアは健在。ギルドの定めたダンジョンランクは、五層ごとに出現するボス以外という条件ならばＤ－とそれほど高くはない。

　ダンジョンランクはそのランクの平均的な冒険者七人のパーティならば怪我けがの有う無むや大小はあるが、犠ぎ牲せい者しやを出さずに攻略が可能であるという判断がされたものだ。あくまで基準であるし、そもそも平均的と言いつつ、前衛、後衛、中衛、回復役、罠士と、ダンジョンにおいて必要と考えられている人員が完かん璧ぺきに揃ったパーティであるという仮定そのものがおかしいという意見もあるらしい。それでもダンジョンランクよりも下の場合は入ることすら許されないダンジョンもあるとマナが言っていた。ここはそんなことないけどな。

　ダンジョンの入口はただの洞どう窟くつのような感じで、大きな岩に穴が空いているだけに見える。大きさは高さが三ｍくらいで横よこ幅はばが四ｍくらいだ。

　その入口がある広場はかなり混み合っていた。

「道具の買い忘れはないか！　回復薬一つ銅貨八十枚だよ！」

「ポーターはいらないか？　アイテムボックス持ちだから量は保証する！」

「当方戦士！　魔法を使える者はいないか？　一緒に参ろうではないか！」

「罠の解除なら任せてくれ。誰だれかパーティを組まないか？」

　そんな感じで商人もいれば冒険者もいる。荷物運び的な人もいるようだ。商人は多少高くても売れる稼ぎ場として。一芸に特化した冒険者は欠点を補える者を求めて。今も目の前で四人組の冒険者がポーターと名乗る男性に声をかけて連れて行った。俺おれたちはそんなことをするつもりはないが、こういう形もあるんだな。

「よおあんちゃんたち、見るところ前衛が不足してるみたいだし、俺と組まないか？」

「バッグとかも見当たらないし、ポーターはいらないか？」

　たまたま足を止めていたのを人探しと思われたのか、俺たちにも声がかかる。

「あー、生憎そういうのは間に合ってるんだ。他を当たってくれ」

「そうかい。ま、用があれば呼んでくれ」

「ポーター便利なのになー」

　彼かれらはあっさりとひいてくれた。のんびりしていると他のやつも声をかけてきそうだし、俺たちはダンジョンの入口の列に並んだ。




　　　◇◇◇◇




　私たちは、その昔あるダンジョンの四層を任されていた。

　餌えさがなかった。

　主は何もしなかった。

　獲物が全く来なかった。

　主は何もしなかった。

　四層が三層になった。

　主は何もしなかった。

　三層が二層になった。

　主は何もしなかった。

　私たちの階層が地上とつながった。

　主は何もしなかった。

　下の階層が次々となくなっていった。

　主は何もしなかった。

　そして、私たちもついには主を見捨てた。

　主は、それでも何もしなかった。

　私たちはたどり着いたこの地に根を生やした。

　餌は十分にある。

　しばらくして獲物も多く入るようになった。

　その分やられてしまう者も増えた。

　それでもこちらが仕留める数もまた多かった。

　つい最近になり、ずっと感じていた主の魔ま力りよくが消えた。

　私は奥に潜り、卵を産んで、兵士を育てる。

　上はともに主の元を去った仲間に任せればいい。

　すでに数は揃った。

　質も十分に高い者がいる。

　新種の兵士も増えた。

　魔法が使える者もかなり多くなった。

　いつしか巣穴はダンジョンになり、コアから兵士が生まれた。

　多くを倒したものは進化を果たした。

　上位種もまたコアから生まれるようになった。

　私も進化を果たした。

　右みぎ腕うでとも呼べる彼と同種すら生まれるようになった。

　長く待った。

　ついに彼が倒された。

　先には進まなかった。

　私たちはまだ耐えよう。

　ほら、また一組獲物が入ってきた。

　今度の獲物はどうだろうか？




　　　◇◇◇◇




　ダンジョンの一層に入ると、外とは雰囲気ががらりと変わった。空気が淀んでいるというつもりはないが、洞窟というだけあって外のような清々しい感じはない。

　ダンジョンを進み続けて、あと少しで次の層というところまで来た。途中、大きな広場に出たり、行き止まりの通路に隠れるようにある横穴を見つけたりしたが、一度も戦闘がなかった。たくさんモンスターと戦って戦力強化をするためにダンジョンに来たのに……これじゃあ意味がない。

「地図によると、ここを右に行けば次の層への階段があるんだよな」

「そうだね。それで左にはモンスターハウスのトラップがあるって。地図にでっかく『注意』って書いてあったよ」

「モンスターハウスは運次第でほんとに危なくなるからね。数もそうだけど、質って意味でもね。まあ一層のモンスターハウスでとんでもないものが出るとは思わないけど」
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「どうする？　俺としてはここまで戦いもなかったしそっちに行ってみたいんだが」

「まあ一度も戦わずに二層に行くのもどうかと思うし行ってみる？」

「じゃあ決まりだな。素材的な意味合いでもできるだけ炎ほのおの魔法はなしな」

「わかってる。ただでさえ価格が下がってるって話なのに、焦こげ付いててさらに下がったら困るし。ただ、もしもの時はすぐに使うからね」

「当然だ」

　俺たちはモンスターを求めて左に曲がっていった。そしてしばらくまっすぐ進むと、大きな広場が見えて、そのぎりぎりで止まった。ここから一歩前に出て広場に入った途と端たん、大量のパワーアップアイテム……もといモンスターが出てくるはずだ。アント系と戦ったことはないけど、でかい蟻と考えればいいのかな。

　ヒツギとマナはいつも通り棺桶と杖つえを構えているが、俺はダンジョンに入ってからは両手に折れてない棍棒を常に持つようにしていた。戦闘が始まってから取り出していてはどうしても初動が遅おくれてしまうし、二本あれば片方が折れてもなんとかなるしな。頑がん丈じようそうなものを選んではいるけど、所しよ詮せんオーガやオークの使っていた棍棒だしすぐに折れるだろう。

「準備はいいか？」

「問題なし」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　二人の返事を聞いて、俺たちは広場に足を踏み入れた。

　三人が広場に入った途端、すぐ後ろの入口が岩でふさがれ、退路が断たれた。そして広場の奥に通路と同じくらいの大きさの穴が開き、大きな音でアラーム音が鳴り響いた。そして奥の穴から次々ととめどなくアントたちが出て……来なかった。そのままアントたちが転移してくるなんてこともなく、そのうちアラームも止んで、入口を塞いだ岩も消えた。

　警けい戒かいしながら俺たちは奥の穴に向かって進む。穴の付近まで来たが、何も起こらない。

「一応奥までいくぞ」

　穴はそれほど長くはなかったが、蛇のようにうねうねとしており、死角からの攻撃に警戒しながら進んで、結局罠もモンスターもなく、行き止まりまで来てしまった。

「あれ？　モンスターハウスは？」

「なかったね」

「ついさっき他の誰かが作動させて、すぐだったからうまく動かなかったのかもね。私たちだけがここのダンジョンに潜っているわけじゃないし」

「なら仕方ないか。入口もちゃんと開いてたし、次の階に行くか」

「次の階もこんな感じだったりして」

「それならそれでどんどん下に行くだけだな」

「いっそ攻略してみる？」

「そんな簡単に攻略できるようなことはないだろ。ゆっくり行こうぜ」

　俺たちはそんな話をしながら来た道を引き返していく。罠がないことはすでに調べているから来るときよりも早いペースだ。そして、広場が見えた。いや、見えてしまった。

「「「……」」」

　広場で蠢く無数の黒。自分たちが今戻って来た道にはいないが、広場の左右の壁かべにも穴が開いてわらわらと出てきている。中には体が大きなやつとか、体格が周りのアントたちとは明らかに違うやつ、武器を持っているやつ、そして一体しかいないがひときわ目立つデブなど種類は様々だ。

　うん、なんだかデジャヴだ。なぜ俺は忘れてしまっていたのか。たしかオーガたちのダンジョンでもまったく同じことがあった。あの時も奥の道を進んで、何もないと思わせておいて、戻ってくると大量のモンスター。油断させるのにほんとにいい手だ。

「ま、まあ多いけどいけるよな？　あのでかいのと目立つのは確実に喰らっておきたいな。どう見ても上位種みたいだし。『鑑かん定てい』」

『アント（アント種）

　ポーンアント（アント種）

　ナイトアント（アント種）

　ルークアント（アント種）

　ビショップアント（アント種）

　ハイアント（アント種）

　ファットアント（アント種）

　エルダーアント（アント種）

　ソルジャーアント（アント種）

　キングアント（アント種）』

　たくさんいるな。というか、一体おかしなやつがいる。キングアントだ。たしかこのダンジョンのボスって話じゃなかったか？　やっぱり違和感は当たっていたのかもしれない。

　俺が感じていた違和感。それはほんとにボスがキングアントなのかということだ。ギルドで話を聞いてからずっと思っていたことだ。地球の蟻は卵から生まれる。それはここでも変わらないはずだ。ダンジョンである以上、ダンジョンコアから生まれてくることもあるだろうが、ダンジョンになる前、あるいはダンジョンの外にいるアントたちは？

　俺の出した答えは『女王蟻メスがいる』というものだ。それが正しければ、キングアントはその女王蟻を護まもるための存在、つまるところ中ボスだろう。

　そしてもう一つ思うことはある。本当にそれはキングアントなのかということだ。ここのダンジョンでボスとしてキングアントが発見されてから先日討伐されるまで数年、もしくは数十年単位で戦い続けてきたそいつが進化していないわけがない。この眼で上位種に変わるところを二度も見ているから余計にそれを考えた。

「考えるよりは動かなきゃな。マナ、火もバンバン使っていいぞ」

「はーい。って、キングアントいるじゃん！」

「でもそんな強そうには見えないけどな。たぶん天上院が倒たおしたやつは変異種か上位種だと思うぞ」

「その個体が倒されたから、キングアントが出てくるようになったってこと？」

「その辺はこいつらに聞いてくれ。とりあえず数を減らさないと」

　すべてのアントが出終えたのか穴が塞がり、俺たちのすぐ後ろの穴も塞がった。入口はまだ空いているが、アントたちはそちらに行くような様子は見せずにこちらに向かってくる。武器を掲げる個体、口を大きく開けて向かってくる個体、魔法を使おうとする個体もいる。「『ダークランス』『アクアボール』『ファイアバレット』『エアロ』乱れ撃うち」

　俺の周りに黒い球体、水の玉、火の弾たま、風の玉とさまざまな魔法が展開されていく。特に制御したりするわけでもないそれらは向かってくるアントたちを仕留めていく。

「メイ、一人でやらないでよ。サンダーアロー」

「そうだよー。私遠えん距きよ離りだと戦えないんだから」

　そう言いながら奥で魔法を使おうとしていたビショップアントに雷の矢が襲い掛かる。ヒツギの棺かん桶おけから飛び出した針はアントたちを貫つらぬくことはできないが、手足をへし折り、甲殻に傷をつけていた。こないだのキャタピラー戦でそれほど多く撃てないことはわかってるし、ここからは肉弾戦になるかな。

「悪い悪い。でもかなり減ったろ？　ちょっとキングアント狙ってきていい？」

「いいよ。でも、ファットアントは焼き尽つくしてもいい？　あれは見ていたくないな」

　近づいてきたアントたちを棍こん棒ぼうと棺桶で弾はじき飛ばしながらマナの杖が示す先を見た。一番初めに出現した場所から一いつ切さい動いていないファットアントは、その手が届く範囲にいるアントたちを生きているか死んでいるかは関係なくつかんで、ボリボリと音を立てて食べていた。おい、お前が食べると俺が喰らえなくなるだろうが。

「速そつ攻こう焼却で」

「了解。ファイアバズーカ！」

「キィャャャアアアアアアア」

　特大の炎の塊がファットアントに直ちよく撃げきして、ファットアントから耳を塞ふさぎたくなるような金切り声が上がる。燃やされながらもアントに手を伸のばすファットアントは見ていて気持ち悪い。結局ファットアントは何もできずに死んでいった。アントのはずなのに肉の焦げる嫌いやなにおいがする。どうなってんだ？

　顔をしかめて、崩れていくファットアントを見ながら、棍棒で向かってくるアントをホームランしていると、鎖くさりの伸びたヒツギの棺桶が迫せまってきた。『小規模ワープ』で上に跳とんでかわすと、周りにいたアントたちを軒並み巻き込んで壁にぶち当てた。そこにマナの魔法によるトドメが加わり、残すはキングアントだけになっていた。

「がんばってねー」

「先に解体始めてるからねー」

　二人は完全に観戦モードにはいっていた。解体を始めてくれるのはありがたいが、そこは援護してくれるんじゃないの？

「キィィィイイア」

　キングアントも完全に俺をロックオンしていた。モンスターも空気をよむのか。

「スキルなしでどれくらい通用するか試させてもらうぞ」

　俺は両手の棍棒を強く握りしめ、キングアントに向けて駆け出した。

　改めてキングアントを見ると、普通のアントと比べてかなり大きい。普通のアントが大きいもので二ｍくらいなのに対して、こいつは四ｍ以上ありそうだ。そんな蟻が二本足で立っているのに違和感しかないが、その分厚い手足は人間の胴くらいはありそうだし、口は俺を丸のみにできるくらいの大きさはある。牙きばはかなり鋭そうだし、うまく折ってやればパラウルフの牙みたいに投擲に使えそうだ。手足の一本一本が先についている鉤かぎ爪づめのような部分のおかげでまるで鎌を持っているみたいだ。

　俺がじっくりとキングアントを観察していると、入口の方で何かが動いた。一瞬殺し切れていないアントがいたかと思ったが、よく見ると冒険者だった。こそこそとしているが何をやっているのだろう。マナたちが対応してくれるかな。

　キングアントが手を振ふり下ろしてくる。それを棍棒で右に弾き飛ばすと、続け様に違う手が振り下ろされる。それも反対の棍棒で弾くが、手数の違いによって向こうの攻撃が次々に襲い掛かる。一発防ぐごとに棍棒が削られていくのがわかるが、なかなか頑丈なのを選べたかな。

　リーチが圧あつ倒とう的てきに向こうの方が長く、その利を潰つぶすために距きよ離りを詰める。その間も何度も手を振り下ろしてくるが、棍棒ではじきまくる。ある程度まで近づいてくると、キングアントの攻撃を弾いた棍棒からミシッと聞こえた気がした。

　次の一いち撃げきで折れると判断した俺は、慌てずにその棍棒をキングアントの顔面に投げつけた。今にも俺に向けて振り下ろそうとしていた手を防ぼう御ぎよに回して防ごうとするキングアントだが、反応が遅れたせいか、その手が変な方に向いた。

「キィィイイアアアアア！」

　痛みで叫び声を上げるキングアントをよそに、『小規模ワープ』で下がって次の武器を取り出す。今度は錆さびた剣けんだ。棍棒よりは頑丈だろう。

　キングアントは、叫び声を止めると体を大きくのけぞらせた。そして、即そく座ざに何かを吐き出してくる。さらに後ろに下がってかわすと、俺のいた場所にキングアントが吐き出した液体が落ちる。そこからは煙けむりがあがり、地面が溶けていた。強酸といったところだろうか。いや、蟻だし蟻ぎ酸さんか？

　とにかく、受けたらまずいということは間違いなさそうだ。棍棒や剣なんかは喰らったら一発でなくなってしまう。一回しか見てないからはっきりとは言えないが、酸を使う際にはさっきのようにためが必要なはず。なら見てからでも避よけるのはなんとかなりそうだ。

　一度キングアントから距離をとったことで、さっきはなにやらごそごそやってるなとしかわからなかった冒険者たちも、何をしているのかはっきりと見えた。やつら入口の近くにある、俺たちが倒したアントたちを解体して売れる部分を自分たちの袋ふくろにつめてやがる。完全に泥棒じゃねえか。

　一方で、マナとヒツギの方を見ると、上位のアントを優先的に魔法も使いながら解体していた。俺用にソルジャーアントが使っていた剣などもよけてくれているみたいだ。きちんとこちらの警戒もしてくれてるみたいだけど、冒険者には気づいていなかった。

　せっかく俺たちが倒したモンスターなのに我が物顔で、しかも俺がまだ戦っている最中だというのに盗んでいく冒険者たちに腹が立ち、スキルを使わない戦いは終わりにした。

　あえて彼らと俺の間にキングアントがいるように、キングアントを牽けん制せいしながら移動する。盗人に裁きをってね。

「『ダークランス』」

　目の前に展開した『ダークランス』の球体から二十本の黒い槍やりがまっすぐに飛んでいく。ほとんどの槍はキングアントに飛んでいくようにしているが、二、三本はわざとキングアントから外れてあの冒険者たちの近くに落ちるような軌き道どうにしている。直撃させたら死ぬ可能性もあるけど、近くに落ちた衝しよう撃げきくらいでは怪我もしないだろう。キングアントがあらかた防いだとしても、警告くらいはできるだろう。というか、他人が必死に強そうな敵と戦せん闘とうしている最中に、そいつが倒したと思われる死体から素材を盗んでいくなんてどんな神経してるのだろう。

　キングアントは、俺の『ダークランス』を真っ向から迎むかえ撃つつもりらしく、迫りくる槍に向けて勢いよく手を振り下ろした。

「え？」

　俺の目の前で槍がキングアントの手を撃ち抜ぬいた。

「キィィァァアアアア」

　その後も、向かってくる槍に対して手を振り下ろすごとに『ダークランス』に負けて手がちぎれる。アントである以上、人よりは手の数が多いが、それでも『ダークランス』の槍の数の方が多い。迎え撃つ手がなくなってしまったキングアントは、残りの槍を次々体で受けてしまう。槍が次々と体に突き刺さる中、一本がキングアントの眉間に突つき刺ささった。

「ギィィィァァァアアアガァアア」

　断末魔の叫びをあげながら、仰向けに倒れるキングアント。完全に致命傷となり、そのままピクリとも動かなくなった。

『職業：冒険者がLv49になりました。

　格かく闘とう家かがLvＭＡＸになりました。

　狙そ撃げき手しゆがLv38になりました。

　剣けん士しがLv35になりました。

　武ぶ闘とう家かがLv31になりました。

　戦士がLv33になりました。

　魔法使いがLv40になりました。

　薬やく剤ざい師しがLv34になりました』

『スキル：近接格闘威い力りよく上じよう昇しようLv３　剣閃・十　ダークランスLv４を習得しました。

　スキル：偽二刀流Lv２を習得しました』

『職業：魔術師になりました。

　格闘家がＭＡＸになったため、狙そ撃げき主しゆを有効化します』

「あれ？」

　想像以上にもろかった様子のキングアント。『ダークランス』一発で沈むのか……。いや、経験値になるモンスターはたくさんいたわけだけど。ポカンとしている俺のところに二人が駆け寄ってくる。

「お疲つかれ様さま。なんかあっさりと倒しちゃったね。どうする？」

「とりあえずこいつのことはギルドに知らせた方がよさそうだよね。一層で出てくるようなモンスターじゃないだろうし」

「だよな。アイテムボックスに入るかな」

「メイのアイテムボックスなら入ると思うけど」

「なら試してみるよ。そういえば、解体を始めていたけど、ここで全部やる？」

「一いつ旦たんメイのアイテムボックスにしまえるだけしまって、残りはほんとはもったいないけど解体の魔法でやっちゃおう。メイは使えないの？」

「一度喰らえばできると思うが……」

「解体は死体にしかできないから駄目だね。メイはしまうのに集中してて」

「わかった。上位種はしまうから下位のを頼たのむわ」

　俺はキングアントを筆頭に、上位種に当たるアントたちをどんどんアイテムボックスにしまい始めた。手で触れて、入れって思うだけでいいんだから便利だよな。

「おいてめえ！　いきなり攻撃してくるなんて何考えてやがんだ！」

　アイテムボックスにアントたちをしまっていると、さっきの盗人冒険者三人組が全員武器をもって怒鳴り散らしてきた。男三人のパーティで、二人が重装備、一人がローブだけという格好だが、三人とも軽い傷を負って、血を流していた。

「なんのことだ？」

「ふざけてんじゃねぇぞ！　てめえの魔法のせいで俺たちこんな怪我をしちまったじゃねぇか！　どうしてくれるんだ、あぁん？」

　三人組の中でも、最も重そうな鎧よろいに身を包んだ男が剣を地面に叩たたきつけてにらみつけてくる。後ろの二人もにやにやしながらマナとヒツギの二人を見ていた。気持ち悪！

「そうは言うが、俺はあのモンスターとの戦闘に必死で、ちらっと見えただけのあんたたちに当たらないように気を配るほどの余よ裕ゆうはなかったよ」

「てめえ、俺らに気づいていてあんな真似まねをしたってことか？　なめてっとぶち殺すぞ！」

「あんたたちはキングアントと一対一で戦っている最中に、少し見えただけの冒険者に気を使って戦えるんだな？」

「そ、そんな言い訳知らねぇよ！　とにかく、慰謝料としてさっきお前が倒したでかいアントと、他のやつらの素材全部置いていけ！」

「女二人ももらっていくからな。可愛かわいがってやるから」

「何を言ってんだ？　二人は渡さない。それに、なんで俺たちが倒したモンスターをお前らみたいな盗人に譲らないといけないんだ？」

「そうそう。むしろあなたたちが死体から勝手に剥ぎ取って、その袋にしまってるやつを返してよ」

「ど、どこにそんな証しよう拠こがあるんだ！」

「じゃあ、どうして俺たちが倒したモンスターの死体の近くにいたんだ？　それに、お前らがいたあたりの死体だけ換かん金きん可能な部位がなくなってるんだ？」

「うるさいうるさいうるさい！　お前たちは俺たちの言うとおりにしてればいいんだよ！　もう怒おこった、お前らやっちまえ！」

　それぞれが武器を掲げて攻撃してこようとした三人に対して、方向を絞った全力の『威い圧あつ』で対応する。至近距離で思いっきりやった『威圧』をもろに受けた三人組は、全員一様に気絶した。ほんとなんだったんだろうか。

「さて、こいつらってギルドに突き出した方がいいのかな？」

「うーん、同じことを何度もやってる可能性はあるよね。キングアントのことでどうせギルドに行くし、持っていけるなら行こうよ」

「適当に担いでいけばいいか。道具はもらうけど」

「アイテムボックスが使えるようには思えないし、こっちの大きめのリュックだけかな。身に着けているのは……いらないよね。なんか臭いし」

「そうだな。杖はマナの予備でいいよな」

「ありがと。リュックの中はそれなりに充実しているね」

「どれどれ……ロープに毒消し丸に薬草、あ、低級だけど回復薬もあるね。私たちは回復魔法もあるし、メイはよくわからない回復スキルもあるし必要ないかな。一応これなら切り傷とかなら回復できるからヒツギが持っておく？」

「メイのアイテムボックスに入れておいて。必要になったらメイに口移しで飲ませてもらうからね」

「あーずるい！　私も口移しで飲ませてほしい！」

「貸せ、瓶ごと口に詰め込んでやる」

「あ、その目は本気でやる目だ。ごめんなさい」

「怪我とか傷はほんとに危ないんだからそこでふざけるのはなしにしてくれよ」

「はーい」

「わかればよろしい。さっさと回収してギルドに行くぞ」

　俺たちは残りのアントたちも回収し、気絶したままの三人組を俺が担いでダンジョンをあとにした。




「ちょっと待てあんたら」

　ダンジョンを出た時からこの光景の異様さに注目され続け、門のところまで来たところで俺たちを門番の兵士が呼び止めた。視線は明らかに俺が積んで担いでいる三人に向いている。

「えっと、その三人は？　生きてはいるみたいだが……」

「ちょっと問題が起こってな、気絶させた。そこに放ってきてもよかったけど、他にも何か問題を起こしているかもしれないし、おいてきて死んだりしたら嫌だし連れてきたんだ」

「どんな問題だ？　最近来たお前らは知らんかもしれないが、そいつらは数か月以上前からここに潜っている冒ぼう険けん者しやたちだ。当然その分町の連中ともかかわってきているし、場合によっては敵が増えることになるぞ」

「いや、実は腕うで試だめしにとモンスターハウスに挑いどんでみたんだ。準備はしっかりとした上でな。そのおかげであらかたの敵は倒すことができたんだが、残った一体がかなり強そうなモンスターで、無理言って俺が一人で戦ったんだが、そいつを倒すために使った魔ま法ほうの一部がこいつらの近くに着弾したらしくてな」

「それは共闘していたってことか？　そんな時に範囲魔法を使ったらどうなるかくらいわかるだろう？」

「共闘なんてとんでもない！　こいつら、俺たちが必死に倒したモンスターを、俺たちが気づいていないのをいいことに勝手に解体して素材を回収してたんだ」

「それでそいつらが襲おそってきたというには無理があるんじゃないか？」

「話は最後まで聞いてくれよ。なんとか倒したモンスターたちは、俺がアイテムボックス持ちだったからとりあえずそこにしまっておいて、解体は後でやることにして、最後の強そうなモンスターについて一旦ギルドに話を聞きに行こうと思ったんだ。モンスターハウスからはそこの階では出てこないようなモンスターも出ることがあるってのは聞いていたんだが、さすがに一層で出てくるには強すぎると思ってな。他の新人が被ひ害がいを受けてからじゃ遅おそいだろ？　だから早い方がいいと思ったんだ」

「そしたら、この人たちがいきなり怒鳴り込んできたんです。自分たちはメイから被害を受けたんだから、私たちが倒したこのモンスターたちは全部俺たちのだーって」

「挙句の果てには俺の大事な仲間二人まで寄こせって言ってきたんだぞ。かわいいから俺たちがかわいがってやるって。さすがに頭にきて、こいつらがモンスターの死体から素材を回収していたことを問いただしたら、自分たちに従えばいいんだ！　とか言いながら剣を振りかぶって襲い掛かってきてな。だから気絶させたんだ」

　俺はまだ疑ぎ惑わくの表情が浮かんでいる兵士を見て、少し声のトーンを落とした。

「考えても見てくれよ。こっちが必死にモンスターと戦っている最中に、最初の方に倒したやつを盗人にもっていかれるんだぞ？　しかも余裕がない状態でなんとか倒そうとしての攻撃で被害を受けたとか言って全部俺たちのだって脅おどしてきて、仲間にまで手を出されそうになったんだ。正論を言ったら攻撃までしてきて……」

「だいたい話はわかった。念のためにそいつらはこちらで預かっていいか？　どうせすぐにダンジョンから帰ってくるやつが増える。そいつらから話を聞くのも合わせて調べ上げるから。獲物を横取りされたり、死体から素材を盗まれたりしてないかってな。他に何組か同じような被害にあってるようなやつがいれば確実に奴ど隷れい行きだ。迷宮都市は実力がものを言う場所だ。自分たちが戦って得た証あかしを奪うばっていくような輩を許すわけにはいかない。きちんと取引をした上でのことなら別だが、窃盗なんか許されるもんじゃない」

「それなら頼むよ。俺にとってこいつらはかけがえのない存在だ。こいつらに手を出されて黙だまってはいないよ」

　二人に聞かれると恥ずかしいし、後半はこの兵士にだけ聞こえるように耳元で囁くように告げた。そのあとはずっとにやにやしていた兵士を殴りたくなった俺を誰が止められようか。……まあなんとか我が慢まんしたけど。

　三人組を引き渡わたした後、混む前にと思って俺たちは急いでギルドに向かった。




　　　◇◇◇◇




　獲物を取り逃がした。

　隠かくしていた手であるキングアントが効かなかった。

　だが収穫はあった。

　彼は進化していた。

　長きを生きる私でもしらない新種。

　倒される直前、その魂は昇りつめたのだ。

　そしてその力は私が受け継ついだ。

　彼のように進化には至らなかったが強くなった。

　先の戦いで新たな種が出現した。

　攻撃を受けることで発現した変異種。

　彼らにはその変異を起こさせる何かがあるのかもしれない。

　まだコアからは生み出せないが、時間の問題だ。

　あの獲物に多くをぶつければさらに早くなるだろう。

　魔力の質も、量もいい。

　火、風、闇やみ。

　あの場で生まれた変異種たち。

　それらはすべてアントだった。

　ならば次からあの獲物にはアントをぶつけよう。

　魔力が足りなくなってもかまわない。

　他が手薄になっても問題ない。

　質が量へと変わるだけだから。

　また新たな獲物が来た。

　彼らは何を見せてくれるのか。

　私はただただ待つだけだ。

　かつての主のように。




　　　◇◇◇◇




　俺おれたちは町に入り、まっすぐギルドに向かった。三人は門で預けてきたから、ギルドに着くまであまり注目されることもなかった。

　中に入ると、俺たちは勇者大好き受うけ付つけ嬢じようのところに向かった。本音を言えば彼かの女じよ以外のところに行きたかったが、他の受付はすべて忙しそうにしていたから仕方ない。

「本日は、とあなたたちでしたか。どうなさいましたか？　たしか依い頼らいは受けていかれませんでしたし……はっ、もしかして勇者様のことを聞きに来たのですか？　こ、こうしてはいられません。私も全力で勇者様の魅力を語らねば！」

「いや、ダンジョンのことですので、勇者の話は他の人に」

「ダンジョンですか？　まさかこの数時間で地図をお売りした五層まで攻こう略りやくしたなんて言いませんよね？　さすがにそんなこと信じられませんよ」

「いえ、一層ですので大丈夫です」

「一層でなにか問題でもありましたか？」

「問題と言うか、聞きたいことがあるんです」

「一層で聞きたいことなんて……アントの情報なんかは受付では教えられませんよ？」

「そうじゃなくて、力試しにモンスターハウスの罠の広場に行ったんですが」

「何してるんですか！」

「無事返り討ちにはできたんですが、そこで出てきたモンスターがキングアントだったんです。キングアントってモンスターハウスで出ることはあるんですか？」

「は、はぁ。キングアントですか？　……ってキングアント!?」

「はい。たしかボスだって言ってたのを思い出しまして、一層で出たから驚おどろきました」

「今すぐギルドマスターに連れん絡らくを入れます！」

　受付嬢さんは慌あわてて奥おくに走っていった。残された俺たちは雑談をしながら待っていたが、それほど時間をかけずに受付嬢さんは戻もどって来た。

「三人とも私についてきてください。ギルドマスターがお待ちです」

　受付嬢さんは慌てた様子で告げ、受付の端はしの方にある扉とびらから中に入った俺たちをギルドの奥へと案内した。

　通路を案内に従って進んでいくと、他の部屋よりも若じやつ干かん豪華な扉の付いた部屋まで来た。

「失礼します。ギルドマスター、三人を連れてきました」

「おう。入れ」

　受付嬢さんからの言葉に中から低い男の声で返事が返ってきた。俺たちは、その声に従って中に入った。

「よく来たな。俺がイリアスの町のギルドマスター、ガラハム・ジェイクだ」

　筋骨隆々のムサイ男がそこにいた。

「ギルドマスター、こちらが話を持ってきたメイ、マナ、ヒツギの三人です」

　俺たちは、その姿を見た瞬しゆん間かん固まってしまった。

「おう、なに突っ立ってるんだ？　ほら、座すわっていいぞ」

　ガラハムさんが座るように促うながすが、俺たちは動かなかった。受付嬢さんは即座に部屋を出てしまう。仕事かもしれないけど俺たちを見捨てないで！

「どうした？　別に取って食おうってわけじゃないんだ。そう緊きん張ちようするなよ」

「なんで……」

「ん？」

「なんで裸なんだよ！」

　ガラハムさんは上半身裸だったのだ。そのたくましい筋肉を惜しげもなくさらし、ソファに腰こしかけていた。服は？　ねえ服は？

「あー、この格好か。いつもこうだから慣れてくれ。この町のやつはだいたい慣れているぞ」

「あーえーと、失礼します？」

「おう、座れ座れ」

　俺たちはいまいち釈然としないまま、三人掛けのソファに座った。

「改めて、イリアスの町のギルドマスターをやってるガラハム・ジェイクだ」

「メイです。それで、こっちがマナとヒツギです」

「よろしく。ま、早さつ速そくだが本題に入るぞ」

　ガラハムさんがそれまでの少しほんわかとしていた雰囲気から一変した。それを感じて俺たちも背筋をただす。

「キングアントを倒したらしいな」

「はい。モンスターハウスで」

「モンスターハウスか……まて、お前たちは十五層のボス部屋に挑んだんじゃないのか？」

「今日初めて一層に入ったとこですよ」

「モンスターハウスとはいえ、一層でボスだと？　そんなことがありえるのか？」

「そのことなんですが、勇者が倒したのって本当にキングアントなんですか？」

「どういうことだ？」

「変異種や上位種だという可能性はないんですか？」

　俺の『変異種』という言葉を聞いて、ガラハムさんは目を閉じてじっくりと考え始めた。口出しできるような雰囲気ではなく、俺たちが黙って見守っていると、一分くらい経たったところでようやく目を開けた。

「その可能性は大いにあるな。実のところ、俺自身も一度あいつに挑んでいるんだ」

「あいつって、勇者が倒したキングアントですか？」

「ああ。少し昔話になるんだが、俺はもともと他の迷宮都市を拠点にしていた冒険者でな。当時はランクＡ－まで上がったんだ」

「Ａ－ってかなり上ですよね」

「まあな。それ以上には結局なれなかったが、相棒と一いつ緒しよにここのダンジョンも順調に攻略していった。五層、十層のボスたちの相手も余裕だったよ。十四層まではダンジョンランクもＤ－だからな。苦戦する方がおかしな話だ。そういうこともあって、油断していたんだろうな。通常よりも強いキングアントが出るって話は聞いていたのに、何の対策も立てずに真正面から挑んだんだ。そして結果として、俺は左足を、相棒は命を失った」

「ランクＡ－でも返り討ちにあうような化け物ってことですか」

「ああ。相棒が命を捨てて逃がしてくれなければ俺も今いま頃ごろ死んでたよ。正直、あれは普ふ通つうのキングアントとは次元が違ちがうと思う。たまたま高位の回復魔法を使える人間が町にいてくれたおかげで左足は戻ったが、前のようには動けなくなって、相棒の仇をとるだけの力はないと判断して引退した。そこからはずっとここでギルドマスターをやっているよ」

「それってどれくらい前のことなんですか？」

「ざっと十年くらいだな。その当時はボスも体長十ｍくらいだった。でも、勇者が倒したって言って持ってきた個体は十五ｍを超こえていた。俺が当時ハンマーで付けた凹みも残っていたし、体中傷だらけだった。ボス部屋から死体を持ち出せたってことが少し気がかりではあるが、あれは間ま違ちがいなく十五層を護っていたやつだった」

「死体の解かい析せきとかは？」

「当然したさ。キングアントと表示されていたがな。そういえば、お前らが倒したキングアントは素材を持って帰って来たよな？　他よりでかいアントってだけの可能性もある」

「ちゃんと解析してキングアントと出てましたよ。メイがアイテムボックスに入れてきてます」

「んー、ここだと出すにはさすがにせまいか」

「そうですね。四ｍくらいだったんでそれが出せる部屋なら」

「四ｍとはえらく小さい個体だったんだな」

「そんなこと知りませんよ。初めての『アントホーム』への挑戦ですから」

「それもそうか。訓練施設が裏にある。そこで見せてもらおうか。ついてこい」

　ガラハムさんが席を立って扉に向かう。俺たちもそれに続いた。

　ギルドの裏口のすぐそばにある訓練施設という話だが、中に入ってみると何もない空間がただ広がっているだけで、ただの倉庫のような印象を受けた。

「そうだ、お前さん、その口調似合ってねえな。無理してる感じだ。俺は気にしないから普通に話していいぞ」

　建物の中央の方まで進んだガラハムさんが振り返ってそう言った。俺は苦笑いを浮うかべながら彼かのキングアントの死体を出す。一応拾っておいた腕うでのパーツも残さずに並べた。

「こいつか。あの時を思うと小さいな」

　ガラハムさんは自分のアイテムボックスから水晶のような物を取り出してキングアントの死体にかざした。それがどんな道具なのかわからない俺たちは、ただただ見ていた。

「こいつは鑑定の宝珠って魔ま道どう具ぐでな。水晶をかざした物がどんなものなのか鑑定してくれる。昔にダンジョンで見つけた私物だが、今でも愛用してるものだよ」

　俺もマナも『鑑定』が使えるから必要はなさそうだが、鑑定は解析よりも正確らしいから、ギルドマスターともなると使う機会も多いのかもしれないな。

「そろそろ結果が出るぞ」

『鑑かん定てい結果：名称　キングアントの死体

　　　　　　部位　全身

　　　　　　状態　部位破損』

　水晶に結果が表示される。俺の『鑑定』よりも細かく表示されている気がする。

「本物のキングアントのようだな。改めて聞くが、ほんとに一層だったんだよな？」

「一層のモンスターハウスであってますよ。メイが一人で倒したけど」

「こいつを一人でやるとはな。まあこのサイズならいけなくもないのか？」

「思ったよりもろかったよ。そろそろしまっていいよな？」

「ん？　別にこの場で査定して換金もできるぞ。ギルドマスターだからな」

「あー、ごめんなさい。私たちこいつは売るつもりはないんです」

　俺はヒツギがガラハムさんに答える間にアイテムボックスにしまう。

「他のアントはともかく、キングアントの素材はまだ出回っていない。解体の費用も今回は情報料ってことでこっちで出すし、かなりの額になるぞ」

「詳しくは言えないですけど、私たちにも使い道があるので」

「どうしてもだめか？　キングアントの甲こう殻かくはいい防具の素材になる。丸々一体分あるし、これならば二十は無理でも十は作れるだろう。それだけ出回ればさらに戦えるやつも増える。いざという時に対応できなくなったら困るんだ」

「これくらいならすぐに倒たおせるし大だい丈じよう夫ぶだって。それに、ダンジョンコアを支配下にって言うけど、特別な個体でもキングアントに負けているようじゃ無理だろうよ」

「何が言いたいんだ？」

「あくまで推測に過ぎないが、ここのダンジョンは十五層なんかじゃ終わらない。今のうちに高ランクの冒険者を呼んでおくべきだ。それでは」

　俺たちは言いたいことを言い切って、訓練施設から出た。ガラハムさんから何か言われる前にさっさと出る。後日聞いたことだが、ギルドマスターにはその町周辺で出たモンスターの素材に関して、一定の条件を満たせば冒険者から強制的に買い上げることができるらしい。当然条件は厳しいし、ほとんど発令されたことはない。過去には、ギルドマスターが研究のために周辺にいるモンスターの素材を買い占めていたことがあったそうだが、それは近きん隣りんの町で流行っていた疫病の特効薬を作るために使われるということだったのでお咎とがめもなしですんだらしい。本来はめったなことでは使われないとも言っていた。




　訓練所を出た俺たちは、アントたちを喰くらうために森に向かった。少し森の中に入り、マナのクエイクで壁かべを作れば見られることもないだろう。壁は見られるだろうが、その時はアントの解体のためとでも言えばいいだろう。実際に売るために一部は既すでに解体済みだし。

「じゃあマナ頼むわ」

「任せて。クエイク！」

　マナの魔法で森の中にちょっとした囲いが出来上がる。縦横が十ｍ程度の、天井のない立方体だ。ご丁寧に扉まで作ってある。いっそのこと、屋根までつけて小屋にしたら持ち運びが……さすがにできないかな。

「さっそく強化していくか」

「アントたちはどうわける？　キングアントはメイが使うとして他のは？」

「上位アントたちはヒツギがもらっていいよ。俺はほとんど相手してないしな」

「いいの？」

「俺はある程度オーガたちで強化ができてるけど、ヒツギは完全にリセットしちゃってからはキャタピラーだけだし」

「ならお言葉に甘えようかな。あ、でも一部は売るよね？　上位のアントたちなら買取金額が下がっていてもそこそこの金額になるだろうし」

「それがいいかな。その分はこれから倒して強化に充てていけばいいよね」

「そういうこと。でも、マナがモンスターを強化に使わなくてよかったよ。私とメイだけでも強化にかなりの量が必要になるし、マナもだったらそれこそ売る分が確保できなくなるところだったよ」

「二人の強化ってどんな感じなの？　メイが瞳ひとみで喰らうのと、ヒツギが棺かん桶おけに吸収させるんだってことは教えてもらったけど、それ以上には知らないんだよね」

「俺の場合は『喰らう瞳』で吸収したモンスターを『応用する力』でパラメータかスキルに変化させてるっていう感じかな」

「私の場合は棺桶自体がゲームみたいに成長していて、私自身にも影えい響きようを与あたえているって具合。もっと細かく昔調べたこともあるけど、まあいいよね」

「ふーん。意外と大変そうだね」

「しっかりと倒さないといけないからな。あ、マナ、その辺に出すから気をつけてな」

「はーい」

　俺はアイテムボックスからアントの死体を取り出した。さすがに全部は出せなかったから残りは後で出すことにして強化を始めた。

　俺の分はアントが三十八体とポーンアントが二十体。スキルかパラメータかどちらになるか楽しみだ。

『パラメータ：防ぼう御ぎよ力りよく上じよう昇しよう（極ごく小）を習得しました』

　アントからは防御力が手に入るのか。極小とはいえ嬉うれしいな。いい気分でアントたちをどんどん喰らっていく。喰らうたびに防御力が上がっていくのが嬉しくてしょうがない。

『パラメータ：防御力上昇（極小）を習得しました。

　スキル：闇耐性Lv３を習得しました。

　火耐性Lv８を習得しました。

　風耐性Lv４を習得しました』

「耐性スキルだと？」

「どうかしたの？」

「いや、なんでもない」

　アントを喰らってなぜか耐性のスキルが上がった。魔法に属する攻撃をしてきた記き憶おくはないし、ただのアントでそんな攻撃ができるとは思えないんだが……実はそういう攻撃をできる素養のあるアントがいて、それを吸収したということだろうか？

『パラメータ：防御力上昇（小）を習得しました』

　途と中ちゆうで残りのアントたちも取り出し、俺の分のアントを最後まで喰らいつくしたが、結局スキルを得られたのはあれでおしまいだった。まあそれだけ希少なアントだったということだろう。アントに続いてポーンアントでも同じようなことがあるかもしれないと少し期待していたが、それはさすがになく、すべて防御力上昇（小）だった。アントが極小でポーンアントが小となると、見るからにそうだったナイトアントは中を得られそうだな。今度見つけたら俺がもらおう。

『パラメータ：全上じよう昇しよう（小）を習得しました』

　最後にキングアントを喰らったが、スキルではなくパラメータだった。キングの名前を冠するに値するようなスキルをちょっと期待したんだけどな。

「メイも終わったみたいだね。いい物は覚えられた？」

「防御力は上がったが他はちょっと耐性が上がっただけだな」

「それにしても、メイのアイテムボックスってどうなってるの？　普通そんなに入らないと思うんだけど」

「よくわからないけど、ちゃんと上限があるんだよな？」

「メイが他のスキルを調べるときみたいにアイテムボックス自体を解析か鑑定すればわかるよ。種類数×個数って感じで。この様子だと数百×数百とかは余裕で入りそうだよね」

「どれどれ」

『アイテムボックス１

　所有者：刈かり谷や鳴めい

　容量：一万×無限』

『アイテムボックス２

　所有者：クワトロ

　容量：三×一』

「なんかアイテムボックスが二つあるし、一万×無限とか表示されるんだが……」

「昔の私よりもよっぽど多いね。でも、過去の勇者には個数制限も種類の制限も一いつ切さいないような人もいたみたいだし、まだ制限数があるだけましじゃない？」

「それより、二つあるってどういうこと？」

「クワトロって人のアイテムボックスを開けるんだ。中身はごみしかないけど」

　俺はクワトロのアイテムボックスから何かの骨と空き瓶の欠片、そして写真を取り出し、『ファイア』で消し炭にする。写真に写っていたからわかったが、クワトロはどうもあの悪あく魔まの名前のようだ。今後使うつもりは一切ないし、石三つ入れて埋うめておこう。

「そういえば、マナとヒツギのはどれくらいなんだ？」

「私のは二十×三十だったよ。もっと大きくなってくれないかなー」

「レベルが上がれば大きくなるって言うし大丈夫じゃない？　私なんて今拡張して、ようやく十二×十二になったんだよ」

「今後もいらないものは全部俺のアイテムボックスだな」

「必要最低限しか入らないから仕方ないよね」

「下着とかも入れてくれる？　なんだったら使ってもいいよ」

「焚火に入れたらよく燃えそうだな」

「ヒツギ、それはさすがに……」

「えー」

　その後、残りの売る分を解体してアイテムボックスにしまい、ギルドに行くのは明日にして、今日はいぬいぬ亭ていに帰ることにした。
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第四章　『アントホーム』攻略







　次の日、俺たちは朝からダンジョンに潜っていた。昨日と同じように一層から入り、今日はモンスターハウスには向かわず、まっすぐに階段の方に向かうことにしていた。昨日は全くと言っていいほど出会わなかったモンスターだが、今日は入ってすぐに現れた。そのアントには即そく座ざに俺の防御力になってもらったが、それ以降に出会ったアントたちはヒツギの棺桶に吸収していった。




「っ！」

　先までしっかりと見える程度には明るい通路を駆け抜け、横穴から突如出てきたアントの頭を棍こん棒ぼうで叩き潰つぶす。アントは断末魔を上げる暇もなく崩くずれ落おちた。そのすぐ横ではヒツギが狭い洞どう窟くつ内でもお構いなしにアントを叩き潰し、距きよ離りの空いているアントはマナの魔法で倒していく。

　ダンジョンに入って一時間ほどが経ち、俺たちは二層に挑んでいた。二層は多少の分岐はあってもほとんど一本道だった一層とはちがい、あちこちに行き止まりや罠なんかがちりばめられた、まさしく迷宮ダンジヨンといった様子だ。地図があるから迷いはしないが、罠に関しては、落とし穴や落石なんかの命を狩かりにくるような罠だ。まだここが低層ということもあり、その見極めは容易にできるが、油断すると死に直結しかねず、ダンジョン経験のあるマナとヒツギが大だい活かつ躍やくだった。

　よくわからないが、罠に引っかかるのは何も冒険者だけというわけではなさそうだった。歩いていると時々体に矢が刺さったアントがいたりするのだ。冒険者としては有利な状態で戦いが始められるしありがたいのかな？

　モンスターの対処と罠の回避を繰くり返かえしながら、俺たちは二層に入ってから何度目かの分岐に行きついた。

「ここはどっちだ、マナ？」

「えっと、地図だと左が行き止まりだから、右の方だね」

　地図を持ったマナの指示で俺たちはＴ字路を右に進む。五枚の地図はすべてマナが持ち、こうして分岐の度に調べるわけだが、これももはや慣れてきた。そこから、アント防御力やポーンアント防御力による二度の襲しゆう撃げきを乗り越えた先でようやく三層への階段に到とう達たつした。

「これで二層突破か」

「時間的にはもうお昼かな？　お腹もすいてきたし、三層に降りて休きゆう憩けいにしない？」

「階段付近ならさすがに襲われないかな」

「あ、三層なら例の安息所ってとこが近くにあるよ。二層はだいぶ戻らないといけないけど、こっちならすぐみたい」

「ちょうどいいな。飯の途中に襲われずに済むし」

「さんせーい。降りたらどう進めばいいの？」

　ヒツギがマナのもつ地図を覗きこむ。俺も少し背せ伸のびしながらマナの後ろから見てみた。三層の階段がここだから、安息所までは……。

　三人とも道を覚えて、三層を進むこと十分。すぐに安息所があった。三層も二層と同じように迷路のようになっているが、分かれ道よりも小部屋が多くある印象だ。安息所もその小部屋の中の一つだった。

　安息所の中には、俺たちの他に三組の冒険者がいた。

　一組目は戦士っぽい男が三人と弓を持った女が二人、そして杖つえを持った男の六人で、前衛後衛がしっかり揃そろったパーティだ。

　二組目は鎧よろいに身を包んだ男が一人。残りは四人全員が女だが、一人を除いて武器だけしか持っておらず、服もぼろ布一枚羽織っただけのような服で、防具の類はつけていない。ただ、一人だけはポーチをつけてローブを羽織り、指輪などの装飾品もつけていた。

　そして三組目は全員男の五人パーティで、全員が重戦士という超前衛特化型のパーティだ。

　軽く他のパーティの観察をしながら、俺たちも部屋の隅に腰を下ろす。そして買っておいたパンなどでお腹を満たした。




　俺たちが昼を済ますまでに他のパーティは全員出て行った。新たなパーティが入ってくることもなかったため、俺たちはそのままこの後のことを話し合うことにした。

「今のペースだと、今日中に五層まで行くのは厳しそうなんだが、どうする？　戻るなら三層を少し探たん索さくして戻ることになるけど」

「ペースを上げて何とかなるかな？　地図はあるし、どうせここまで来たなら五層の転てん移い陣じんを有効化しておきたいよね」

「地図を見る限りは行けると思うよ。三層と四層で小部屋を無視していけばね。三層は二層と比べて小部屋が多い分狭いらしいし」

「でも、宝箱とか興味あるよね。一、二か所くらいなら調べてみない？」

「罠の部屋も一つ見よう。罠を一つでも多く知っておかないとこれからが大変だ」

「まあ罠を見つけたり解除はあんまりできないしね。そういう技術は一朝一夕で身につくようなものでもないし、その手の人がいる方がいいかもね」

「といっても、私たちがみんな地球から来たってことは隠さないといけないし、他にもいろいろと隠し事は多いから考えないとね」

「まあ奴隷を買うのが妥当なんじゃないか？　大きな町ででも少し見てみるか」

　俺の言葉を聞いた瞬間に若干二人の眼が光った気がしたけど気のせいだよな。目が光るはずがない。人が獲物を狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのような顔になるわけがないじゃないか。

「と、とりあえず、五分くらい休憩したら、そうだな……ここと、ここ。あと、ここの小部屋を見て四層に行こう」

「どういう基準で選んでいるの？」

「なんとなくと、なんとなくと、階段に近いところの部屋だな」

「適当じゃない。まあどの部屋でも変わらないとは思うけど……」

「宝箱はランダムで中身が補充されるんだろ？　なら適当に勘かんで選ぶしかないじゃん？」

　宝箱のことは地図の端の方に小さく書いてあった。

「なら一か所ずつ選ぼうよ。私とマナが宝箱、メイが罠の部屋で」

「それいいね。メイだけが選ぶのはずるいし」

「なら罠の部屋はここにするわ。四つくらい隣となりだから近いし。どっちかは階段の近くにしてくれよ」

「「はーい」」

　結局、マナは罠部屋よりもさらに近い部屋、ヒツギは階段近くの部屋を選んだ。

　俺たちはマナの選んだ宝箱の部屋に向かった。




「えっと、ここであってるか？」

「うん。この部屋だよ」

　マナが選んだ部屋に着くと、さっそく部屋の奥に宝箱を発見した。

『アントホーム』では、小部屋は基本的に入口が隠れていて見えない。軽くノックしたり衝しよう撃げきを加えることで扉が開くのだ。目的の部屋の手前にはアントが一体いたが、すぐにマナのマジックソードで首を切り落として防御力になった。

「箱の中身はなんだろなー」

「ランダムだからいい物があるといいね」

「うん。じゃあ開けるね」

　マナが宝箱の蓋ふたを持って上に開く。宝箱はあっさりと開いたが、その中身は空だった。

「あー空かー」

「しょうがないよ。ランダムなんだし、毎日何人も挑いどんでるからね。宝箱もその分開けられているわけだし。次の罠部屋に行こう」

「だな。ほら、マナもふてくされてないで行くぞ」

　マナは名残惜おしいのか、時折後ろを振ふり返りながらも部屋を出て次に向かった。




　俺の選んだ罠部屋もあっさりと入口が見つかった。今度はモンスターがいることもなく、すぐに部屋の扉を開けた。この部屋の罠は宝箱を空けることで発動するらしく、一いつ旦たん二人には外にいてもらって、俺は『全方位結界』を張った上で宝箱の蓋に手をかけた。

「せいっ」

　勢いよくふたを開けると、四方の壁から三本ずつ矢が飛び出してきた。しかし、それらはそんなに早くなく、若干山なりな軌き道どうで俺の結界に当たって、地面に落ちた。

「拍ひよう子し抜ぬけだね」

「あれならもし当たっても大したダメージにはならなさそう？」

　ヒツギの言葉が気になって俺は落ちた矢を『鑑定』した。

『木の毒矢：先端に遅ち効こう性せいの毒の塗られた木製の矢』

「二人とも、それ先端は絶対に触るなよ。遅効性の毒が塗られてるから」

「え、ほんと？　……あ、ほんとだ。色がないタイプの毒だね」

「即そつ効こう性せいじゃないっていうのがまたきついね。これどうする？」

「武器にするって言いたいところだけど、もろそうだから無理か」

　俺はそう言いながら矢を拾って少し力をいれる。すると、矢はあっさりと折れてしまった。これでは投げる前に折れてしまうだろう。

「使えないし喰ってみるわ。『毒耐性』のレベルが上がるかもしれないし」

「毒耐性か……懐かしいな。私がこの世界に来て最初に身に付けたスキルだよ」

「九百年前にってこと？」

「そ。まだ棺桶にどんな能力があるかわかってなくてね。適当に耐性スキルをとってたんだよ。今も残っていてくれた、もっといいスキルを見つけてからは上げなくなったけどね」

「どんなスキルだ？」

「全耐性っていう、他の耐性系スキルを全部まとめたスキルだよ。レベルは１になっちゃったけど、棺桶に残っててくれた数少ないスキルの一つ」

「そんなスキルもあるのか。俺もいずれゲットできるかな？」

「いろんな耐性スキルが統合されてできたものだし、スキルが増えて行けばいずれありえるかもしれないね。まあこの棺桶自体がよくわからないところもあるからわからないけど。さ、次は私の選んだ場所だよ！」
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　昔のことを思い出して辛くなったのか、話を無む理り矢や理り切るようにしてヒツギが催促する。俺は集めて置いた九本の矢をすべて喰らう。

『スキル：毒耐性LvＭＡＸを習得しました。

　毒無効Lv１を習得しました』

　耐性の上の無効を手に入れたようだ。麻痺の時は『麻痺再生』になったのだが、毒は無効のさらに上に再生があるのかな？

　俺たちは用がなくなった部屋から出た。すると、ちょうど目の前にアントがいた。問答無用でヒツギの棺桶の餌え食じきになったけどな。そして、俺たちは階段の近くのヒツギの選んだ小部屋に向かった。




「うー、薬草かぁ」

「あるだけましじゃない。私の選んだとこは何もなかったんだし」

　ヒツギの選んだ部屋の宝箱には、薬草一束が入っていた。今が三層と考えるとこれくらいなのかとも思うけど、さすがにこれは虚しいな。

　俺たちは足早に部屋を出て、四層へ向かった。




　四層は、二、三層と違い、一層と同じような形だった。小部屋の数は少なく、ひたすら通路が続いているのだ。その通路は横穴があちこちに空いており、本来ならばいつどこからアントたちが襲い掛かってくるのかわからないために全方向を警けい戒かいしないといけないというかなり危険な階層だ。しかし、俺たちは向かってきたら殲せん滅めつすればいいという考えでさくさく進んでいった。

　四層で何度か戦せん闘とうがあったが、その中で少し違い和わ感かんを覚えた。それというのも、俺の棍棒での攻撃や、ヒツギの棺桶による攻撃はしっかりとよけたり防ごうとしているアントたちが、魔ま法ほうでの攻撃はまるでよけようとせず、むしろあえて受けるような場面があったように感じたのだ。二人に話したら気のせいじゃないかと言われたが、俺の頭の片隅にそのことはしっかりと残ることになった。

　四層では地図を見ながら、基本的に最短ルートを進むようにしていたこともあって、二時間ほどで階段までたどり着いた。ダンジョン内ということもあって、外の時間は完全には把握できないが、おそらく時刻は夕方になっているだろう。ただ、ペースを上げた影響もあり、多少は夕飯まで余よ裕ゆうのある時間帯じゃないかと思う。これなら、五層のボスを倒して帰ったとしても大丈夫そうだ。

　ここまで大きな戦闘などはしていないこともあり、五層のボス戦にわくわくしながら俺おれたちは階段を下った。

　五層は地図によるとただの一本道だ。分かれ道も横穴も一切ない。階段を降りた先の道をまっすぐに進むとその先に小さめの広場があり、そのさらに奥がボスの部屋だ。転移陣はこの一つ目の広場とボス部屋のさらに先に一つずつある。そこに魔ま力りよくを登録することで入口の転移陣から直接来られるようになる。

『アントホーム』では五層、十層、十五層が同じ形で、ボスを倒さなければ先に進むことができない。オーガのいたダンジョンでは毎層毎層ボスがいたから、なんだか優しいように感じるが、あそこがおかしかっただけでこれくらいが普通なんだとか。まあ真オーガキングからのプラチナコングからの白びやつ虎ことかやばかったからな。

　そんな風に考えながら俺たちはボス部屋の前の広場に来た。

　広場には他に三組おり、一組は安息所で見た、全員前衛のパーティだった。他の二組は知らないパーティで、一組は三人と俺たちと同じ人数だが、剣けん士し、魔ま法ほう使つかい、弓使いと後衛が多めのパーティ。もう片方は全員女で、魔法使いが一人、残りは六人全員が剣けんを持った前衛が多めのパーティだ。

　今はボス部屋に続く扉とびらが閉まっており、三組ともある程度の距離をとりながら壁に沿って並んでいるようで、俺たちは転移陣を有効化しに行ってから並ぶことにした。

「あんたら、安息所であったよな？　ずいぶん早く来たんだな」

　マナたちと話しながら、周りの声に耳を傾けて情報を盗み聞きしていると、前のパーティの一人が話しかけてきた。

「いやいや、あんたたちの方が早くついてるじゃねえか。もう少し手ごわい相手と戦ってみたくて急いで来たんだが……」

「俺たちに負けたってか？　がっはっは！　俺たちは何度もここに来ているからな。道も頭に入ってるから迷わないし、自然と早くもなるさ。それにしても、見ない顔だがここに来るのは初めてだったか？」

「ああ。初めてだよ。あんたらは何回くらい来てるんだ？」

「十回ってところだな。基本的に一層から四層まで、六層から九層までを行ったり来たりして生計を立ててるんだが、週に一度、五層のボスか十層のボスに挑むようにしてるんだ。それで、終わったら思いっきり飲む！」

「今日は五層のボスの日だ。さっさと終わらせて飲みに行くさ」

「かー！　話してるだけで飲みたくなってきた！　今日もいつもの酒場だよな？」

「お前らなあ、順番なんだからそう焦るな。焦ってもいいことなんざねえんだから」

「そういうこった。おいお前ら、今は体を休めとけ。いざボス戦でミスしようもんなら酒抜きにすっからな」

「そいつは勘弁してくれよリーダー。俺らから楽しみを奪うんじゃねえよ」

「お前はもともと少ししか飲めねーだろうが。飲めないドワーフとか聞いたことねえ」

　どうやら彼は、いや、彼らはドワーフだったらしい。ちょっと毛深いだけの人だと思ってた。ドワーフは、基本的に筋力が非常に高い反面、魔力や素早さが低くなる傾向にある種族なんだとか。そう聞くと前衛に特化しているのもおかしな話ではないのだろう。

　そんな時、奥おくの扉が開いた。前のパーティがボスを倒したようだ。それを見て、三人組のパーティが立ち上がって扉の方に向かう。魔法使いが入る前に全員にエンチャントをかけ、全員が淡あわい光に包まれると武器を構えて扉の中に入って行った。

　三人が扉の中に入ると、扉が自動でしまっていく。扉が完全に閉まるまで何かが出ているような様子はなかった。完全に閉まり切ると外の音も中の音も互いに聞こえなくなり、戦闘が終わったかどうかは扉が開くことでしかわからないらしい。

　五層のボスはビッグアント系の上位アントが一体と、その取り巻きとしてモンスターハウスにも出ていたような上位種アントが数体出てくるようだ。取り巻きの数は毎回変わり、少ない時は三体しか出てこないような時もあるんだそうだ。

　扉が閉まり切ってから十分とかからず、扉がゆっくりと開き始めた。次に挑むことになるのは女性パーティだ。

「うむ、ちょうど扉は開いているようだな」

　女性パーティが立ち上がったところで急に入り口の方から一組パーティが入ってきた。彼らは三層の安息所で見たパーティだった。一人だけ新品のように使われていない鎧と剣をさした男に、同じくきれいな服をきた女。そしてボロボロになり、ところどころから血を流す奴ど隷れいの女たち。見ていて嫌いやな気分になるパーティだ。

　男は、そんな彼かの女じよらを引き連れて、こちらに目を向けることなく扉に向かう。

「ちょっと待ちな。次はあたしたちの順番だ。きちんと並びな」

　次に挑む予定だった女性パーティのリーダーが男に注意した。まあ当たり前のことだよな。俺たちはまだ十数分と言ったところだが、ドワーフパーティも女性パーティもそれ以上前から待っている。それなのにいきなりやってきたこいつらがボスに挑むというのはおかしな話だ。

「あぁ？　この僕に逆らうというのか？」

「順番を守れって言ってるんだ。あたしたちだってそれなりの時間待っているんだ。あんたたちにその順番を譲る理由はないよ」

「おいツー、やれ」

「え、あの……」

「やれ」

「……はい」

　ツーと呼ばれた少女が持っていたぼろぼろの杖を握りしめてぶつぶつと詠えい唱しようを始めた。魔法を使おうとしているみたいだが、女パーティのリーダーは気づく様子もなく、男に一歩詰め寄った。

「一体何を言って――」

「ファイア！」

　少女の杖の先から火の玉が飛び出す。女性リーダーの方はとっさのことで足がもつれて倒れてしまった。当たったら間違いなく火傷やけどではすまなそうな威い力りよくのファイアだ。

「危ないだろうが」

　あらかじめ駆け出していた俺はファイアと女性の間に入って右手をファイアに突つき出だした。そしてさっきドワーフと話している時にしまっていた棍棒を取り出す。

『スキル：火耐性Lv９を習得しました』

　俺のスキルが上がるほどの威力の魔法を人に撃うつとか何考えてやがる。

「こんなもん当たったら俺じゃなきゃただじゃすまなかったぞ。どういうつもりだ？」

　俺は『威い圧あつ』を撒きながら男を睨む。若じやつ干かんいらだっているのが自分の声からわかる。

「僕に逆らうようなやつは死んで当然だろう？　この世にいなくていいんだから。それとも、お前も僕に逆らうのか？」

「逆らう逆らわないはどうでもいいが、こんなことをして覚かく悟ごはできてるだろうな？」

「僕は偉いんだ。何をしても許される」

　その発言でこいつが何者かなんとなく理解できた。間ま違ちがいなく貴族なのだろう。

「ここはダンジョンだ。ダンジョン内では冒ぼう険けん者しやのルールに従え」

「ルールだって？　おかしなことを言うな。僕がルールなんだ。僕はいずれ王都で中枢を担う人物だぞ？　僕が何か言えば、それがルールになるんだ」

　こいつの言葉にイライラが増し、自然と『威圧』が強くなる。

「お、お前、何をしている！　おいおまえら！　こいつを殺せ！」

「「「「はい」」」」

　男の背後にひかえていた奴隷たちが一いつ斉せいに攻せめてくる。長ちよう剣けん、短たん剣けん、弓、杖と武器はバラバラで、まともそうな武器は一人だけ格好が違ちがう女の持つ短剣くらいだ。

「遅おそい」

　俺は『不意打ち』を使って一気に距離を詰つめた。驚おどろく二人の剣を棍棒でへし折り、順に腹を蹴けりつけて後ろに吹っ飛ばす。その際、長剣使いは弓使いに、短剣使いは魔法使いに飛ばした。弓使いはしゃがんでそれをかわすが、そこに『エアロ』を飛ばす。しゃがんでいる相手なんていい的でしかない。

『エアロ』を受けた弓使いも倒れ、魔法使いの方に目を向けた。短剣使いは当たらなかったらしく、まだ呪じゆ文もんを唱えていた。俺は棍棒の片方を彼女に投げつけ、俺自身も走り出す。棍棒が当たってはまずいと判断したのか、唱えていた魔法を棍棒の方に向けて放つ。見たことない魔法だったから俺に向けて撃ってくれればよかったのに……。

　そんなことを思いながらも彼女に肉薄し、次の呪文を唱えようとしたところを腹に一いち撃げきを入れて気絶させた。ほんの三十秒にも満たない間だったが、あっさりと全ぜん滅めつした。これならまだ上位アントたちの方が苦戦した気がする。どうやってここまで来たんだろう。

　残すはお前だけだと男の方を向いたら、すぐそこまで光を放つ剣が迫せまっていた。後ろから切りかかろうとしていた男は、振り向いた俺に気持ち悪い笑えみを浮うかべた。

「油断大てきぃぃい！」

「いや、油断してないし」

　棍棒で剣の腹を殴なぐって折り、その衝撃で折れた棍棒で腹をつき、顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。男は回転しながら吹ふっ飛とんでいき、地面にガシャンと音を立てて落ちた。

「いたた、え？　ちょ、まじ？」

　気絶せずにすんでいた短剣使いの女がうろたえた。

「まだやるか？」

「あ、あんた、イースター家の人間敵に回して、無事でいられると思わないでよ！」

　女は指輪のついた手を天に掲げると、男と奴隷全員とともに転移していった。そういう効果がある装飾品だったのか。

「イースター家……あんた、礼は言うが大丈夫か？」

「まあ大丈夫じゃないか？」

　イースター家とか知らないし。

「それより、準備できてるなら早いとこ挑んじゃってくれ。俺たちもいつまでも待ちたくないし、おっさんたちの酒も遅くなっちまうからな」

「坊主、俺たちは別に酒飲みってだけじゃないからな」

「あれ？　違ったか？」

「おう。飯も食うぞ」

「やっぱ間違いないってさ」

「坊主ぅぅうう!?」

「あ、ああ。ありがたくそうさせてもらうよ。あたしはパーティ『瑠璃薔薇の太刀』のリーダーをやっているカーマスだ。あんたは？」

「メイだ。パーティ名は……まだないや」

「ついでに言わせとくれ。俺はドワーフパーティ『脱土工房』のリーダー、ムウルマルだ」

「個性的な名前だな」

「俺らの思いは一つだからな。ドワーフが全員鍛冶かじができると思うなよぉ！」

　なんか叫んだムウルマルを放っておいて、カーマスと握手をしてマナたちのところに戻もどる。俺を迎むかえる二人の表情は、氷のように冷めていた。

　さて、お説教だな。




　　　◇◇◇◇




　またあの侵しん略りやく者しやが現れた。

　今度は五層だ。

　五層までにけしかけたアントは変異しなかった。

　魔法をあえて受けるように促したのになぜだ？

　一層では普ふ通つうに戦っていた。

　なら今度も普通に戦わせよう。

　五層は彼かれらの見せ場。

　それを奪うつもりはない。

　ほんの少しそれを応おう援えんするだけだ。

　五層はただの足止めに過ぎない。

　ただのダンジョンの防衛線の一つだ。

　転移してこようが関係ない。

　誰だれも奥には届いていないのだから。

　六層から先、アントもポーンアントも数は少ない。

　すぐに進化してしまった。

　すぐに淘とう汰たされてしまった。

　すぐに死んでしまった。

　すぐに全滅させられた。

　そこに住む彼らに。

　現れる侵略者たちに。

　弱い者は生きていられない。

　それが六層以降。

　私は変異を促うながすだけよ。

　さあアントたち。

　さあポーンアントたち。

　集まれ集まれ上から下から。

　彼らとしばらく戦えなくなるわ。

　精せい一いつ杯ぱい散りなさい。

　力の限り。




　　　◇◇◇◇




「で、反省はしましたか？」

「はい」

「ほんとに？」

「心から反省しています」

　あの後、俺の想像通りにお説教が始まった。その内容は主に『あんな危ないことをするな』というものだったが、途と中ちゆうからどんどんおかしくなっていき、なぜか『私たちに手もつけていないのに新しい女に手を出すのか』とか、『さっさと私たちに手を出せ』だとか反応に困る結果になった。

　最初のうちは憐れむような励ますような表情を浮かべていたムウルマルたち『脱土工房』のメンバーも、怒りとか恨うらみの形相へと変わっていった。言葉にするのであれば『視線で人が殺せたならば！』という感じだろうか。

　お説教中に『瑠璃薔薇の太刀』の挑戦が終わったらしく、扉が開いたことで『脱土工房』も平常心を取り戻し、扉の中に入って行った。

　それからさらに数分が経たち、扉が開いたことでようやくお説教が終わった。その間ずっと正座していたせいで足がしびれてまともに動けない俺をマナたちは襟首をつかんで扉に連れて行く。『麻痺再生』は仕事してないし、このままはまずいって！

　俺の心の叫びは扉の目の前まで二人には届かなかった。




　足の痺れが取れるのを待ってもらい、俺たちは扉の中に入った。扉はゆっくりと閉まっていき、すぐに完全に閉まった。

「さて、どの種類のビッグアントが来るかわからないけど、油断するなよ！」

　棍棒を両手に構えて叫ぶ俺に二人も武器を構えながら無言でうなずいた。扉を背にして、背後をとられないように位置取る俺たちに対し、広場の中央に魔力の塊が生まれ始める。

　この広場において、モンスターは横穴から出てきたり、穴を掘って下からでてきたりはしない。目の前で起きている現象みたいに魔力の塊ができ、そこに召しよう喚かんされるのだ。つまり、言い換えるならば魔力の塊が生まれたところにはアントたちが現れるということだ。

「どういうこと？」

「数体って規模じゃないよなこれ」

　俺たちの目の前には広場全体を埋め尽つくさんとする真っ黒いカーテンができていた。正確にはカーテンではないのだが、そう思えるほどに大量の魔力の塊が生まれていた。

「これ、全部モンスターなのか？」

　俺の問いに応えるように、最初の方に生まれた魔力の塊からアントたちが現れ始める。基本的にはアントとポーンアントの二種類で、上位種アントは見当たらない。それが救いかなとも思ったが、よくみるとアントたちが現れたところから魔力の塊が消えていなかった。まだまだ追加がやってくるということか。厄介な……。

「マナ、できるだけ広こう範はん囲いを巻き込める魔法を優先して使ってくれ。魔力切れはしゃれにならんが、できるだけ多く倒たおしてくれると助かる」

「それはわかってるけど、そうそううまくはいかないって。それよりヒツギはどうするの？」

「遠えん距きよ離り攻こう撃げきができそうな上位種アントはいなそうだしなんとかなると思うよ。ただ、思いきり振り回すから絶対にちかづかないでね。巻き込まれちゃうから」

　俺とマナが少し距離をとったのを確かく認にんすると、ヒツギは頭上で棺かん桶おけを振り回し始めた。

「さーて、全盛期には程遠いけど、磨り潰されたい子からかかってきなさい」

　ヒツギの棺桶のスピードが上がって風切り音が聞こえてくる。当たらないように気をつけながら、俺とマナはそれぞれ右と前からくるモンスターに対応するために分かれる。俺は貫通させて、奥からやってくるやつを仕留めるための『ダークランス』。マナはよくわからないが炎ほのおの魔法を使うようだ。そして、誰からともなく戦闘が始まった。




　自重せずに俺が周りに展開した『ダークランス』は全部で三十八発。これ以上は制御不能で暴発してしまいそうなため止めているが、この数を操作なんてまったくできず、ただ発射することしかできなそうだ。

「ギィィィ」

　まだ全部の魔力の塊が消えたわけではないが、無数のアントたちが俺たちめがけて走り出した。俺は全ての『ダークランス』を発射する。槍やりの壁かべとまではいかないが、相当数の槍がアントたちに迫る。

　アントたちは向かってくる槍に対してまるでよけようとしなかった。というより、よけられるわけがなかった。オークを殲滅したときにも同じ光景を見たが、今度はあの時よりも密集して迫っている。そんな状態だからこそ、アントたちは回避という行動をそもそも捨てているようにも感じた。

　槍はアントたちを貫通して奥にいるアントにまで届く。しかし、そこは虫の生命力の高さと言うべきか、腹はともかく、頭を貫かれても倒れずに向かってくる個体までいた。それでも倒れるやつは倒れるが、その死体は次々と消えていった。

　天てん上じよう院いんが倒したキングアントはなぜか死体がそのまま残ったらしいが、基本的にボス部屋では死体は残らない。死んだ瞬しゆん間かんに消える場合もあれば、完全に全員が倒れたところで一斉に消える場合もあるらしいが、『アントホーム』は前者だ。消えた端はしから新しいアントたちが増えているから数は減っていないように感じるが、広さの限られているこの場所で死体が残らないというのは非常にありがたかった。
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　一つ撃ちきるごとに次の『ダークランス』を撃ち続け、一いつ瞬しゆんではあるがアントの壁の奥の様子が見えた。まだまだ魔力の塊はあちこちにあるが、その数は少しは減ったように見える。しかし、そのさらに奥に大きな魔力の塊が四つ浮かんでいた。おそらくあれが真のボスなのだろうが、前座が多すぎるだろ。

　向かってくるアントたちに『ダークランス』を撃ちまくりながら、ちらりと二人の様子を見た。ヒツギの方は最初から変わらずに鎖くさりをつかんで棺桶を振り回し続けている。左側から迫るアントたちが近寄れないように潰し続けているのは見事だが、近寄れなくなったアントの一部がこちらに流れていた。ヒツギにも余裕がないのは見てわかるが、あんまり多いとこちらが対処できなくなるかもしれない。

　一方で、右からくるアントを対処しているマナは、頭上に浮かんだ火の玉から飛び出る攻撃がメインになっているようだった。ちらりと見ただけだから正確にはわからないが、定期的に複数の小さい火の玉を放つ魔法のようだ。一度発動してしまえばそこからは放置できるらしく、マナ自身も杖を構えて他の魔法でアントを燃やしている。その魔法便利そうだし俺も使いたいな……。

　次々に撃ち続ける『ダークランス』だが、一いち撃げき一いち撃げきがかなりの威力を発揮してくれるが、俺自身への負担はかなり大きかった。いくら『再生』による回復があるとはいえ、制御できるぎりぎりの量の魔法を撃ち続けるというのはきつい。そもそも『ダークランス』は消費が激しいスキルだからなおさらだ。

　少しでも消費を抑おさえられないかと思い、俺は手に持つ棍こん棒ぼうで『一閃』が使えないか試ためしてみた。

『一閃』は普通、剣で使うスキルで、ある程度自由の効く『剣閃』と違い、水平に振るった剣から相手を切り裂く斬撃を飛ばすことができる。しかし、棍棒で放った『一閃』は若じやつ干かん違ちがっており、棍棒で切り裂くなんて真似まねはできないからか、衝撃波を飛ばす攻撃になった。この攻撃ではアントの首を落としたり、腹を切きり裂さいたりすることはできないが、頭を狙えば首を折るくらいの威力はあり、甲こう殻かくを凹へこませることもできていた。『ダークランス』よりも消費が少なく、奥は攻撃できないけど広い範囲を攻撃できる。これはいいことを知った。

「『鬼おにの一撃・付与』」

　両手に握にぎる棍棒に『鬼の一撃・付与』をかけてみる。棍棒が淡く赤色に光っており、なんだかきれいだが、その実態は『鬼の一撃』でコーティングしているのだから恐ろしい。

「『一閃』」

　右手の棍棒を振るう。さっきと違い、『鬼の一撃・付与』をしたおかげで二列分のアントを吹き飛ばした。空中にいるうちに消えてしまうやつもいるが、後ろのアントを巻き込んで倒してから消えるやつもいた。

「『コンボ２』『一閃』」

　今度は左手の棍棒を振るう。『コンボ』のおかげで、続け様に威力の上がった衝撃波が数列分のアントをいっぺんに吹き飛ばした。範囲も広がっているようでヒツギやマナに向かおうとしていたアントもまとめて吹き飛ばしていた。全然使いこなせていないせいで、一度攻撃しただけで効果がきれた『鬼の一撃・付与』を両手の棍棒にかけなおし、強く握る。

「『コンボ３』『一閃』」

　両手の棍棒を振るって『一閃』を放った。つながった『コンボ』によって威力が大きく上がった『一閃』は、大量の土つち煙けむりを巻き上げながら無数のアントたちを押しやっていく。まともな抵てい抗こうもできずに奥の壁かべ際ぎわまで押しこみ、衝撃波と壁に挟まれたアントたちは次々と消えていった。

　両手で撃ったことでかなり広範囲のアントを蹴散らし、その様子にマナやヒツギに向かっていたアントたちも足を止めてしまっていた。俺は俺でスキル後の硬こう直ちよくで動けないが、近くにいたアントたちは全て今の攻撃で倒したこともあって、硬直が解けるまでに近づいてくる個体はいなかった。

　一時的に大量に消し飛んだとはいえ、まだ残っていた魔力の塊からアントたちが生まれてきた。マナもヒツギもアントたちが動きを止めていた間に一気に攻めに転じており、左右のアントたちもどんどん倒されていった。俺も攻撃に移ろうと思ったが、さっきの攻撃の反動に耐えられず、棍棒が砕けてしまった。慌あわてて次の武器として錆さびた剣を二本取り出す。切れ味なんかないも同然の剣だが、叩き切るような使い方ならばいけるだろう。

　魔力の塊も残すは奥のボスのものだけになったことで、さっきまでと違ってアントたちは隣となり同士にちゃんと隙すき間まがある状態だった。この後にボスとの戦いを控えていることを考えると、あんまり魔力を消費しているのもよくないと考えた俺は、『小規模ワープ』でアントたちの群れに突っ込んだ。

　周辺がアントだらけの群れにいきなり入り込んできた俺に対して、アントたちは即そく座ざに反応してきた。俺は殴ろうとしてくるアントの腕うでを剣で叩き折り、反対の剣で胴を薙なぐ。そのまま勢いを殺さずに隣のアントの首を落とし、噛みついてくるアントの牙きばを剣で弾はじき、蹴りを入れて体勢を崩くずさせて腹を切り裂いた。

　完全に囲まれているところに飛び込んだ自分が悪いのだが、背後から別のアントに殴られた。防ぼう御ぎよをしっかりと上げておいたのが功を奏し、『再生』によって即座に回復できるレベルのダメージで済んだ。それをいいことに俺は攻撃してきたアントを切り殺して次のアントにターゲットを変えた。

　途中からはダメージを『再生』に全部任せるのではなく、硬直が起きない程度にスキルを織り交ぜてダメージを受けないように努めた。『全方位結界』で攻撃を防いで切り付けたり、『威圧』と『威嚇』で動きを止めて仕留めたり、使ったことがなかった『分ぶん裂れつ弾だん』を牽けん制せいにして切り付けたりと様々だ。

　そんな戦闘が五分ほど続いていた時、目の前にいた最後のアントが横から飛んできた棺桶に轢き殺された。あ、俺の獲物……。

「メイ、無む茶ちやしすぎ。まだここからが本番なんだよ」

「そうそう。ろくな武器もなしに塊に突っ込むなんて馬鹿のやることだよ」

「そう言わないでくれよ。こいつらが取り巻きだってことを忘れてたんだ」

「ほら、ボスが出るよ」

　アントたちが消え、最初からずっと浮いていた大きな魔力の塊からそれまでの有象無象とはまるで違うサイズのアントが生まれてきた。

『真ビッグポーンアント（アント種）』

『ビッグルークアント（アント種）』

『ビッグナイトアント（アント種）』

『ビッグビショップアント（アント種）』

『鑑かん定てい』でその種類を調べてみると、ボスとして現れる可能性があると聞いていた種類が全部いた。しかし、それらはこちらに向かってくることはなく、三種が突如光の粒つぶに分解されたかと思うと、残った真ビッグポーンアントに吸収されていく。

「どういうこと？　意味が分かんないんだけど」

「俺に聞かれても知るか。モンスターが進化するのはいいんだが、正直こんな五層みたいな浅いところじゃなくて十五層でやれって話だよな」

「いや、そんなこと言ってる場合じゃないって」

『真キメラアント（アント種）』

　ビッグアント系の上位種四体の合体によって生まれた真キメラアント。キメラの名の通りもとになったアントたちによって象かたどられた個体で、その腕は全部で六本。一番上のメイスを持った腕がルークアント、一番下の手の隙間から微かに見える程度の小さな杖つえを持った腕はビショップアント、そして真ん中の大きな剣を持った腕はナイトアントの腕だろう。武器は俺の持っている物なんか比べ物にならないほどよさそうな出来で、大きさが真キメラアントのサイズでなければ俺が奪うばって使いたいくらいだが、俺だと丸太みたいに振ふり回すくらいしか使えなそうだ。

「見たことない種類なんだけど、新種なのかな？」

「たぶんね。どうする？」

「俺とヒツギが前衛、マナが後衛で。あいつの攻撃をしのぐことを優先で、仕留めるのはマナに任せた」

「了りよう解かい。絶対攻撃が重いから気をつけてね」

「「もちろん」」

「キィアァアアガァガァアアアァアアアアアア！」

　俺たちが作戦を決めるのを待ってくれていたように真キメラアントが吠えた。ボス戦の第二ラウンドといこう。

　俺とヒツギは左右から真キメラアントに向かって駆け出した。真キメラアントは広場の奥の方から動こうとしない。できることならばマナには常に背後をとってほしいが、もともとが奥の方に出現していることもあり、そこまで空間がなかった。真キメラアント自体も俺たちを迎げい撃げきするためにその場から動かない。

　まずは注意を引き付けるために先制攻撃で『ファイア』を飛ばす。とりあえずぱっと出せる五発だ。試したことはないが、『ダークランス』よりも同時に撃てる数は絶対に多い。一発で大量に撃てる『ダークランス』の方が結局数は多くなるけど。

『ファイア』は全て真キメラアントめがけて飛んでいく。一本くらい腕を落とせればいいかなと考えていたが、真キメラアントがビショップアントの腕を振るうと、直ちよく撃げきすると思われた『ファイア』が消えた。その際に、見えていた杖の先端が光っていたからなんらかの能力なのかもしれない。

　もともとただの牽制だったし、と自分に言い聞かせ、俺は両手の剣に『鬼の一撃・付与』をして、跳とびあがって真キメラアントの頭上から両手の『兜かぶと割わり』を叩き込む。しかし、それはルークアントの両りよう腕うでで持ったメイスによって防がれる。ミシミシという音はするが、びくともしていないのが感覚でわかった。

　真キメラアントが両腕をはね上げた。それによって剣が折れてしまい、俺自身も弾き飛ばされる。すぐに『小規模ワープ』で移動して距きよ離りをとった。反対側からヒツギが攻撃を仕掛けた。俺のように上から叩きつける形とは違い、ナイトアントの腕を上下から挟み込むように棺桶を振るう。関節が完全に逆の方を向くやり方だな。

　俺の攻撃は防がれたが、ヒツギの棺桶はあっさりとナイトアントの右腕をへし折った。俺の攻撃を防いだルークアントの腕と違ってやけにもろくないか？

　腕を折ったヒツギは、落ちてくる大きな剣をよけるために一度距離をとる。真キメラアントは痛みに叫び声を上げながらも上下からビショップアント、ルークアントの腕でヒツギを狙ねらう。ヒツギは攻撃に使って伸のび切っている鎖を引き戻して左右に弾こうとするが、ルークアントの腕が弾けなかった。

「ヒツギ！」

　軌き道どうは多少そらせたものの、ヒツギはまともにその攻撃を受けてしまった。それでも腕と体の間に鎖を滑り込ましてダメージを減らそうとしていたが、完全には防ぎきれずに吹き飛ばされた。途中で一度地面でバウンドし、なんとか体勢を整えて着地していたが、骨が折れたのか辛そうに顔をゆがませていた。

「ヒール５！」

　マナがヒツギに光の玉を飛ばす。それはヒツギに当たると、体を包み込んで消えた。その回復魔法で痛みが消えたのか、ヒツギの表情も落ち着いた。よかった。

　しかし、安心している暇はなかった。今度は真キメラアントがメイスを振るってくる。すぐさまアイテムボックスから棍棒を二本取り出してメイスをかわす。そのかわした先に土の塊が飛んできた。ビショップアントの腕があるから魔法まで使えるのか。

　火の玉や水の玉ならあたった瞬間に喰くらってくれるのはわかっているが、さすがに土の塊はどうかわからなかったから足で誰もいない方向へ蹴り飛ばした。

『スキル：アースボールLv１を習得しました』

　魔ま法ほう自体はスキルとして喰らうことができたようだ。闇やみ、風、火、水ときて土も追加か。攻撃の手段が増えるのはいいことだ。しかし、やはりと言うか土の塊はなくならなかった。魔法的な要素がなくなり、蹴ったことで形が崩れ、壁まで届かずに地面に落ちるのが視界の端で見えた。

　そちらに気を取られていたせいで、反対から迫ってくる剣に気づくのが遅おくれた。棍棒で叩いて直撃は避けたが、剣の腹を腕で受けることになってしまった。棍棒一本を犠ぎ牲せいにしたが、吹き飛ばされることはなく、地面を軽く滑るだけですんだ。でも腕が痛い。

「二人とも行くよ！　マジックソード・ノーブル！」

　マナの声とともに剣の形をした魔力が飛んできた。真キメラアントも迎え撃つべくメイスと剣を振るうが、マナのマジックソードはそれらをかいくぐってルークアントの腕を切り落とした。しかし、俺の『兜割り』やヒツギの鎖をものともしなかったルークアントの腕がああもあっさりと切れるなんて、なんだか釈然としない。

「グゥゥゥガァァアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　真キメラアントからとてつもない叫び声が上がる。両腕を一組同時に切り落とされた痛みと考えたらなんとなくわかる気もするが、様子がおかしく感じた。

　切られた瞬間から黒い血が噴き出し、恐きよう怖ふを感じたり寒いわけではなさそうな感じの真キメラアントの体が震え始める。

「「グルゥゥアア！」」

　震えがやんだかと思うと、真キメラアントの頭の隣からルークアントのものらしき頭が生えてきた。そして、同時に噴き出していた血も止まり、傷口が完全にふさがった。これはどうなっているんだ？

　そう考えているうちに、真キメラアントが折れていないナイトアントの腕で試すように剣けんを振るう。それだけで風が起こり、こちらに吹いてきた。

　一度大きく深呼吸をし、俺おれたちは真キメラアントに向き合う。残る腕は三本。ナイトアントの折れた腕も半ばまでは残っているが、攻撃には使えないだろう。武器はナイトアントの腕に持った剣と、最初からビショップアントの腕で握りしめている杖の二つだ。両方とも俺の側にあり、ビショップアントの腕では使えないのか、武器を持っていない手があるのにも拘かかわらず、メイスは真キメラアントの足元に転がったままだった。

　俺は新たに棍棒を取り出して脇に挟む。剣を防ぐために折れてしまった棍棒がいい感じに投げやすい大きさになったから再利用するためだ。

　俺が武器を取り換える間にヒツギは攻撃を仕掛けていた。意識がそちらに向いたのに気づいて俺も走り出す。

　ヒツギは棺桶を巧たくみに操あやつって真キメラアントにたたきつけている。しかし、真キメラアントも確実に腕で防いでいた。それでも、ヒツギの側で無事に残っているビショップアントの腕ではヒツギの攻撃を防ぐには力が足りないらしく、折れたナイトアントの腕で補うように防いでいるような感じだ。

　俺は棍棒の残骸を新しく生えた頭に投げるのと同時に、もともとあった頭に『アースボール』を放った。同時に俺も駆け出していたため、真キメラアントは俺に剣を、そして二発の投擲は噛みつきで対応してきた。噛む力はかなり強いらしく、俺が投げつけた棍棒の残骸と『アースボール』は両方ともかみ砕かれた。しかし、『アースボール』をかみ砕いたことで真キメラアントの視界が土でふさがれた。

「ありがと！」

　すぐに頭を振って土を払はらったため、視界が塞がっていたのは一秒か二秒といったところだろう。しかし、その間にヒツギが完全に視界から消えた。

　次の瞬間、ヒツギの棺桶がビショップアントの腕を完かん璧ぺきにとらえ、メキメキと音を立ててへし折った。

「―――――――！」

　真キメラアントの声にならない声が響ひびく。その隙すきを逃すことなく、俺は跳びあがって棍棒に『鬼の一撃・付与』をかける。

「『ブレイクショット』！」

　棍棒を剣を持つナイトアントの腕にたたきつけた。棍棒からもミシミシ音が鳴って、折れるまであと少しというのが伝わってくるが、その前に真キメラアントの二本の腕を叩き折ることに成功した。ナイトアントの腕を折った勢いが止まらずにそのままビショップアントの腕も叩き折ってしまったのだ。

　二本の腕は折れた際に先がちぎれ、俺の棍棒も勢いが収まらずに地面を叩いたところで砕けた。

「「グゥゥゥガァァアアアアアアアアアアア！」」

　二つの頭から空気を震わせる雄叫びが上がる。俺は倒れてくる剣を『小規模ワープ』で後ろに下がってかわしながらその様子を見ていた。

　真キメラアントはまたしても全身を震わせた。

「「「「グルゥゥアアア！」」」」

　ナイトアントの腕、ビショップアントの腕が両方ともなくなったことで、それらの頭が生えてきた。しかし、それは長くは続かなかった。

「ギィィィアア」

　最初からあった頭がすぐ隣の頭を食べた。そこから黒い血が噴き出し、完全に食べきると止まる。他の頭も、動かずにただただ食べられるのを待っていた。グロいな……。

　そして、そんな光景が一分も続くと、頭は完全に一つになっていた。

　頭が減った分、弱くなったかと思えばそうではなさそうだった。これまでのように複数の方向を同時に見ることはできないし、腕も生えてきていないが、感じる威圧という点では明らかに上がっていた。

「二人とも鑑定！」

　後ろからマナの声が飛ぶ。俺たちはすぐに『鑑定』で目の前のこいつを調べた。

『真キメラアント・ポーン（アント種）』

　さっきまでの名前の後ろに『ポーン』という三文字が追加された。ビッグポーンアントがベースになっているからだろう。さっきまでと違って切る腕がないからこれ以上頭が増えたりはしないだろうが、何があるかわからない。俺は砕けた棍棒の代わりにアイテムボックスから錆びた剣を取り出した。

　観察していると、俺よりも先にマナとヒツギが動き出していた。

　マナの杖の先から稲光が飛び出し、ヒツギはヒツギで棺桶を飛ばしていた。遅れた！

「ギィィアア！」

　マナの魔法がさく裂し、微かに煙けむりがあがる中で腹に棺桶が突き刺さる。痛みに苦悶の声を漏らす真キメラアント・ポーン。あれ？　もしかして……。

　俺も『剣閃・十』で十字の斬撃を放つ。真キメラアント・ポーンは体をひねってよけようとするが、まったくよけられずに直撃した。腹が十字に切れて血がこぼれる。どくどくと流れ出て、力が入らないのかがくっと足が崩れる。

「二人とも、たぶんこいつ腕がなくなって攻撃を防ぐ手段がなくなってる！　一気にたたみかけるぞ！」

　二人に向かって叫ぶと、憐れむような空気になるとともに、二人は無言でうなずいて攻撃を繰くり出だす。俺も攻撃を叩き込むために真キメラアント・ポーンに向かって駆け出した。

「ギギィィイイ」

　俺は走りながら『剣閃』で斬撃を飛ばし、真キメラアント・ポーンの傷をさらに広げる。血がどんどん出てきて、真キメラアント・ポーンはふらつきだした。倒れかけていたその背中をヒツギの棺桶が叩く。地面に打ち付けられて叫び声をあげるも、まだ生きているようだった。

「ギ、ギィァ」

　真キメラアント・ポーンは倒れながらもこちらを睨みつけてきた。嫌いやな予感がした俺は、とどめを刺すべく左手の剣を捨て、右手の剣を両手でしっかりと握って上段に構える。

「ギィア！」

　俺が『一刀両断』で剣を振り下ろすのと同時に、真キメラアント・ポーンが無事だった足で地面を蹴り、ロケットのように突っ込んできた。

「負けるか！」

　俺は動きを止めずに剣を一気に振り下ろす。錆びた剣と真キメラアント・ポーンの牙が直撃して火花が散る。しかし、その捨て身の一撃も『一刀両断』の力には勝てず、俺の剣が頭を打ち据すえた。完全に断ちきるつもりだったが、剣にそれができる力がなく、真キメラアント・ポーンを弾き飛ばす形になった。

　俺の攻撃で仰向けになった真キメラアント・ポーンに二本のマジックソードが襲いかかる。そしてそのマジックソードごとヒツギの棺桶が真キメラアント・ポーンを叩き潰した。土煙が上がり、ヒツギが鎖を引いて棺桶を戻すと、他のアントたちと同じように消えていき、その場に一本の剣がぽつんと残された。

『職業：冒ぼう険けん者しやがLv55になりました。

　狙そ撃げき手しゆがLv43になりました。

　盗とう賊ぞくがLv39になりました。

　剣けん士しがLv38になりました。

　武ぶ闘とう家かがLv35になりました。

　戦士がLv36になりました。

　魔ま法ほう使つかいがLv41になりました。

　鬼き人じんがLv８になりました。

　狙そ撃げき主しゆがLv12になりました』

『スキル：アイテムボックス拡充　自動マッピング　遠えん距きよ離り攻こう撃げき威い力りよく上じよう昇しようLv１　アンロックLv１　曲撃　ブレイクショットLv２　分裂弾Lv３　コンボ４　偽二刀流Lv４を習得しました。

　スキル：武偽を習得しました』

　たくさんスキルが手に入った。いくつか気になるものもあるが、とりあえずは後だ。

「お疲つかれ様さま。ヒツギ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん。大丈夫だよ。すぐにマナが回復してくれたし」

「ほんと心配したんだよ。痛そうにしてたし」

「ごめんって。腕によって力とかが変わってるのに気づくのが遅れてね。弾いたつもりが弾けてなかったんだ」

「油断大敵だよ。メイもね」

「ああ」

　俺たちは自然と剣の周りに集まり、攻撃をもろにくらっていたヒツギを見る。マナの回復魔法によって怪我けがは残っていないようだし、後遺症なんかもなさそうでよかった。

「この剣ってボスのドロップってことでいいんだよな？」

「そうみたいだね。どれどれ……あ、これ魔ま剣けんだね。いいものっぽいよ」

「へえ」

『魔剣ステュラ：特とく殊しゆな技法で作られた魔剣。オリハルコン以上の硬度でなければ、折れることも曲がることも刃はこぼれすることもない。ただし、使用者の能力には一いつ切さい影えい響きようを与えることはない』

「これ、俺使っちゃダメ？」

　たぶん、今の俺の顔はすごく爛らん々らんと輝いているだろう。餌えさを前にした子犬のように。

「私はいいよ。メイしか剣は使えないし」

「私も棺桶これがあれば十分だし、メイが使っていいよ」

「ありがとう……うぉぉ……」

　魔剣ステュラは持ってみると見た目よりも重量があった。俺は大量の筋力上じよう昇しようで強化されているから割と余よ裕ゆうで持ち上げられるが、これまで使っていた棍棒なんかとは比べ物にならない。ただでさえ切れ味がよさそうな剣なのに、重さを活かして叩たたき切るような使い方もできそうだ。両手剣として使うには少し短いが、力を入れたい時に両手で持って攻撃することはできそうだ。

「どう？　って、その顔はよさそうだね」

「すげえいい感じだよ。かなり重いけど十分扱えるレベルだし、何より壊こわれないしな」

「いつだったかの初めてゲームを買ってもらった時のメイを思い出すなぁ」

「一日中持ち歩いてたよね。据え置き式なのに」

「う、うるさい。嬉うれしかったんだから仕方ないだろうが。それより、長くなったしそろそろ一回ダンジョンを出ようぜ。奥おくの転てん移い陣じんを有効化して」

「そうだね。なんだかんだと長く戦ってた気がするし」

「数が多かったもんね。仕方ないよ」

「今日は帰ってギルドに素材売りに行こうよ。それでお祝いだよ！」

　そうして、俺たちは五層奥の転移陣を有効化し、ダンジョンをあとにした。
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　彼かれらがダンジョンを去った。

　アントとポーンアントたちではやはり彼らを仕留めるには足りなかった。

　しかし、彼らのためにアントたちを集めたのは正解だった。

　ダンジョンコアから新たな能力を得た個体が生まれた。

　火耐性、風耐性、闇耐性。

　思わぬ収穫でいえば雷耐性も。

　能力自体は通常のアントよりも低いが耐性の能力はすばらしい。

　多くを生んでおけばいずれはその魔法を操るアントになるだろう。

　耐性持ちの上、上位種ともなれば心強い。

　キングアントと戦わせて覚えさせるのもよい。

　覚える保証はないが。

　もし覚えるのであれば私も試してみたい。

　ただ、私は少し勘かん違ちがいをしていたようだ。

　狙うべきは彼ではない。

　たしかに彼は新たな上位種を生むきっかけにはなろう。

　魔ま力りよくの質も、量も、十分に高い。

　しかし、それ以上がいる。

　彼かの女じよだ

　彼女が欲ほしい。

　欲しくてたまらない。

　だが今はその時じゃない。

　六層ではそんな罠は存在しない。

　彼女を引き離はなすには奥に来てもらわないと。

　奥に来たらその時は歓迎しよう。

　さあ、早く来ておくれ。

　我らのために。
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あとがき







　どうもコクトーです。

　まずはこうして読んでくださってありがとうございます！　ネットなんかで一巻での打ち切りもあるという話を見ていたので、二巻を書くことができて本当に嬉しかったです。これも皆さんが読んでくださっているおかげです。本当にありがとうございます！

　一巻の時にＨＪネット小説大賞で受賞をいただいてデビューをという話をしましたが、他の受賞者の方の作品も続々と書籍化しています。ツイッターなどで他の作者様の宣伝なんかを見ていますが、自分とは違ってきちんと宣伝しているなという印象を受けました。なんか、卒論で忙しいとかなんとか言ってあまりしていなかった自分が恥ずかしいです。

　それはさておき、私がこのあとがきを書いている時期は四月の一週目です。何を言いたいのかといいますと、私事ですが大学は無事卒業することができ、四月二日から新社会人としての生活が始まっております。一巻で卒論がどうのとわちゃわちゃ書いていましたが、あれがもう懐かしく感じます。

　自分の作品を読んでくださっているのは高校生、大学生なんかが多いんじゃないかな。と勝手に考えていますが、皆さんは新生活にはもう慣れましたでしょうか？　人によっては新しい土地や新しい環境での生活が始まっているかもしれません。自分がまさにそんな感じです。自分が働く会社は都会にあり、これまで基本田舎暮らしだったということもあって、人の多さに驚いています。電車通勤ですが、目的地に近づくにつれてどんどん人が増えて、混み具合が激しくなってくるのはいつまでも慣れることはないと思いますね。痴漢に間違われないように気をつけなければ。作者は自分から痴漢しようだとかはまったく思いませんね。なんたって嫁が二次元に、いえ、なんでもないです、ハイ。

　大学生から社会人になって、いろいろと違うなと感じているところはあるんですが、一番感じているのは自由な時間がないというところですね。

　大学時代は朝も昼も夜もかなり自由で、平日にもかかわらず朝起きてから一日中小説を書いているなんてこともありました。現状はまだまだ入ったばかりということもあって、研修中なので比較的早く帰れているのですが、それでも家で小説を書く時間がほとんどとれていません。会社でバリバリ働きながら小説を書き続けている人たちって、ほんといつ書いているんでしょうね？

　個人的な話はこれくらいにして、そろそろ二巻のネタバレ、もとい裏話に移りたいと思います。

　あとがきを書いているのは四月の一周目という話を書きましたが、二巻の本編を書いたのは三月中でした。その頃には卒論は終わっていましたが、続いて資格試験の勉強が始まり、卒業ということで友達と旅行に行ったりといろいろあって書くのが遅れてしまい、無理を言って締め切りを延ばしてもらっていました。その節は関係者の皆様すいませんでした。

　小説として発売されるまでにはいろいろな工程があります。その工程の中に著者校正という作業があるのですが、この作業ではいろんな記号を用いて指摘や質問がされます。それに対して作者側がそのままだとか、どんな修正を入れるのか書いていきます。私はまだ二回目ということもあり、全然慣れておらず、真逆の意味で記号を使ってしまってました。次こそはノーミスを目指します！

　一巻の時にもあとがきで書かせていただいた担当編集のＳ里さんですが、改めて書きますと、ヒツギのキャライラストを決定する時にとても熱心に考えてくれていました。そして今回、表紙にヒツギがどーんと描かれております。これはつまりそういうことなのでは？　とちょっと思いました。まあ一巻がマナとメイでしたから、当然と言えば当然なのでしょうか。ですが、この流れでいけば三巻はヒメが表紙を独占するなんてことも？　どれだけ需要があるのかはわかりませんが、密かに期待しておきましょう。

　一巻が出て、「表紙がかっこよくて買いました！」という言葉をよくいただきました。北熊様が素晴らしいイラストを描いてくださっているおかげです。買ってくださった方々に満足していただけるようにガンバラネバ。

　著者コメントというのがカバーのところに書かれているのを読んだ方はいらっしゃいますでしょうか？　一巻の時はひたすらカフェオレについての話を書き連ねていました。甘いカフェオレって最高ですよね。私は小岩井のやつとか、ダイドーのやつとか、ことあるごとについつい買ってしまいます。

　カフェオレはともかく、二巻の著者コメントではずっとヒメの話をしています。今後も何度でも書くつもりでいますが、私が自分の作品の中で一番好きなキャラクターはヒメです。別にケモナーというわけではありませんが、小説を書き始めて、初めて登場させた時に自分の作品にも関わらず、ヒメのファンになってしまいました。自分が小説を書く時は結構頭の中でそのシーンを思い描きながら書いていることが多いのですが、ヒメが登場するシーンを書く時はついついニンマリとしながら書いていることもあります。家族からキモイと言われようとかわいいものはかわいいので仕方ないのです。表紙でメイの肩に乗るヒメ。最初のカラーイラストでメイに抱えられてるヒメ。モノクロでキャタピラーに挑むヒメ！　このままヒメのイラストが増える程、私は幸せになります。

　どんどん裏話をしていきましょう。

　小説家になろうで私の作品を読んでいて、さらにこちらも読んでくださっている方にしかわからない話ではありますが、この二巻の前半はかなり話を削って書いています。必要な部分は一切削らずに書いていますが、削っても影響が出ないシーンってだいたい数少ないヒロインたちのシーンなんですよね。そこを削っておいて、それでいてヒロインの出番を増やすというわけのわからないことをやっています。具体的に言うと、メイが生活魔法を覚えたシーンなんかはかなり削っています。ネットだと、だらだらと話を延ばし続けてもなんの問題もないのですが、書籍となるとそうはいきませんからね。仕方ありません。決してヒロインって二人ともほとんど口調もかわらないし、区別をつけにくくてどちらが話しているのか伝えるのが難しいから削っているわけではありません。ヒロインのことを書くよりもヒメのことを書きたいからとか思っていません。削る必要があっただけです。

　一巻の時はすべてのキャラクターイメージを指定させていただきましたが、今回は新たにキャラクターイメージを指定させていただいたキャラと言うと、狼獣人の魔族、ガルアが該当します。正直、あまり思い入れのあるキャラクターではなく、まったくと言っていいほど頭の中でキャラクターの絵が思い浮かばず、かなりあいまいな指定でお願いしました。その結果、荒々しく格好いいガルアが誕生しました。自分で言うのもなんですが、あんなひどい指定でも描ける北熊様ってすごいです！

　二巻の売り上げ次第にはなると思いますが、三巻を出させていただけるならば、三巻は半分くらいメイたちの出番がない話になるんじゃないかなと思います。それというのも、皆さんは一巻の最初に出てきた天上院古里を覚えているでしょうか？　小説家になろうの中では、彼が出てきた回だけやたらと感想の量が多くなる（コクトー比）キャラクターです。彼の話をここらで入れたいと考えています。いや、誰だよって方は一巻の間章であるマナの話をお読みいただくか、カラーイラスト二枚目を見ていただければ「あーこいつか」となると思います。もう一人の勇者である彼が今何をしているのか。気になる方は三巻も買っていただければ嬉しいです。あまり主人公たちからの印象はよくないということもあり、主人公側の視点で書いている一巻だけでは嫌なやつという感じを受けている方も多いと思います。まだ書いていないのでなんとも言えませんが、多少は好転してくれるといいかな？　個人的には好きなキャラだったりします。本編で出番なんかほとんどないですけどね。

　最後にはなりますが、自分の作品を読んでくださっている方々、応援してくださる方々、本の作成に関わってくださったすべての方々に最大限の感謝を。

　ではまた次回。
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